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序

本書は、太宰府市の南西部に位置する都府楼南で行われた大宰府条坊跡

の発掘調査報告書です。

調査地一帯はかつて広大な田畑が広がっていましたが、昭和 40年代から

宅地造成が行われ、住宅街となっています。

今回の調査では、奈良時代から平安時代にかけての大宰府条坊の道路遺

構が明確に確認されたほか、井戸や掘立柱建物など大宰府条坊内の景観を

考える上で貴重な成果が得られています。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、

広く活用され、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを心より願って

おります。

結びになりましたが、本調査に対しご理解ご協力いただきました、関係

各位ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 27年 2月

太宰府市教育委員会

教育長木村甚治



例言

1. 本書は太宰府市都府楼南で行われた大宰府条坊跡の発掘調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第H座標系(日本測地系)を利用した。 したがって本書に示される

方位は特に注記のない限り G.N. (座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準と

したものである。

3. 調査対象地の表土除去および埋め戻しは(有)松田造園土木に委託した。

4. 遺構の実測及び写真撮影は宮崎、狭川、谷由紀子、上村英士(現筑後市教委)が行った。

5. 遺構の空中写真撮影は(制空中写真企画(代表諌山広宣)が行った。

6. 出土した鉄製品の保存処理は附タクトが行った。

7. 造物の実測は、山本麻里子、福井円、吉富千春、今岡一恵、宮崎が行った。

8. 表入力 ・写真整理は瀬戸口みな子、市川晴美、吉村有紀が行った。

9. 遺物の整理接合・復元作業は馬場由美、住山最子、末永亜由子が行った。

10. 遺物の写真撮影は(朝システム ・レコ(代表仲村定美)が行った。

11. 図の浄書は、宮崎が行った。

12.本書に用いた分類は以下のとおり 。

須恵器 ・・・ 『宮ノ本遺跡H 一窯跡篇-~ (太宰府市の文化財第 10集) 1992 

陶磁器・ ・・ 『大宰府条窃跡xv 一陶磁器分類一~ (太宰府市の文化財第 49集)2000 

土器 ・・・・ 『大宰府条坊跡IU (太宰府市の文化財第 7集) 1983 

瓦 ・・・・ 『宝満山遺跡群 4~ (太宰府市の文化財第 79集)2005 

13. 執筆 ・編集は宮崎が担当した。
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写真図版 ・・・ 主な遺構および遺物写真

付録 ・・・ CD(遺構および遺物写真)

図版一覧

Fig.1 

Fig. 2 

Fig. 3 

Fig.4 

Fig.5 

Fig. 6 

Fig. 7 

Fig.8 

大宰府土器型式と国産陶器 ・貿易陶磁編年 1 

太宰府市とその周辺の遺跡 ................................…・・・・・・…・ー・・・…・・・・・・・・・・一一・…・・…・ 2 

調査地と周辺調査地点 ・・ー・・・・・・・・・・・…...................................一 ............…・…・…・・・ぃ・ 3 

第 49次調査位置図・・・…・…・・・・・…・・…...............・ ….......… …...........…・・・・一一・・…. 8 

第 178次調査土層模式図 ・ . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ …….. 9 

第 178次調査遺構全体図 ………一........一一一一・・…・…・・・・ー…・・・ー・…・・・・ぃ・-…・・・・ …........ 10 

178SB001 遺構実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •.••••••• ••. ・.... ................................. 11 

第 178次調査構土層図 一・・・・・・・・・・・…..一 ...............一一...........................................12 

Fig.9 178SE020遺構実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 13 

Fig.10 178SE030 ・075遺構実測図 ••••••••.. ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

Fig. 11 178SK004・010・036遺構実測図..........•.. ••••••••• •... •••• .•. •.• ••• •..• •••••••. •..•••••••.••• •..••••••• 16 

Fig. 12 178SK005・015・037・065遺構実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ................・・.......................... 17 

Fig. 13 178SK070・085遺構実測図 .•..•. … 一................一一................…・・・・・・・・・ー…ー・・…ー・ 18 

Fig. 14 178SX101 ・150土層実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・..................... 19 

Fig. 15 178SD002' 013 ・090 ・095出土遺物実測図 •.. ••. ・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

Fig. 16 178SD025出土遺物実測図 ・・・ ・……・・・・・-一…・・・ー・・・…・・…・…ー・……・・・・・・・・・ー・・・…........••••• 22 

Fig. 17 178SD035出土遺物実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....一 ...•••••••... ••. ・・・・ ••••••••• 26 

Fig. 18 178SD035下層出土遺物実測図.................. ・・.....................•••••••.•..• ••••.•••...• ••••••••• 27 

Fig. 19 178SD035最下層出土遺物実測図 ・・・・・田・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・................ 28 

Fig.20 178SD031 ・038・060・078出土遺物実測図 ・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

Fig.21 178SE020出土遺物実測図.................................................................................... 32 

Fig.22 178SE030出土遺物実測図① ・・・・・・…......一…一........…・ ・・ …・......... ・ ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ 34 

Fig.23 178S印 30出土遺物実測図② ••.• •. • ・ ・・….......一…・・・・・一一・・…・ー…・・…一.................... 35 

Fig.24 178SE030出土遺物実測図③…………………・・・・……・・………………ー…一……… 38 

Fig.25 178SE030出土遺物実測図④ -… ・・ . • • • • • • • • • .一一 一一..・・・…・・…..................…・・…・・・・ 39 

Fig.26 178SE030⑤ ・075出土遺物実測図 ……….............一……一一…....................................40 

Fig.27 178SK004・005出土遺物実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ 41 

Fig.28 178SK010出土遺物実測図① …・・・・・・・・・ー・・・… ・・・・・・ー・・・・・・・・…・・・…・・・・・・・・ー・….............. 42 

Fig.29 178SK010出土遺物実測図② ・・一一…・・・・・・・・・…・・・・ー・・…・・・・・・一一… ・・・・・・・…… ・ 一 …・・・・・.. 43 

Fig.30 178SK015・036・055・070・071出土遺物実測図 …-・・・・・・・…・…・…・・・・…・…・・・・……........ 46 

Fig.31 178SK085黒茶色土出土遺物実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........，48 

Fig.32 178SK085黒茶色土下層出土遺物実測図①・・・… ….....…・ ・ー・・ー・・・・…・・…...•••.••••••••••• 50 

Fig.33 178SK085黒茶色土下層出土遺物実測図② ・・…・・ー・・・・・・ー......・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・田・一一............. 51 

Fig.34 178SX040・097・150出土遺物実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・... •. •• .• •••••••••• 52 

Fig. 35 第 178次調査灰褐色土 ・茶色土出土遺物実測図 ・・・・…一一・・・・…・・・・・・ー・…・・・…・・・・・・・・・・・・田・・一. 55 

Fig. 36 第 56・178次調査主要遺構図 ・・・・ー…・・・…・一一・…・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・.............................. 56 

Fig.37 第 178次調査遺構略測図 ..........一 ・ …...............................一…・・・…・・・・・・・・・…...... 58 

Fig.38 第 184次調査土層模式図 ...................一・・・田・・・・・・・・……・・ー…......................…一一..... 69 

Fig.39 第 184次調査遺構全体図 ・・・・・.......................・・…一 ・ …・・…..........…・・・・・・・・・・一一...... 70 



Fig.40 184SB005・010遺構実測図

Fig.41 184SB020・025遺構実測図

Fig.42 184SE015遺構実測図 ・・・・・

Fig.43 184SK001・030・035遺構実測図

71 

72 

73 

74 

Fig.44 184SB005・010・020・025出土遺物実測図 ・・… ・・…・・・・・・・・・・・・・・ ・ 一…・・・・・・・・・・・…・・・・ 76 

Fig.45 184SE015出土遺物実測図①……・・… ………・・一一-…・・…一………一 ……………… 77 

Fig.46 184SE015出土遺物実測図② ・・・・・…一......…・・ ー・・・・・・....一…一..............…ー・…・・・一.... 78 

Fig.47 184SK001 ・030・035出土造物実測図 ・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・ 80 

Fig.48 第 184次調査その他の遺構出土遺物実測図 ・...............一一・・・・・・・・・・… ・・一一..........…... 81 

Fig.49 第 184次調査遺構略測図 一.......一..・・・… ・・・….........……一....一....一一・・・・…・・・・・・・・.... 82 

Fig. 50 第 228次調査土層模式図 ・・・一-…・・・…..........…・… .......................一・・・・・・・・・・・・・・・…・….. 86 

Fig.51 第 228次調査遺構全体図 …・・・・・ー ・・・・・・ ・ー・・・・・・…・・… 一一・・・・・・・・…・・・・ ...................... 87 

Fig. 52 228SI080遺構実測図 ...........................................................・........... ・・・・・・・・・・・・・ 88 

Fig. 53 228SB045遺構実測図①-一・…・・ 一一....一一…・・ 一....................一一...・・・・・…一............... 89 

Fig.54 228SB045遺構実測図② …・・・・・・…・・ー・・….....…… ・・… ・・・・……...........................・・ • 90 

Fig. 55 228SB055 ・085 ・090遺構実測図 ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ー- ・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ 91 

Fig.56 228SB095遺構実測図 ....…・・・・・…・・・・・・・・… .....…......... 一...................…一................ 92 

Fig. 57 第 228次調査溝土層実測図 ー・…・・・…一....一..一・・・・・…........…・・・ー・ ・・・・・・・・・・・・・・・・…・…… 93 

Fig.58 228SK001 ・005 ・017遺構実測図 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 94 

Fig. 59 228SK035' 040遺構実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ................. 95 

Fig.60 228SI080出土遺物実測図 .....…・・…・・・・・・…ー ・・・……・・・・・・…… ・……・・・・・・・・・・ー・・一 …....... 96 

Fig.61 第 228次調査掘立柱建物及び関連遺構出土遺物実測図 ・・・・・・・・・・ー一.....................・・・・田97 

Fig.62 第 228次調査構出土造物実測図 ・・・…・… -…・・・・・・・・一…・… …・・…...・・・…・…・ ー…・・・・・.. 98 

Fig.63 228SK001出土造物実測図①・………………………………… ……一………・ー ・・・…ー 100

Fig.64 228SK001② ・017・023・035・040出土遺物実測図……………………-……・… 一101

Fig.65 第 228次調査その他の遺構出土遺物実測図 …・・・・・・…・・・・・ ー・・・・・・・一-一 …・・ー…..............105 

Fig.66 第 228次調査周辺遺構関係図 ・・ー・・・・・・一一 ……・・・・・・・・・…・・・ ・・…一......一・・・・・・・・ ・・・.....106

Fig.67 第 228次調査遺構略測図 ・・・……・・・・…・・・…・ ・・・・・・…・・・・・・・・… …・・・…・・・・・・・・ー・・・…… …・ 107

Fig.68 第 232次調査遺構全体図 …-・..一………一.......... ・・・・…・・・・・・・・・・・・・・ ・・…・・・・・......一一・・・・ 116

Fig.69 第 232次調査土居実測図 ・・ー…..一・……・・・ ・ー…・・・・・一・-一・・・・・ ・…ー・・・・…一 ・・・・・・…・…......116 

Fig.70 第 232次調査出土遺物実測図 ・・・…一....・・…・ー ・ …......・…・…・・ ・・・・・・・・・……・ー・ー・・…...117

Fig.71 第 232次調査遺構略測図 一.....一一一一・…一..........................・・・・…・・・・ .............・......118 

Fig. 72 第 247次調査遺構全体図・出土遺物実測図 ・略測図 ・ー・・・一一......・・・…… ・・…・・・・・・・・・ 119

Fig. 73 第 296次調査遺構全体図 ・出土遺物実測図・略測図・土層模式図 一-・・・・・・・・…・…・・・・ー・・・・ 112

Fig.74 問中の森位置図 .........一一一.........一一一・・・・・・・・・・…・・・・ ー・・・・・・・・....一・・・・・・・….............・・ ・・・ 124

Fig.75 田中の森現況図及び礎石実測図 ...・…・・・・…一............. 一・・・・・・・・・・ー・・・…ー・・・・…..........126 

1出現 l増加 j減少 2000.2繍訂

紀年銘 IAD. I大宰府士号型式| 磁器区分 | 胃灰的粕理忠:明緑竺粕害時 ー|目 標識磁器 準栂織磁著書

: A 

700十1 B 

725 

E 

750 

W 

⑥ ー V 

800 

XVII 

1250 

⑨ー

3時計x

F i g. 1 大宰府土器型式と国産陶器・貿易陶磁編年
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②A. D. 1091寛治5年。平安京左京4条1坊SE8井戸

③A. D. 1224貞応3年，大宰府33次SD605溝
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I大野城跡

2.岩屋城跡

3.陣ノ尾遺跡

4.筑前国分寺跡

5.辻遺跡

6.国分松本遺跡

7.筑前国分尼寺跡

8国分千足町遺跡

9.御笠団印出土地

10.水城跡 19原口遺跡

11.大宰府政庁跡 20.篠振遺跡

12.観世音寺 21前回遺跡

13.遠賀団印出土地 22宮ノ本遺跡

14.大宰府条坊跡 (餓山案、破線肉)23.雛川遺跡

15.君畑遺跡 24.フケ遺跡

16.般若寺跡 25尾崎遺跡

17.市ノ上遺跡 26脇道遺跡

18.神ノ前窯跡 27殿械戸遺跡

Fig.2 太宰府市とその周辺の遺跡
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28剣塚遺跡

29唐人寝遺跡

30重量・峯畑遺跡 (・は峯火葬墓)

31.太宰府天満宮 (安楽寺跡)

32浦城跡

33原遺跡

34京ノ尾遺跡

35カヤノ遺跡

36.報告地域

※条坊区画は、井上信正条坊復元案

Fig.3 調査地と周辺調査地点 (1/5000)
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i、遺跡の位置と歴史

太宰府市は、北に四王寺山、北東に宝満山、南に脊振山地東端の天拝山に固まれ、さながら盆地的

な様相を示している。これらの山々が途切れている北西に福岡平野が、南東に筑後平野が広がっている。

市役所から博多湾まで直線距離で 15km、筑後J11まで 20kmの位置関係である。

二つの平野には弥生から古墳時代にかけての遺跡が多く存在し、その勢力に挟まれた太宰府では、 4

世紀には割竹形木棺で鏡を副葬する円墳(菖蒲ヶ浦、下高尾、宮ノ本)が築造されている。5世紀に

入ると行政区こそ太宰府市であるが、福岡平野を見渡す丘陵に帆立貝形前方後円墳の成屋形古墳が築

造されている。 6世紀になって、四王寺山や高尾山の裾部に円墳が僅かに築造されるが、群集墳と呼

べる状況を示していない。

古代になると大宰府政庁が置かれ、博多側には四王寺山と吉松丘陵を塞ぐ水城の土塁が築造された

ほか、周囲に山々には大野城 ・基捧城 ・阿志岐城などの古代山城が築造され、いわゆる羅城を形成し

ていたと考えられる。なお、政庁から現在の博多湾や鴻膿館跡まで直線距離で 14.5kmの距離に位置す

る。

大宰府政庁の前面には、いわゆる大宰府条坊と呼ばれる都市が整備された。大宰府条坊はその規模

は南北 22条、東西各 12坊におよび、南辺部は筑紫野市まで広がっている。その存在については鏡山

猛氏が『観世音寺文書』や『八幡宇佐宮御神領大鏡』等に記述されている文言や地割から分析し、 一

区画 l町四方とした条坊の復元案を提示したことに始まる。当初は発掘調査が少なかったため、その

存在については疑問視する声もあったが、その後発掘調査が増大すると共に条坊痕跡が発見され、近

年ではその成果を基に一区画 90m四方とする条坊復元案が井上信正氏により提示されている。近年の

大宰府条坊の調査成果としては、五条 2丁目で、行った第 217・224調査では、平安時代中期と 12世紀埋

没の南北道路側溝が検出され、約 90mの区割りでみる条坊案では左郭 12坊推定ライン上にあたる。『宇

佐大鏡』久安 4(1148)年条の記述から、 12坊路を「京極大路Jとするとし、う見解が鏡山猛氏以来支

持されてきたが、その「京極大路Jの遺構である可能性が十分考えられる。 しかし、 4条路交差点よ

り北側に位置する第 105・306次調査では、道路側溝が確認されていないことから、政庁前を通る 4条

路を挟む南北での異なる条坊景観が窺える。また、 12坊路に取り付く平安時代後期の道路も明らかに

なり、平安時代後期の時点で、平安時代中期以降急速に栄えていった安楽寺天満宮周辺の街区と大宰

府条坊が接していたことを示すものと考えられている。筑紫野市塔原東 1丁目(第 258次調査)では、

8世紀後半埋没の平行する東西溝が検出され、井上信正条坊案の 22条と合致し、条坊の南限である可

能性が指摘されている。条坊外に続く条里の存在も指摘されており、鷺田川西岸一帯には小字「市ノ上J

があり、以前から古代の市場の存在が推定されている。そのー画である都府楼南 2丁目の第 222次調

査では広大な面積が調査された。ここは政庁E期に条坊外の条里が広がっていた土地で、平安時代後

期になり土地開発が行われたと推測されている。条坊と条里の関係を知る貴重な所見を得ることが出

来ている。条坊の中心を南北に走る中央大路(推定朱雀大路)沿いでは、南北に並ぶ大型掘立柱建物

が見つかり、 一帯からは佐波理の匙や加盤をはじめ、高級食器類が出土し、大宰府に来た外国使節を

安置する客館跡ではなし、かと推定されている。
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E、調査体制

(昭和 59/1984年度)・

総括 教育長

庶務

調査

文化財係長

主事

技師

-第 49次調査

陶山直次郎

藤寿人 (60年 3月 14日，..，__)

西山義則(，..，__59年 9月 30日)

花田勝彦 (59年 10月 1日，..，__)

黒板力

社会教育課長

阿部大治

山本信夫

狭川真一

(平成 8/ 1996年度)・・-第 178・184次調査

総括 教育長 長野治己

教育部長 小田勝弥

文化課長 津田秀司

文化財保護係長 和田敏信

文化振興係長 大田重信(，..，__8年 6月 30日)

田中利雄 (8年 7月 i日，..，__)

阿部大治 川 谷 豊

今村江利子

山本信夫

狭川真一 (調査担当)

城戸康利 山村信柴 中島恒次郎

高 橋 学

宮崎亮一(調査担当)

下川|可容子 森田レイ子

井上信正

庶務

調査

主任主事

主事

技術主査

主任技師

技師

技師(嘱託)

(平成 15/2003年度)・・-第 228・232次調査

総信 教育長 閑 敏 治

庶務

調査

教育部長 白石純一

文化財課長 木村和美

文化財保護係長 和田敏信(，..，__6月 30日)

久保山元信 (7月 1日，..，__)

保護活用係長 久保山元信 (10月 l日，..，__)

文化財調査係長神原稔(，..，__9月 30日)

調査係長 永尾彰朗 (10月 1日，..，__)

事務主査 藤井泰人

主任主事 大石敬介

主任主査 城戸康利

戸

h
JV



技術主査 山村信柴 中島恒次郎

主任技師 井上信正 高橋学

宮崎亮一(調査担当)

技師(嘱託) 下川可容子 森田レイ子 柳智子

(平成 17/2005年度)・・-第 247次調査

総括 教育長 閥 敏 治

庶務 教育部長 松永栄人

文化財課長 木村和美(，，-， 6月 30日)

君子藤康之 (7月 1日，，-，)

保護活用係長 久保山元信

調査係長 永尾彰朗

主任主査 驚藤実貴男

事務主査 大石敬介

調査 主任主査 城戸康利 山村信柴 中島恒次郎

技術主査 井上信正

主任技師 高 橋 学

宮崎亮一(調査担当)

技師(嘱託) 下川|可容子 柳智子 長直信

(平成 24/2012年度)・・・ 第 296次調査

総括 教育長 闘敏治(，，-， 12月 21日)

木村甚治 (12月 25日，，-，)

庶務 教育部長 古野洋敏

文化財課長 井上均(，，-， 6月 30日)

菊武良一 (7月 1日，，-，)

文化財副課長 城戸康利 (7月 1日，，-，)

保護活用係長 菊武良一("-' 6月 30日)

友添浩一 (7月 1日，，-，)

調査係長 山村信柴

事務主査 橋川史典

主事 古川|あや

調査 主任主査 中島恒次郎(，，-， 6月 30日)

井上信正

技術主査 高 橋 学

宮崎亮一(調査担当)

主任技師 遠 藤 茜

景観 ・歴史のまち推進係

係長 中島恒次郎(文化財課事務取扱)
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渡遁仁

松浦智

(平成 26/ 2014年度)・・・ 報告書発行

総括 教育長 木村甚治

庶務

調査

教育部長

文化財課長

文化財副課長

保護活用係長

調査係長

事務主査

主事

主任主査

主任技師

技師

景観 ・歴史のまち推進係

係長

E、調査および整理方法

堀田徹

菊武良一

城戸康利

友添浩一

山村信柴

贋見京子

有国ゆきな

井上信正

久木原駿史

高橋学

宮崎亮一 (報告書担当)

遠 藤 茜

沖田正大 中村茂央

中島恒次郎(文化財課事務取扱)

調査およひ。整理方法については、『佐野地区遺跡群 U(太宰府市の文化財第 14集 1989)、『太宰府

市における埋蔵文化財調査指針j](太宰府市教育委員会 2001年 9月改訂)に基づいている。

調査では、表土剥ぎをパックホーによって行った。遺構図や土層図は適時 1/20等で記録し、遺構全

体図は人力によって 1/20の縮尺で実測を行った。今回狭小な調査地も多く、第 184・232・247・296

次調査では、座標杭を任意で、打ち調査を行った後に座標を与えている。

整理報告に際し、国内からの搬入品については形状が確認できるものは極力報告することに努めた

が、整理報告作業の効率化と報告書のスリム化のため、規格性が強し、輸入陶磁器については『大宰府

条坊跡 xv一陶磁器分類 』を基に分類し、出土遺物一覧表に分類と破片数を掲載したのみで、実測作

業は基本的に行っていない。 しかし、未分類のものや稀な陶磁器などについては実測し報告している。

よって、遺構時期の検証については、出土遺物一覧表も同時に確認して頂きたい。

これらの調査で得られた出土遺物や実測図等は太宰府市文化ふれあい館に保管している。
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1、第 49次調査

N、調査報告

1、第 49次調査

(1)調査に至る経過と成果

調査地は太宰府市大字通古賀字立明寺 967-1(現在は都府楼南 5丁目 967-1) である。宗教法人施設

建築に伴い、 1984(昭和 59)年 4月 3日、 卜レンチを 3ヶ所設定し、確認調査を実施したが、遺構は

検出されなかった。 しかし、その調査に関する詳細なデータが残されていないため、遺構がなかった

原因は不明である。 しかし、調査地は鷺田川|の南岸すぐであり、南側隣接地の確認調査でも河川氾濫

原が広がり、明確な遺構は確認されなかった。この調査地でも河川|氾濫原が広がっていたものと推測

され、遺構は河川氾濫により消滅したものと推測される。調査対象地 3076ni。

Fig.4 第 49次調査位置図 (1/1500)
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2、第 178次調査

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市都府楼南 5丁目 923-1に所在し、太宰府市

の南端の筑紫野市との市境付近に位置する。1995 (平成 7) 年 l

月 11日に都府楼地所より、陶山猛氏所有の土地について、共同

住宅建設を計画するにあたり、埋蔵文化財の取り扱いについて

照会があった。1995 (平成 7) 年 8月 30日に確認調査を行い、

遺構が確認されたため、開発者の調査費用負担のもと、 1996 (平

成 8)年 4月 15日"-7月 25日にかけて発掘調査を実施した。確

。
表土 (真砂土・残土)

60~90 

灰褐色土
85~1 15------. 

黄色粘土.， '.L， ¥ "J 
|地山'--Xc

茶白色砂J -c.:;.~ ::， 

2、第 178次調査

Fig.5 第 178次調査土層模式図
認調査は狭川真ーが実施し、発掘調査は宮崎亮一 ・狭川真ーが (単位 cm)

担当した。開発対象面積 938rrf、調査面積 633rrfを測る。

(2)基本層位 (Fig.5)

調査直前は空き地を駐車場として利用していた。上面から真砂土や客土が 0.6"-O. 9m、その下に耕

作土とみられる灰褐色土が O.2m程あり、灰褐色土の下には東側に行くほど茶色土の包含層が O.3m程

存在する。西側は包含層が削平されたような状況である。包含層を除去すると黄色粘土や茶白色砂な

どの地山となり、遺構が展開する。

(3) 検出遺構

掘立柱建物

178SB001 (F i g. 7) 

現状では 2X4問の東西棟だが、調査区西端で、西側の桁行の柱聞が若干規則的で、ないため、さらに

西側に続く可能性も考えられる。振れは約 E-OO
10' -Sでほぼ東西に建つ。建物の規模は桁行 8.3m、梁

間 3.9m。柱間は桁行 2.0 "-2. 2mで、梁間約 2.Om。住の掘り方は円形で、直径 O.16 "-O. 42m、深さ 0.04

"-O. 3mである。

溝

178SD002 (Fig.8) 

検出長 43.0m、幅 O.8 "-1旬、深さ 0.3"-O. 5mの東西溝で、振れは W-10 6' 26" -N程度。部分的に

2段掘りの状況になって、底面の深い溝が幅 0.4"-O. 7mになっている部分もある。 しかし、安定的に

段掘りは続いていないため、構法いのような掘り返しが行われた可能性が窺える。012・13区では、

埋土の北側でぼんやりとしたラインが確認できた。また、埋土の断面状況でも北側から士砂が堆積し

ている状況が確認できる。

また、調査区西端に当たる 016区付近では、遺構面から約 5cmの深さに土器が集中して出土し、 ，ほ

かの埋土では土器の集中が見られないため、溝とは別に遺構があった可能性も考えられる。調査区東

側は反転調査した関係で S-90・95として調査を行ったが、 178S0002と同一遺構である。東西道路(条

路)の側溝と推測される。

178SD013 (Fig.8) 

検出長 25.3m、幅はおよそ 0.3"-O. 6m、深さ O.06 "-O. 32mの東西構で、振れは W-OO 9' 18" -S程度。

埋土は明黄色土と灰褐色土が混合した単一層である。西側は調査区端まで到達していないが、溝の西

端の掘りこみがなだらかであること、また、調査地西側の遺構が全体的に希薄で、あることから、溝の

西側は削平されたものと推測される。なお 11・12ライン付近は若干掘りすぎた感じがする。東端には
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若干間隔を空けて検出された東西溝で、 2つの構は途切れているが同一遺構と推測される。合わせ

て検出長 6.8m、幅 O.5m前後、深さ O.1mで、振れは w-O
O
48' 15" -N程度である。

178SD025 (Fig.8) 

178SD002の南側に平行する東西滑。検出長 18m、幅 0.7，.......， O. 8m前後、深さ O.1 ，.......， O. 3m程で、振れ

はW一0
0

33' 28" -S程度。埋土は上層が暗茶色土で、下層が黒褐色土である。検出段階では連続した構

であったが、掘削していくと底面は凹円が目立ち不安定であった。C11，.......， 13付近で遺構検出段階で

は、北側に黄茶色士、南に暗茶色土と分かれ、北側に中段があるような段掘り状態で、その他も同様

に底面がさらに下がり溝状になるなど、溝の形状が段掘りもしくは連続土坑と呼ばれる状態を示して

おり、溝法いのような掘り返しが行われた可能性が窺える。178SD002とは近接し、微妙な状態で切り

合っているが、土層観察から 178SD025が古く、 178SD002が新しいものと判断できる。また、東側で

は 178SD002と178SD035に挟まれる状態となり、両構によって削平され、僅かに底面を残す状況であっ

た。さらに東側では溝が未検出のため、 178SD002(095)と重複し削平されたものと推測される。SD013

と対になる東西道路(条路)の南側側溝と推測される。

埋土は黒灰

178SD031 (F i g. 8) 

検出長 18.5m、幅 0.8m前後、深さ O.2m前後の東西溝で、振れは w-O
O
33' 45" -N程度。

褐色土や暗灰色土で、東側は若干不明瞭であるが、 S-82の上に乗って消滅している。

o 

178SD034 

条坊関連の東西溝を横切るように検出されたが、すべての東西構に切られている。検出長 8.6m、幅O.3 

，.......， O. 45m、深さ O.1"""'" O. 2m。方位は異なるものの、溝の形状から SD045と同一遺構の可能性が考えられる。

178SD035 (Fig.8、Pla.2)

遺構検出段階では検出長 10.02m、振れは w-O
O
7' 25" -N程度の東西溝であったが、 2ヶ所だけさらに

深く下がる。西側の構は長さ 3.77m、幅 O.75m前後、深さ O.5mで、東西両端がなだらかな 2段掘りとなっ

この溝から東に O.34m離れた溝は、長さ 5.91m、幅l.2 ，.......， l. 6m、深さl.18mで、全体的に段

-11-

2m 

178SB001遺構実測図 (1/80)

SD080があるが、同じような意味の構と考えられる。SD025と対になる東西道路(条路)

推測される。

ヰ

ている。

o 

178SD008・011

a・-

第 178次調査遺構全体図 (1/200)Fig.6 
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[， ~ 
SE075土層模式図

315m N $-76 5 

5-75黒灰色土

SE030土層模式図
5 N 

。 2m 

Fig.10 178SE030・075遺構実測図 (1/40)

南北にやや蛇行する構。検出長約 11.5m、幅 0.5""'-'O. 9m、上面に異なる遺構が覆っているが、深さ

は遺構検出面から 0.35m前後である。北隣の第 56次調査の SDllOの続きと考えられる。

178SD098 

検出長 4.05m、幅 O.55m、深さ 0.1mの東西構で、振れは W-I
O

l' 23" -S程度。東に向かつて細くなる。

周囲の暗茶色土の中に僅かながら異なる茶褐色土を確認したため掘り下げた。 しかし、底に関しては

その埋土の違いを明瞭に確認できなかった。178SD100と対となる構と考えられる。

178SD099 

検出長 2.38mの南北溝で、幅 O.2mだが北側は広く 1.32mとなる。深さは 0.05m前後と浅い。振れは

N-OO 30' 25" -E。埋土は茶褐色上である。この構の直前で 178SD095・098・100が途切れているため、

この付近で南北に区切る区画溝のようなものと推測される。

178SD100 

検出長 5.05m、幅 O.65m、深さ 0.1mの東西溝で、振れは W-1
0
30' 39" -S程度である。若干ではある

が周囲より明るい茶褐色土の埋土である。間近でみるとぼんやりと確認できる程度であるが、高いと

ころから観察するとその違いは明瞭である。溝の深さは約 O.1mで、埋土の下からは 178SX097の北側

ラインが検出された。 178SD098と対となる構と考えられる。

ー14-
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井戸

178SE020 (Fig.9、Pla.3)

掘り方は南北 2.旬、東西 2.1m、深さ 2.6mの円形で、埋土にはやや南寄りに井戸枠痕跡とみられる

隅丸方形プランが確認できた。上面の暗茶色土や黄茶色土は、埋土の沈み込みにできた堆積とみられ

る。井戸枠と推測される方形プランを掘り進んだが、徐々に土質が周囲の裏込めのものと同じになっ

ていき結構固くなった。北側は裏込めの土が方形枠内に歪んでいるため、土圧によるものと思われる。

裏込め土が少ない東や南はプランも明瞭である。井戸枠痕跡の底面付近の四隅に径 O.2m程の柱穴がみ

られる黒色土が検出された。北東隅は柱穴周囲を粘土で固めている。南東隅の周囲は砂質、南西隅と

北西隅は地山と思われる灰白色粘質土をえぐるように埋土の黒色土が入っている。そして、黒色土を

さらに掘り下げたところ、その底面に大きさ O.1 ""'-' O. 15m前後の柱穴痕跡が検出された。これが本来

の隅柱の大きさだ、ったと推測される。埋土を地山まで摘り落としたが曲物等の痕跡はみられなかった。

強いて言えば底面の上 0.5""'-'O. 6m前後の中央付近が、黒灰色土でその周囲が茶色味がかったところが

あった。それが曲物の痕跡であった可能性が考えられるが特定するに至っていない。井戸底はそれま

での砂質と異なり、固い土質であった。柱穴検出面にみられる粘質土は、井戸底に溜まった粘土と推

測される。また、柱穴確認後、新たに掘り下げた埋土から遺物は出土していなし、。

178SE030 (F i g. 10、Pla.3)

掘り方は南北 2.75m、東西 3.1m、深さ 2.45mの円形で、 O.6m程掘り下げると南西隅で一部地山が確

認でき、その面で南北 2.6m、東西 2.9mのプランが確認でき、その面から一段掘り方を下げた段階で

井戸枠らしき方形痕跡が確認できたが、若干不明瞭であったことから、ウラゴメ土は崩壊している可

能性も考えられる。最下部については砂質であったため、底面の確認がやや困難であったが、やや固

い砂質土を確認した面を底面と判断した。底面に到達しても水はほとんど湧かず、曲物の症跡等も全

く確認できなかった。

178SE075 (Fig.10) 

調査区際のため半分ほどしか検出することができなかったが、南北 1m以上、東西 2.1m、深さ 0.8m

以上の円形の掘り方が確認できた。約 O.5m掘り下げた段階で不鮮明ながら方形状の井戸枠痕跡が確認

できた。内部には大量の川原石が検出された。今回の調査区内で川原石は殆ど検出されていないこと

から、最寄りの鷺田)11から搬入し使用後に捨てられたのではなし、かと考えられる。

土坑

178SK004 (Fig.11) 

東西 2.8m、南北 3.05m、深さ O.14mの不定形の土坑である。埋土は黒茶褐色土で、底面はいくつか

土坑状に深い箇所が見られる。

178SK005 (Fig.12) 

東西 3.5m、南北1.75m、深さ 0.4mの横長の不定形の土坑である。埋土は上部が黒茶褐色土で下部が

黒茶褐色の砂質土である。若干不明瞭であったが、 178SD008を切る形で検出された。

178SK010 (Fig.11) 

東西 4.4m、南北 1.55m、深さ 0.4mの横長の土坑である。178SD013と微妙な状態で接しているが、

SK010が古い。埋土は全体的に炭が混じる黒茶褐色粘質土であるが、中位に厚さ 5cm程の明黄色と朱

色をした焼土層が南側から傾斜した堆積状況が観察できた。黒茶褐色粘質土下の最下層は明灰色砂質

士であるが遺物はほとんどみられなし、。大型の土器片が多量に出土することや堆積状況から廃棄土坑

と考えられる。
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Fig.11 178SK004・010・036遺構実測図 (1/40)
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Fig.12 178SK005・015・037・065遺構実測図 (1/40)

178SK015 (Fig.12) 

東西 3.1m、南北 2.6m、深さ O.6mの不定形な土坑である。埋土は全体として黒褐色土の単層であるが、

西側が一段深くなり、埋土は黒褐色土に黄褐色土ブロックを含んでいる。

178SK036 (Fig.11) 

東西1.35m、南北 4.0m、深さ O.37mの南北に長い長方形土坑である。遺構の南端は 178SD002に切ら

れ、北側は 178SD013に切り込んでいる。埋土は淡灰茶褐色土だが、最下部のみ茶色味が目立つ感じを

受け、 明瞭ではないが淡灰茶褐色土は 2層に分かれる。出土遺物は少ない。

178SK037 (Fig.12) 

掘り方は南北 1.34m、東西 1.45m、深さ1.67mの円形で、埋土は黒色土や黒灰色土で、井戸枠痕跡は
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Fig.13 178SK070・085遺構実測図 (1/40)

確認できていないが、最下層に 0.05m程の黒褐色粘土が堆積していたため、水が溜まっていた痕跡と

考える。 しかし、他の井戸に比べ大きさが小さく浅いことから、別の用途と推測される。なお、調査

段階で湧水はない。

178SK055 

不定形で浅い窪みのような土坑である。大きさは東西 4.9m、南北 2.1m、深さ O.1m前後で浅いが、

埋土は上層が黒茶色土で、下層は黄茶色土である。
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。 3m 

Fig.14 178SX101・150土層実測図 (1/80)

178SK065 (Fig.12) 

調査区際にあり、東西 1.45m、南北1.8m以上、深さ O.36mの楕円形土坑である。埋土は中央に方形

状の黄褐色土があり、それ以外は茶褐色土である。178SK070との切り合いの新旧は微妙であった。

178SK070 (Fig.13) 

調査区際にあり、東側は 178SE075と切り合いは不明瞭で、明確に判断できないまま SK070は完掘し

た。大きさは東西 2.58m以上、南北1.25m以上、深さ O.5mの楕円形土坑である。埋土は最上面が細か

い黄色土ブロックが混じった茶褐色上で、その下層が黄褐色土である。

178SK085 (Fig.13) 

東西に長い土坑で、東西 4.9m、南北 2.28m、深さ O.75m。西と南側にテラス状の中段があり、北側

がさらに O.3m程深くなっている。深くなった部分の埋土は徐々に堆積した状況が観察できる。完形の

遺物が多く、土坑の形状から 178SK010と同様に廃棄土坑と推測される。

道路状遺構

178SF105 (Pla.1) 

178S0013と178S0025に挟まれた空間は、遺構の分布が少ないため奈良時代の東西に走る道路と考

えられる。 側溝の埋没は、南側溝の S0025が8世紀後半、北側溝が 9世紀中頃~後半と時期差はあるが、

条坊内で埋没時期の違う道路側溝は多々あり、施工時期は同じであったと考えて問題ないだろう。路

面幅はおよそ 2.6 "-' 3. 1mであるが、この構の外側にも S0031や S0035が存在するため、 10世紀中頃

には埋没した 178S0013と路面に土坑(178SK036) が掘られている。これを一時的な掘削ではないと考

えた場合、道路の制約がなかったことになり、その頃にはこの道路は機能していなかったと考えられる。

路面舗装は未確認である。

178SF110 (Pla.1) 

178S0002を道路側溝と考えているが、対となる側溝の特定は難しい。SX097に挟まれた空間で、遺

構が希薄なこと S0100も同じ位置に掘削されていることから、不明瞭ではあるものの道路として機能

していた可能性も考えられる。路面幅は 3.3m前後。路面舗装は未確認である。

178SFl15 (Pla.2) 

S0002とSX097の東端が同じ所で途切れ、南北溝のS0099が掘られている。調査区東端に SX101があり、

この挟まれた空間が南北道路と推測される。路面幅は SX097の東端から SX101の聞だと約 6m、S0099

から SXI01の問だと 3.8mである。
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その他の遺構

178SX040・097

調査区の南東端で検出された遺構で、遺構の西側では構状に見えた部分 (SX040)もあ った。

178SX097は調査時自然な落ち込みと考え完掘しなかったが、上面の埋土は茶色土であった。この遺構

の北側では東西道路が検出されているため、この遺構が道路側溝のような役割を持っていた可能性も

考えられる。

178SX101 (Fig.14) 

調査区の東端で確認されたもので、調査区に沿って南北に続いている。検出長 4.8m、幅1.7m以上、

深さは O.5m以上、振れは N-10 33' 52" -W。埋土は茶褐色土で、落ち込みもしくは構と推測される。

178SX150 (Fig. 14) 

調査区の東側で確認された落ち込みである。堆積状況を見ると、全体的に東に向かつて下がってい

る状況が窺え、中位以下に砂質土が多くみられる。条坊が整備される前は東側が大きく下がっていた

と推測され、徐々に自然堆積した後、若干窪んでいた部分を古代になって黒茶色土などで整地したも

のと推測される。

(4)出土遺物

溝

178S0002出土遺物 (Fig.15、Pla.14)

土師器

小皿 8(1........ 12) 復元口径 8.6........ 10. 9 cm、器高 1.1 ........ 1.8 cm、復元底径 6.6........8. 6 cm。底部切り

離しは全て回転へラ切りで、内面底部はナデ調整である。

小皿 82(13) 復元口径 10.0cm、器高1.15 cm、復元底径 7.0cm。底部切り離しは回転へラ切れ

口縁端部に浅い沈線が巡る。色調は淡黄褐色を呈する。

椀 c(14) 復元口径 14.6cm、器高 5.1cm、底径8.1cm。内外面ヨコナデ調整。色調は淡樺黄色を呈する。

白磁

小壷 (15) 小査の体部付近の破片とみられる。胎土は 0.5cm以下の白色砂粒や茶色粒を少量含む。

内外面とも回転ナデで、内面は露胎、外面には光沢のある白褐色紬を薄く施す。

178S0002暗茶褐色土出土遺物 (Fi g. 15) 

土師器

小皿 8(16、17) 16は復元口径 7.0cm、器高1.05 CDl、復元底径 6.2cm。底面は磨滅する。色調は

黄白色を呈する。17は復元口径 10.1 cm、器高1.2 cm、復元底径 7.9cm。底部切り離しは回転へラ切り。

色調は淡褐色や樺色を呈する。

椀 c(18、19) 18は復元口径 14.0 cm、器高 5.1cm、復元底径7.6cm。体部はやや内湾気味に立ち上がる。

全体的にやや磨滅が目立つ。色調は淡樺褐色を呈する。19は復元高台径 7.7cm。全体的にやや磨滅が

目立つ。色調は淡黄褐色を呈する。

灰軸陶器

椀×皿(20) 椀もしくは皿の底部で、復元高台径 8.3cm。高台はやや潰れたような断面三日月状で、

板状圧痕が残る。胎土は須恵質で淡灰色を呈する。灰オリープ色の軸は内面のみ薄く施される。

瓦類

平瓦 (21) 二重格子叩き。色調は茶褐色や淡茶白色を呈する。

石製品

ー20-

ブ守
Fig.15 178S0002・013・090・095出土遺物実測図 (1/3、21は 1/4、22・27は 1/2)

用途不明品 (22) 現存長 4.85cm、幅 4.7cm、厚さ 2.1cmの砂岩製。石の中央に径約1.5 cm、深さ 0.6

CDlの円形の窪みがある。

178S0002茶褐色土出土遺物 (Fig.15、PI a. 14) 
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土師器

小皿 c2(23) 復元口径 10.1 cm、器高l.75 cm、復元底径 7.0cm。 口縁端部に浅い沈線が巡る。色

調は淡黄櫨色を呈する。

椀 c(24、25) 24は復元高台径 7.6cm。外聞きの高台を貼付する。全体的に磨滅し調整不明。色調

は淡黄褐色を呈する。25はやや丸味のある体部を持つ。内外面ナデ調整。色調は黄褐色を呈する。

緑粕陶器

皿 (26) 復元高台径 5.9cm。胎土は僅かに白色砂粒を含むが精製され、須恵質に焼成される。内面

と体部は回転ナデの後淡黄灰色紬を薄く施紬する。高台はケズリ出しで露胎。京都産。

石製品

-21-
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黒色土器

復元口径 10.0cm、器高 2.3cm、復元高台径 6.4cm。内外面に若干雑なミガキ cを施す。小皿 c(32) 

口縁部の破片で全形が不明瞭だが、浅い椀になると推測される。口縁部が大きく外反する。

体部内面はミガキで平滑で、外面には指頭圧痕が残る。色調は暗灰色を呈する。高台はしっ

かりしており、黒色土器との違いが微妙だが、体部の張り具合から瓦器と考えられる。

B類。

椀 (33)

A類。

瓦器

椀 c(34) 

翌三ヨ-_-子、、1 ¥乏三ま:-d;

\ヒ二ゴ三Z?~

•• 

;

，
 

由
日

J

r

コ、tnu 
nυ r
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白人
ω一

主三三グ13¥ L当堅持 8

緑粕陶器

椀 (35) 須恵質に焼成され、内外面とも光沢のある暗緑灰色紬を施すが、

る。京都産か。

灰軸陶器

査 (36) 胎土は微細な砂粒を含むが精製され、色調は淡黄灰色を呈する。内面と体部上半部には淡

緑灰色軸を薄く施す。体部下半は露胎。

178S0013出土遺物 (Fig.15)

口縁端部は紬が剥げてい

土師器

亦 a (37) 復元底径 9.0cm。やや外開きだが内湾気味に立ち上がる体部を持つ。外面底部は回転へ

ラ切りで板状圧痕を残す。内外面ともヨコナデだが、内面は磨滅が目立つ。色調は淡茶灰色を呈する。

郎 (38) 口縁端部を内湾させ、内面が沈線状になる。胎土は白色砂粒を僅かに含むが精製され、色

調は樺色を呈する。全体的に磨滅し調整不明。

椀 c(39、40) 39は復元高台径 5.4cm。色調は白灰色を呈する。40は内面に漆のようなものが残る。

胎士は 0.5cm以下の砂粒を少量含み、色調は淡黄茶色を呈する。

越州窯系青磁

椀 ×郎 (41) 椀もしくは杯の口縁部である。精製された胎土で、内外面に緑灰色紬を施す。

178S0025出土遺物 (Fig.16)

16 

27 

須恵器

蓋 3(1、2) 2点とも復元口径 14.0cm。外面上半部は回転へラケズリ、内面上半部はナデ、その他

は回転ナデ。焼成還元とも良好で、色調は灰色や暗灰色を呈する。lの外面には重ね焼き痕が残る。

坪 c (3、4) 3は低い台形の高台を貼付する。復元高台径 7.7cm。外面底部はナデ、それ以外は回

転ナデ調整。4の外面底部は回転へラ切り後ナデ調整か。内面底部はナデ、それ以外回転ナデ。2点と

も焼成還元とも良好。

聾 (5) 復元高台径 16.3 cm。焼成還元とも良好で¥色調は暗灰色を呈する。体部は外面叩きの後;ナ

デ、内面も当て具の後ナデ調整。 口縁部はヨコナデ調整。

土師器

11同il¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥II!¥1、"t__=:f::.宮司f;~

10cm 

高台径 8.7cm。外面底部には回転へラ切りの歪な渦巻き状の痕跡が残る。色調は樫茶色

丘三三三三「三ヨ

ヒ二J ~:J9 

二~~4

。ミ三千て3J"
Fig.16 178S0025出土遺物実測図 (1/3)

円形磯の側面の一部に蔽打痕がみられる。石材は安山岩。蔽石 (27)

金属製品

鉄釘 (28) 現存長 3.4cm、釘部分は方形で、大きさは O.4XO. 5 cm。

178S0002(095茶褐色土)出土遺物 (Fig.15)

外面は回転ナデ、内面はナデ調整。焼成還元とも良好で、色調は灰色を呈する。

小片で、全形が不明瞭であったが、蓋として報告する。復元口径 15.0cm。端部を僅かに曲

-23-
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178S0025暗茶色土出土遺物 (Fig.16)

椀 c(6) 

を呈する。

須恵器

葦 c(7) 

蓋 3(8) 

50025黒褐色土

ー一一一~童

文二L二FT-d

口縁端部に

土師器

小皿 a(29、30) 29は復元口径 9.6cm、器高1.9 cm。復元底径 6.4cm。外面底部に板状圧痕を残す。

30は復元口径 10.0cm、器高 1.8 cm。底径 6.9cm。外面底部はへラ切り後板状庄痕を残す。

小皿 a2(31) 復元口径 11.4 cm、器高1.2 cm。復元底径 8.4cm。全体的に磨滅するが、

僅かに沈線を残す。色調は淡黄色を呈する。

-22-
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げている。内外面とも回転ナデで、色調は淡灰色を呈する。

原 c(9、10) 9は低い高台を貼付する。復元高台径 9.6cm。底部内面は不定方向のナデ。色調は青

灰色を呈する。10は底部端に高台を貼付する。復元高台径 9.9cmo 体部外面は丁寧なナデ、底部内面

もナデ、その他は回転ナデ。色調は灰色を呈する。

壷 (11、12) 11は復元底径 11.7 cm。底部外面には同心円状の当て具痕、内面はナデ、体部は外面

が回転へラケズリの後ナデ、内面はヨコナデ調整。還元不良で外面茶色、内面暗紫色を呈する。12は

外面及び外面底部が回転ヘラケズリ、内面はヨコナデ。焼成還元とも良好で色調は灰色を呈する。

土師器

坪 a(13) 復元底径 7.7cm。底部切り離しは回転へラ切り、内面底部はナデ調整か。その他は回転

ナデ。色調は樫茶色を呈する。

椀 c(14、15) 2点とも磨滅が目立つ。14は復元高台径 8.0cm。色調は淡黄色を呈する。15は復元

高台径 8.9cm。色調は淡樺色を呈する。

聾 (16) 復元口径 25.1 cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒や茶色粒をやや多く含み、色調は淡い櫨

色を呈する。 口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はタテハケ、内面はへラケズリである。

灰粕陶器

椀 c(17) 底部端に高台を貼付する。復元高台径 10.0cm。胎土は 0.2cm以下の砂粒を含み、色調

は灰色を呈する。外面回転ナデ、内面ナデ調整。内外面とも紬は全く残っていない。

土製品

土錘 (18) 半分ほど欠損する。現存長 3.5cm、最大径 3.0cm、孔径は1.2 cm。全体的に風化し調整

不明。胎土は白色砂粒や角閃石を含み、色調は茶灰色を呈する。

178S0025黒褐色土出土遺物 (Fig.16)

須恵器

蓋 c(19) 外面は回転へラ切り後雑なナデ調整。内面はナデ調整。焼成還元とも良好で、色調は淡

灰色を呈する。

蓋 3(20) 口縁端部を僅かに丸めている。外面上半部は不明瞭だが、内外面とも回転ナデ。色調は

暗灰色を呈する。

皿 a(21) 復元口径 14.8cm。内面には墨痕がある。外面底部は不定方向のナデ調整。

坪 c(22""，，_ 26) 22は復元口径 14.3cm、器高 5.6cm、復元高台径 8.8cm。小さな高台を貼付し、体

部は直線的に外聞きする。体部内外面は回転ナデ、底部外面は回転へラ切り後ナデ、内面は不定方向

のナデ。23~ 26は復元高台径 6.4......_ 9. 6 cm。体部は回転ナデ、底部は内外面ともナデ調整。色調は

暗灰色を呈する。

聾 (27) 復元口径 19.2cm。 口縁部はヨコナデ、体部外面叩き目、内面には当て具痕が残る。

土師器

寵 (28) 口縁部外面はヨコナデ、内面はヨコハケ、体部外面はタテハケ、内面へラケズリである。

胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は淡燈黄色や暗茶色を呈する。

178S0031出土遺物 (Fig.20)

土師器

皿 a(1) 復元口径 19.0cm、器高 3.15 cm、復元底径 16.3cm。全体的に磨滅するが、内面はミガキ

aのような痕跡が見える。色調は檀褐色を呈する。

坪 a(2、3) 2点とも底部へラ切り 。2は器高 2.4cm、底径 7.9cm、底部には板状圧痕を残す。色
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調は薄黄白色を呈する。3は燈灰色を呈する。

椀 c(4""，，_ 6) 全て磨滅が目立ち調整不明瞭。4は細く小さい高台で、復元高台径 6.8cm。色調は薄

黄白色を呈する。5はやや高い高台で、復元高台径 8.2cmo 6は復元高台径 8.7cm。色調は淡黄白色だ

が、高台外面が朱色を呈する。

甑 (7) 破片で磨滅も目立ち明確に言い切れないが、底部が開いているように見えることから甑と

して報告するが、全形が普通の甑と異なる。胎土は 0.5cm以 Fの白色砂粒を多く含み、色調は黄灰色

を呈する。復元底径 12.0 cm。

翌 (8) 口縁部内面がハケ状の工具痕が残り、体部内面がへラケズリ、外面がヨコナデ調整。胎上

は角閃石がやや多く、色調は黄褐色を呈する。

黒色土器

椀 c(9) 低い高台を貼付し、復元高台径 7.4cm。外面はにぶい燈色を呈する。A類。

椀 (10、11) 共に A類で、内面は黒化しミガキ c、外面が回転ナデ調整。胎土は精製され樺色を呈する。

瓦類

平瓦(12) 外面はやや菱形の格子叩き。焼成はやや不良で、色調は淡黄白色を呈する。

石製品

砥石 (13) 折れた状態で、現存長 8.85cm、幅 6.8cm、厚さ 2.2cm。使用面は 5面である。

178S0031黒茶色土出土遺物 (Fig.20)

須恵器

蓋 c(14) やや潰れたツマミを貼付する。外面上部は回転へラケズリ、内面上半部は不定方向のナデ、

それ以外は回転ナデ調整。胎土は白色砂粒を多く含み、灰白色を呈する。

蓋 3(15) 復元口径 15.6cm。外面上半部は回転へラケズリ、その他は回転ナデ。色調は暗灰色を

呈する。

土師器

郎 a (16) 復元底径 8.0cm。色調は茶灰色やにぶい燈色を呈する。底部は回転へラ切り 。

聾(17) 復元口径 16.2cm。体部と口縁部の境がやや肥厚し、端部に向かつて薄くなる。体部内面

はへラケズリ、1"1縁部はヨコナデ。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒や赤色粒を含み、色調は明樫色を呈

する。

178S0035出土遺物 (Fi g. 17、Pla.14)

土師器

郎 a(1 ~ 11) 復元口径は lが 11.2 cmと小さいが、他は 12.6 ~ 13.8 cm、器高 3.0 ~ 4.1 cm、復

元底径 6.6 ~ 9. 0 cm。底部切り離しは回転ヘラ切り、 一部板状圧痕を残す。色調は白黄灰色や白黄茶

色を呈する。

椀 c(12、13) 2点とも同様の器形で、 12は復元口径 14.3 cm、器高 4.9cm、復元高台径 7.1cm。

色調は白黄色を呈する。13は復元口径 15.0cm、器高 5.4cm、高台径 7.6cm。色調は淡茶灰色を呈する。

聾 (14、15) 14の胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は内面薄茶色、外面灰茶色を呈する。

体部外面は粗いタテハケを施し、内面はヨコハケ。頚部はヨコナデである。15は口縁端部で、全面磨

滅し調整不明。胎土は O.3 crn以下の白色砂粒を多く含み、色調は黄茶色を呈する。

黒色土器

椀 c(16) 低い高台を貼付する。復元口径 16.8 clU、器高 5.8 clU、復元底径 8.0cm。外面は回転ナデ、

内面は黒化しミガキ cを施す。外面底部はナデで板状圧痕が若干残る。また、工具痕のようなものが
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F i g. 17 178S0035出土遺物実測図 (1/3)

円形に付いている。A類。

緑軸陶器

椀 (17) 復元口径 17.3cm、器高 5.5cm、復元底径 8.3cm。胎土は精製され、色調は明灰色を呈する。

外面下半はヘラケズリで、きれいな明黄緑色軸を内外面全面に施す。内面底部にはハリ痕跡がみられる。

口縁部外側には浅い沈線が巡る。東海産。

越州窯系青磁

水注 (18) 胎土は淡灰色で微細な白色砂粒や黒色粒を僅かに含む。外面は回転ナデ後、押圧縦線文

を施し、光沢のある緑色味のある灰色紬を薄く施す。紬には細かい貫入が入る。内面は回転ナデで露胎。

178S0035下層出土遺物 (Fig.18、Pla.14)

須恵器

椀 c (1) 復元口径 14.4cm、器高 6.9cm、高台径 7.5cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒や黒色粒を

含み、色調は灰色を呈する。底部は明瞭ではないが糸切りのような痕跡がみられる。郎部はやや深く、

内外面とも回転ナデ。焼成は良好だが、牛頚窯跡群の須恵器と異なり、やや焼き締まりが甘く、器形

も若干異なるため、搬入品の可能性が考えられる。

土師器
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Fig.18 178S0035下層出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.19 178SD035最下層出土遺物実測図 (1/3)

皿 a(2) 復元口径 14.0cm、器高 1.9 cm、復元底径 10.8cm。底部は回転へラ切り 、その他はヨコナデ。

色調は白黄灰色を呈する。

皿 c(3) 復元高台径 9.0cm。杯部内面はナデ調整、その他は回転ナデ。色調は燈茶色を呈する。

大皿 c(4) 高台径 18.2cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を含みやや組い。色調は白黄灰色を呈する。

全面磨滅し調整不明。

郎 a(5 -----17) 復元口径 12.0 "-' 13. 2 cm、器高 3.2 -----4. 2 cm、復元底径 6.9 -----9. 4 cm。底部切り離

しは 16と17が回転糸切りで、それ以外は回転へラ切りである。色調は淡黄白色や樫茶色を呈する。

16の胎土は 0.3cm以下の白色砂粒や茶色粒を含み、焼成良好で色調は権茶色を呈する。17の胎土は O.1 

cm以下の白色砂粒や茶色粒を含み、焼成良好で色調は鈍い樫色を呈する。

椀 c(18 -----22) 復元高台径 7.4-----12.6cm。内外面とも回転ナデ、底部外面は回転へラ切り 。色調

は淡黄灰色や薄樟茶色を呈する。21の底部外面の一部には煤が付着する。

高杯 (23) 復元口径 15.2cm、器高 6.65cm、復元脚部径 9.2cm。胎土は僅かに白色砂粒を含むが精

-28-
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製され、色調は淡燈色を呈する。口縁端部内面と脚部端部内面には、とても浅い沈線が巡る。磨滅す

るが内外面とも回転ナデ調整。

黒色七器

椀 (24-----26) 全て A類。25は口縁部が若干内湾する。26の復元口径 15.1 cm。磨滅するが内面は

黒化し僅かにミガキ cが残る。外面下半は回転へラケズリ 。

椀 c(27 "-' 32) 復元高台径 7.3 -----8. 7 cm。磨滅も目立つが内面には僅かにミガキ cが残る。胎土は 0.2

cm以下の白色砂粒を含み、色調は淡黄櫨色や淡黄灰色を呈する。全て A類。

皿 c (33) 復元口径 22.8cm。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を含み、色調は薄燈茶色を呈する。外

面は回転ナデ、内面はミガキ cが施されているが、中央付近は磨滅しミガキ単位は不明瞭である。A類。

灰紬陶器

椀 (34) 復元口径 19.2cm。胎土はやや黄色味の明灰色で、口縁端部を曲げるように外反させるため、

外面は僅かに沈線状に見える。内外面ともヨコナデ後に淡い緑色を幣びた透明粕を施す。

緑軸陶器

椀 (35) 高台はケズリ出しで、復元高台径 5.6cm。胎土は 0.1cm以下の砂粒を少量含み、色調は白

黄樺色を呈する。焼成は不良で軟質に仕上がり、内外面に淡い緑色紬を施す。

越州窯系青磁

椀 (36) 1-1a類。

中国陶器

壷 (37) 小片で全形も不明確である。胎土は微細な白色砂粒を含み、色調は薄白茶色を呈する。内

外面は茶褐色紬が施されているが、口縁端部は粕が剥落している。

178SD035最下層出土遺物 (Fi g. 19、Pla.14)

土師器

郎 a(1-----4) 1.2は底部切り離しが回転へラ切り。内外面とも回転ナデである。lは復元口径 11.8 cm、

器高 3.4cm、復元底径7.0cm。色調は薄黄灰色を呈する。2は復元口径 13.2cm、器高 3.85cm、復元底径8.5

cm。色調は薄黄樺色を呈する。3・4の胎土は 0.2cm以下の白色砂粒や金雲母の微粒子を含み、色調は

淡樺色を呈する。3は底部切り離しが回転糸切りに見えるが、丁寧な回転ヘラケズリの可能性もある。

口径 13.4c皿、器高 4.2cm、底径 7.4 CDl。体部内外面は回転ナデ調整である。4は底部切り離しが回転

糸切りで、復元底径 6.0cm。

皿 a (5、6) 5は復元口径 11.6 cm、器高 1.95 cm、復元底径 9.6cm。底部切り離しは回転へラ切りで、

色調は薄黄色を呈する。6は復元口径 15.0CDl、器高 1.9 cm、復元底径 10.4CDl。底部切り離しは回転

ヘラ切りで、内面底部には僅かに煤のようなものが付着する。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒や茶色粒、

微細な金雲母を多く含み、色調は淡燈褐色を呈する。

椀 c (7) 高い高台を貼付し、高台径 8.0cm。胎土は 0.4cm以下の白色砂粒や茶色粒を含み、色調

は淡樟色を呈する。底部切り離しは回転糸切りで、その他内外面は回転ナデ調整。

翌 (8) 口縁部はヨコナデで、丹塗りされている。体部内面はへラケズリ。

黒色土器

椀 c (9、10) 2点と A類。胎土は 0.1cm以下の砂粒や微細な金雲母を含み、色調は樫灰色や薄黄灰

色を呈する。9は外聞きの高台を貼付し、復元高台径 8.0 cmo 10は復元高台径 7.8 CDl。外面回転ナデ、

内面は磨滅するがミガキ cがうっすら確認できる。

越州窯系青磁
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胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は暗灰色を呈する。

杯 c(20、21) 底部内面不定点向のナデ、底部外面は回転へラ切り痕跡を残す。胎土は白色砂粒を

含み、色調は灰色や暗灰色を呈する。20は復元口径 13.4Clll、器高 4.9cm、復元高台径 10.6cm。

178SD078出土遺物 (Fig.20)

須恵器

坪 a(22) 口径 17.4cm、器高 3.6cm、底径 15.5 cmo 外面底部は回転へラ切り後不定方向のへラケ

ズリを行う。還元やや不良で色調は黄褐色を呈する。

.~三二J;-J
/y /

/

 

¥
 

¥
/
t
¥
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製塩土器

焼塩壷 (23) 円錐形の焼塩査で、復元口径 13.6cm、器高 6.7cm。外面には指頭圧痕、内面には布

目痕が残る。胎土は 0.1cm以下の砂粒を多く含み、色調は檀褐色を呈する。

井戸

14 

5cm 

製塩土器

焼塩壷 (1) 小片で、明確で、はないが、翌型の製塩土器の頚部付近と推測される。胎土は 0.1cm以下

の白色砂粒を多く含み粗く、色調は樫褐色を呈する。内面には当て具のような平行する線が残り、外

面には叩き目が残る。

178S印20茶褐色土出土遺物 (Fig.21)ョーー、 1

\一~:~~

"'""，モー占三石オ
灰軸陶器

壷 (2) 肩部の破片だが、細い頚を持つ査と推測される。胎土は精製され灰色を呈する。外面には

深い緑灰色の透明紬を施す。内面は回転ナデで露胎。耳部は l個しか残っていない。耳部は丁寧に面

取りされる。

178SE020暗茶色土出土遺物 (Fig.21)

六 I~ぐマF

須恵、器

壷 (3) 復元高台径 11.8 cm。胎土は 0.6cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は暗青灰色を呈する。

底部外面は粗いナデ、内面底部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ。

22 

土師器

饗 (4)

10cm 

復元口径 29.6cm。胎土は 0.4cm以下の白色砂粒を多く含み、僅かに角閃石を含む。外面は

黒色土器

聾 (5) 胎土は O.lm以下の白色砂粒や茶色粒を含み、色調は薄茶色を呈する。内面は黒化しミガキ

を施し、外面には煤が付着する。A類。

瓦類

平瓦 (6)

石製品

砥石 (7) 欠損部以外研磨され、擦痕が残る。

178SE020黄茶色土出土遺物 (Fig.21)

タテハケで、下半は煤が付着する。内面はヨコハケのあとナデ調整し、ハケ目はうっすらと残る。

外面は方形格子叩き、内面布目痕を残す。色調は淡茶灰色を呈する。

土師器

椀 c(8) 復元口径 14.3cm、器高 4.9cm、復元高台径 8.0cm。焼成不良で全体的磨滅し調整不明。

色調は白黄色を呈する。

外開きの高台を貼付し、高台径 7.95cm。磨滅するが内面にミガキ cを残す。B類。

178SD060茶褐色土出土遺物 (Fig.20)

黒色土器

椀 c(18) 

緑粕陶器

椀 (9) 胎土は須恵質に焼成され、色調は淡灰色を呈する。回転ナデの後光沢のある薄緑色軸を薄

5D031黒茶色土

10cm 

二三ヲニ二

。
178SD031・038・060・078出土遺物実測図 (1/3、12は1/4、13は 1/2)

皿 (11) ト 1b類。高台はやや低い。全面施粕するが高台畳付は粕を拭き取り、目跡を残す。内面

の底部と体部の屈曲部には浅い沈線が巡る。 口縁端部には輪花がありそれに対応して箆押圧縦線文が

全体で 4本施されている。口径 15.2 cm、器高 3.45cm、高台径 5.7Clllo 

中国陶器

量 (12) 復元口径 24.6Clll。直立する口縁部で、端部は肥厚する。胎土は 0.4Clll以下の白色砂粒を

多く含み粗く、色調は灰色ややや暗い灰色を呈する。紬調は黄褐色や暗黄褐色で透明度は低い。 口縁

部内外面から体部外面は回転ナデの後薄く施粕するが、下位ほど剥落が目立つ。体部内面は回転ナデ

の後ナデで、下半の一部に紬が垂れて付着している。

178SD038出土遺物 (Fig.20)
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外面上半部は回転へラケズリ、内面のほとんどが不定方向のナデ、それ以外は回転ナデ。

ー30-

。:;3i 工二4

p
h
 

一一ぎ

曹 三亀 戸

¥モ-主ζf，;二三一、二号9

Fig.20 

須恵器
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Fig.21 178S印20出土遺物実測図 (1/3、6は 1/4、7は 1/2)
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く施す。東海産か。

178SE020明茶色土出土遺物 (Fig.21)

須恵器

蓋 3(10) 復元口径 14.4cmo ，-，縁端部は丸味があるが、内面に僅かに沈線を巡らす。外面上半部

は回転へラ切り後未調整、内面上半部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ。色調は青灰色を呈する。

黒色土器

椀 (11) 胎土は淡茶灰色を呈する。外面ヨコナデ、内面は黒化しミガキが残る。A類。

178S印20茶色粘土出土遺物 (Fig.21)

土師器

郎a(12、13) 12は復元n径 11.2 cm、器高 3.1 cm、復元底径7.6cmo底部はへラ切りで板状圧痕を残す。

色調は白黄色を呈する。13は復元底径 6.1cm。底部は回転へラ切り。色調は白灰色を呈する。

椀 (14) 胎土は精製され色調は淡黄茶色を呈する。内面には漆が厚く付着する。

聾 (15、16) 15は復元口径 14.6 cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を多く含み、角閃石も僅かに含む。

色調は暗茶色を呈する。全体的にヨコナデだが器面は荒れている。16は復元口径 25.6cmo 全体的に

磨滅気味だが体部外面にはタテハケ、内面はへラケズリを残す。

黒色土器

聾 (17) 復元口径 17.8cm。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を含み、色調は薄黄燈色を呈する。内外

面とも磨滅するが、内面は黒化し口縁部内面はヨコハケ、体部内面はミガキ cを施す。外面は煤が付

着する。 A類。

小型 ×小査(18) 復元口径 9.6cm。内面は黒化し、ミガキが僅かに残る。外面は煤が付着する。A類。

小聾 (19) 胎土は 0.2cm以下の砂粒を含む。内面は黒化しミガ、キ、外面はヨコナデ。A類。

178SE030出土遺物 (Fig.22・23)

須恵器

蓋 c3(1 ~4) 復元口径 14.0 ~ 18.4 cmo 1の上面にはへラ記号がある。 2の口縁端部は摘まんだ

だけの断面三角形である。4は口縁端部外面に沈線状の段が巡る。

蓋 3(5 ~ 16) 復元円径 12.8~17.6cm。 外面上半部が回転へラケズリ 、内面上半部はナデ調整、

その他は回転ナデ調整。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を多く含む。7は口縁端部外面に沈線状の段が

巡る。8は外面中位に浅い沈線が 2条めぐる。10は器面全体が波打ち、外面端部には重ね焼き痕が残り、

色調も灰色と黒色に分かれている。14~ 16の口縁端部は僅かに摘まんだ程度である。15は外面上半

部が回転へラケズリの後粗いナデ調整。内面はやや平滑である。

蓋 c(17) 外面上部は回転へラケズリでツマミに近い万はその後回転ナデ。内面は不定方向のナデ。

色調は暗灰茶色を呈する。

皿 a(18) 復元口径 16.4cm、器高1.95 cm、復元底径 14.0 cm。底部外面は回転へラ切りの後粗い

ナデ調整、内面は回転ナデの後ナデ、その他は回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

郎 a (19) 復元底径 10.4cm。底部外面は回転へラケズリ、内面は一方向の強いナデ調整、その他

は回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。

郎 c(20 ~ 27) 内面底部は不定方向のナデ、底部外面は回転へラ切り。体部内外面は回転ナデ。

20は低い高台を貼付する。復元口径 12.0cm、器高 4.2cm、復元高台径 8.2cmo 21は復元口径 13.8cm、

器高 3.75cm、高台径 9.45cm。底部外面は回転へラ切り後組いナデ。

高郎 (28) 脚部径 11.6 cm。内外面とも回転ナデ。
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Fig.22 178SE030出土遺物実測図①(1/3)

-34-

2、第 178次調査

勺 三7 勺 ¥一二一子:ム JI7J7 
77-y広三f~ 41 ¥_:-rJ)，::<< j/43 ~ 

十人 〈》
~~よ~~

〉... .: 44 

SE030暗茶色粘土

47 

正1J -ー一ー-ニニー「 、ヨ・圃圃圃圃・..... 
戸「一一一一一一牛と--二一二±可 48 

-、-圃・・・....._
J二二一一一一一一一二ー、三三三 50 己三 三弓ニ.... 

E・49

‘Eご-52 

'E到
46 

てこユーJ53

C:=Fマ-:;;/54

"-.:，d"'_圃" 55

~-二十三~

K三三ゴ- J

59 

)一一時二ぐ60

。 10cm 

Fig.23 178S印30出土遺物実測図② (1/3)

査 e(29) 体部の突帯部分で、内面は当て具をヨコナデで消している。胎土は微細な砂粒を多く含み、

色調は灰色を呈する。

査 (30~ 33) 30は内外面回転ナデで、外面体部には緑灰色の向然粕がみられる。31は内外面とも

回転ナデで内面上部に絞り痕が残る。32は体部中位まで回転ナデで、体部下半は外面叩きの後ナデ、

内面は当て具痕をナデ消している。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は暗灰色や黒灰色を呈する。33

は内外面回転ナデで、焼成良好で色調は暗灰色を呈する。
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聾 (34，....__ 36) 34は復元口径 13.0cm。内外面回転ナデ。還元やや不良で淡茶灰色を呈する。35・

36はほぼ閉じ器形で、内外面とも回転ナデ。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を多く含み灰色を呈する。

35は復元口径 13.6cmo 36は復元口径 14.2 cm。口縁端部付近に自然軸がある。

土師器

杯 (37、38) 口縁端部内面に沈線が巡る。内外面回転ナデでミガキは確認できない。色調は黄櫨色

を呈する。37の胎土は微細な砂粒を含む。38の胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を多く含む。

耳皿 (39) 胎土は軟質の須恵器のような焼成具合で灰黄色を呈する。外面は指頭圧痕がうっすら残

り、全く紬はないが緑軸陶器である可能性も考えられる。

杯 c(40) 復元口径 11.25 cm。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は檀褐色を呈する。

残存する外面は回転へラケズリ、内面は不定方向のナデ。

小器 (41) 小片のため明確に言い切れないが聾に付いていた脚部と推測される。胎土は精製され色

調は暗茶褐色を呈する。全体的にうっすらと指頭圧痕が残る。復元脚部径 5.7cm。

製塩土器

焼塩壷 (42、43) 42は円錐形の焼塩査の底部付近とみられ、内外面とも指頭圧痕を残す。外面は

被熱で荒れている。胎土は微細な白色砂粒を多く含み、色調は樺色を呈する。43は円錐形のもので、

内外面に指頭圧痕を残す。胎土は精製され、色調は内面赤茶色で、外面は被熱で紫赤色などに変色する。

施粕陶器

査 (44) 胎土は砂粒が少なく精製され、焼成はやや軟質で色調は黄白色を呈する。内面は回転ナデ

で当て具痕を消している。外面は回転ナデで、粕の残りは良くなく全体的に点在する状況である。軸

は二彩で、肩部が明灰色紬で、体部中位以下が黄褐色粕である。

越州窯系青磁

椀 (45) I-1b類。内外面とも緑灰色紬を施し、内外面に目跡を残す。

金属製品

用途不明品 (46) 現存長 4.2cm、幅 2.0cm、厚さ O.15 cm程の鉄製の板材で、全面錆に覆われる。

用途は不明。

178S印30暗茶色粘土出土遺物 (Fig.23)

須恵器

蓋 c3(47，....__ 50) 47・48は外面上半部が回転へラケズリ、内面上半部は回転ナデの後ナデ調整。そ

の他は回転ナデ。47は復元口径 14.2 cm、器高 2.2cmo 49の器形は属平で復元口径 18.6cm。外面中位

が回転へラケズリ、内面の殆どが回転ナデの後ナデ調整。50の上面は回転へラ切りで、不明瞭だが墨

痕のようなものがみられる。

蓋 c(51、52) 51の外面は回転へラ切りの後粗いナデ調整。内面上半部は回転ナデ後不定方向のナ

デ。色調は淡灰色を呈する。52の外面は回転へラ切りの後ナデ調整。内面上半部は回転ナデ後不定方

向のナデ。色調は暗灰色を呈する。

小杯 a(53、54) 2点は破片であるが、胎土や焼成具合などから同一個体の可能性も考えられる。

色調は灰色を呈する。53は復元口径 8.8cm、器高 1.8 cm、復元底径 6.7cmo 54は復元口径 9.6cm、器

高約1.85 cm、復元底径 7.8cm。

郎 c(55 ，....__ 57) 55・56とも内面底部が不定方向のナデ、底部外面はナデ調整。その他は回転ナデ調整。

55の色調は灰黄色を呈する。56は高台が潰れている。色調は灰白色を呈する。57は底部外面が不定

方向のナデ、それ以外は回転ナデ調整。色調は黒灰色や灰色を呈する。
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査 (58) 復元口径 14.0cm。頚部は外反し、口縁端部を直線的に立ち上げる。胎土は 0.1cm以下の

茶色粒を多く含み、色調は淡灰色を呈する。内外面上半部は回転ナデ、外面下半は叩きの後ヨコナデ。

内面下半は当て具痕が残る。頚部内面と肩部外面には自然紬が付着する。一見灰紬陶器のようにも見

える。

饗 (59，....__ 61) 59は復元口径 20.2cm。還元不良で淡茶灰色を呈する。頚部内外面はヨコナデ、体

部外面は叩き、内面は同心円の当て具を残す。60は復元口径 20.6cm。胎土は微細な砂粒を多く含み、

灰黄色を呈する。頚部内外面はヨコナデで部分的に自然紬が付いている。体部内面には当て具痕が残る。

61は復元口径 25.2cm。内外面ともヨコナデ調整。胎土は O.1 cm以下の白色砂粒を含み、色調は灰白

色を呈する。

178SE030黄茶色土出土遺物 (Fig.24・25)

須恵器

蓋 3(1、2) 2点とも外面上半部は回転へラケズリ、内面上半部は回転ナデの後ナデ調整、その他

は回転ナデ。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を含み、色調は淡灰色を呈する。lは復元口径 13.2 cm、2

は復元口径 13.8cmo 

皿 a(3) 底部付近の破片のため全形が掴めにくい。内面は回転ナデの後不定方向のナデ、外面は

回転へラケズリである。胎土は 0.6cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は灰白色や暗灰色を呈する。

他の器種の可能性も考えられる。

杯 c(4，....__ 9) 復元口径 12.3 ，....__ 14. 8 cm。器高 3.75 ，....__ 4. 65 cm、復元高台径 8.6，....__ 9. 8 cm。底部内

面は不定方向のナデ、底部外面は回転へラ切り、その他は回転ナデ調整。色調は淡灰色や暗灰色など

を呈する。4は全体的に歪んでいる。

壷 (10) やや胴が長くきれいな作りをした査で、復元口径 8.9cm、器高 28.5cm、復元底径 13.1 Cll10 

外面下半は格子叩きの後回転へラケズリを行っているため、叩きはうっすらと見える。体部内面の下

方 2/3ほどは同心円の当て具痕を残す。底部外面は回転へラケズリ、内面底部は強い回転ナデ。体部

上位と口縁部は回転ナデ。胎土は微細な白色砂粒や茶色粒をやや多く含み、還元やや不良で色調は灰

褐色や茶灰色を呈する。

壷 b(11) 頚部は内外面とも回転ナデで、中位に浅い沈線を巡らす。体部は内外面回転ナデだが内

面上半部は強し、回転ナデである。色調は暗灰色を呈する。

小査(12) 胴部径 10.0Cll1で、上下を欠損するため全形は不明。胎土は微細な白色砂粒を含み、色

調は淡灰色を呈する。内外面とも回転ナデ調整。

聾 (13、14) 13は復元口径 19.2 cm。 口縁部は回転ナデ、体部外面は格子叩きをナデ消している。

内面は同心円の当て具痕を残す。還元やや不良で灰茶色を呈する。14の胎土は 0.4Cll1以下の白色砂粒

を多く含み、焼成還元不良で色調は黄樫色を呈し、器形で須恵器とわかるが、それ以外では一見お師

器に見える。

横瓶 (15) 頚部が欠損する。胴部最大径は 32.4cm。内面は同心円の当て具痕、外面には平行叩き痕

が明瞭に残る。内面胴部中位には 5Cll1程の円形の窪みがあり、製作時に開いていた穴を外側から粘土板

で塞いだものと考えられる。胎土は 0.5Cll1以下の白色砂粒を多く含み、色調は暗灰色や灰色を呈する。

土師器

大蓋 3(16) 復元口径 23.0Cll1。胎土は微細な砂粒を含み、色調は樺色を呈する。外面上部は回転

へラケズリの後ミガキ aで、それ以外の内外面全てにミガキ aを施す。

郎 c(17) 口径 12.85cm。器高 3.2cm、高台径 10.2Cll1。全面にミガキ aを施す。色調は樟色を呈する。
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Fig.24 178SE030出土遺物実測図③ (1/3)
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Fig.25 178SE030出土遺物実測図④(1/3)

皿 a (18) 底部外面は回転ヘラ切りだが、それ以外は磨滅し調整不明。胎土は 0.2cm以下の白色砂

粒を含み、色調は黄白色を呈する。

大皿 c(19) 復元高台径 17.8c皿。外面底部は回転へラケズリ、内面は磨滅し調整不明。胎土は O.1 

cm以下の白色砂粒を含み、色調は樫褐色を呈する。

鉢 (20) 復元高台径 9.0cm。内外面とも磨滅し調整不明。胎士は精製され、色調は淡樺色を呈する。

聾 (21) 頚部より体部が張る形で、復元口径 24.0cm。胎土は 0.3cm以下の砂粒を含み、色調は檀

色を呈する。 口縁部はヨコナデ、体部外面はハケ目、内面はへラケズリ 。

178S印30黄茶色土下層出土遺物 (Fig.25・26)

須恵器

蓋3(22) 復元口径 14.6 cm。外面上半部回転へラケズリ、内面上半部は不定方向のナデ、その他

-39-
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の他はミガキ aを施す。色調は燈褐色を呈する。

皿 b(35、36) 35は復元口径 20.4cm。器高 3.5cm。体部は丸味がある。 口縁部は回転ナデ、底部

は手持ちへラケズリで、内面にはへラ記号がみられる。胎土は精製され色調は淡黄櫨色を呈する。36

は口径 14.0 cm。器高 3.35cm。 口縁部は回転ナデ、底部は手持ちへラケズリで、内面は不定方向のナ

デ調整。胎土は微細な白色粒や茶色粒を含むが精製され、色調は淡黄椴色を呈する。

大皿 c(37) 復元高台径 15.4cm。底部外面は回転へラケズリだが、ほかは磨滅し調整不明。胎土

は白色砂粒を多く含み、色調は燈色を呈する。

聾 (38) 復元口径 19.5 CDl。 口縁部外面と体部上位は浅く広いハケ、体部上位はヨコハケ、中位以

下はへラケズリで、底面には工具の当たり痕が残る。外面下半は使用時の被熱で磨滅している。色調

は撞色などを呈する。

178SE075茶褐色土出土遺物 (Fig.26)

178SK004・005出土遺物実測図 (1/3)Fig.27 

吋 fL
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上師器

椀 (39)

瓦類

平瓦 (40"" 42) 

¥γ-主雪メ;
Fig.26 178S印30⑤ ・075出土遺物実測図 (1/3、42-44は 1/4)

は回転ナデ。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み灰色や暗灰色を呈する。

郎 a(23) 口径 12.65cm。器高 3.4cm、高台径 8.4cm。底部内面は回転ナデの後不定方向のナデ、

底部外面は回転ヘラケズリで、一部粘土が付着する。体部は回転ナデ調整。焼成還元ともやや不良で

色調は淡灰黄色を呈する。

郎 c(24 "" 28) 復元口径 10.8""-'14.0cm。器高 3.15 ""-' 4. 6 cm、復元高台径 8.25""-'9.8 cm。底部

内面は回転ナデのあと不定方向のナデ、体部は回転ナデ調整。色調は灰白色や灰黄色を呈する。24・

25・27の底部は回転ヘラ切り後来調整。25の高台は粘土紐を付けただけのような感じである。26の

底部外面は回転ヘラケズリ。 27は外面に僅かに自然軸がやれ、ている。

聾(29""-'31) 29は復元口径 16.0 cm。内外面とも回転ナデ。胎土は0.3CIJl以下の白色砂粒を多く含み、

色調は淡灰黄色を呈する。 30は復元口径 15.6 cm。体部下半は外面が格子叩き、内面が同心円の当て

具痕が残る。胎土は 0.3CIJl以下の白色砂粒や黒色粒を多く含み、焼成還元ともやや不良で色調は淡灰

色を呈する。 31は復元口径 42.2cm。口縁部はヨコナデ、体部外面は叩きの後一部ヨコナデ、内面は

当て具の一部をヨコナデする。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を含み、色調は黒灰色を呈する。

土師器

蓋 3(32) 復元口径 20.0 CDl。内外面ともミガキ aを施す。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を含み、

色調は燈褐色を呈する。

郎 a (33) 復元口径 13.7CIJl。器高 4.0cm、復元底径 10.2 CDl。外面磨滅し調整不明。口縁部は回転

ナデで、内面底部はナデ調整か。胎土は 0.1cm以下の茶色粒を多く含み、色調は淡樺色を呈する。

皿 (34) 復元口径 20.4cm。内面底部は丁寧なナデ、底部外面は回転へラケズリの後ミガキ a、

口縁部を僅かに外反させる。内外面とも回転ナデ調整。色調は明樺色を呈する。

二重格子叩き。色調は淡黄灰色を呈する。42は焼成やや不良。

178SE075黒灰色土出土遺物 (Fig.26)

その他回転ナデ。色調は

椀 c(44) 底部付近の破片で、内面は黒化し丁寧なミガキ cが施されている。外面底部は回転ヘラ

切り後板状圧痕を残す。胎土は O.1 CDl以下の白色砂粒を多く含み、色調は黄灰色を呈する。A類。

土坑

178SK004出土遺物 (Fi g. 27) 

須恵、器

蓋3(1 ""-' 4) 色調は暗灰色を呈する。lは還元がやや不良で淡赤茶色を呈する。 4は外面上半部が

回転へラケズリ、内面上半部ナデ、その他は回転ナデ調整。 口縁端部を僅かに摘み出している。

原 c(5) 復元高台径 10.4cm。内外面回転ナデ、内面底部はナデ調整か。色調は淡黒灰色や灰黄色

を呈する。

郎 (6、7) 2点とも内外面は回転ナデ調整。色調は暗灰色を呈する。

178SK005出土遺物 (Fi g. 27) 
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内面不定方向のナデ、底部外面へラ切り、

土師器

椀 c(43) 復元高台径 7.8CIJl。

淡黄樫色を呈する。

黒色土器

2点とも外面上部は回転へラケズリ、内面上部はナデ、その他は回転ナデ調整。色調は
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Fig.28 178SK010出土遺物実測図① (1/3)
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8が暗青灰色で、 9は還元がやや不良で茶灰色を呈する。

郎 (10) 内外面回転ナデで、色調は暗灰色を呈する。

土師器

坪 a(11) 底部と外面との境がやや丸みがある。内面にはミガキ aを施す。色調は淡樺黄色を呈する。

178SK010出土遺物 (Fig.28・29、Pla.14)

須恵器

蓋 c3(1 "-' 6) 復元口径 13.0 "-' 15.8 cm。ツマミは扇平な擬宝珠形。外面上半部は回転へラケズリ、

内面上半部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ調整。色調は暗灰色を呈する。5は全体的に雑な作

りで、色調は淡灰色を呈する。

蓋 c(7) ツマミは属平な擬宝珠形。外面上半部は回転へラケズリ、内面上半部は不定方向のナデ。

色調は灰色を呈する。

蓋 3(8、9) 外面上半部 2/3ほどが回転へラケズリで、それと対応する内面が不定方向のナデ調整。

8は口縁端部を僅かに曲げた程度。

査蓋 (10) 口径 13.8cm、器高 2.65cm。胎土は微細な白色砂粒を多く含む。還元焼成とも良好で色

調は灰色を呈する。外面は回転ナデ、内面は不定方向のナデ調整。

杯 a (11、12) 11は復元口径 12.4cm、器高 4.0cm、復元底径 10.6cm。底部外面はへラ切り後雑な

ナデで、 一部板状圧痕が残る。その他内外面は回転ナデ。12は復元口径 15.4cm、器高 3.05cm、復元

底径 13.4cm。底部外面はへラ切りだが磨滅しその他調整不明瞭。色調は灰白色を呈する。

坪 c(13"-' 17) 13だ‘け極端に小さ いが、その他は復元口径 12.6"-'13.4 cm、器高 4.25 "-' 4. 55 cm、

復元高台径 8.05 "-' 8. 75 cm。調整は底部内面が不定方向のナデ、外面が回転へラ切り後ナデ、その他

は回転ナデ。13は復元口径 9.2cm、器高 3.55cm、復元高台径 6.9cm。焼成還元とも良好で色調は暗

灰色を呈する。 14は底部外面に板状圧痕を残す。

聾 (18"-' 20) 18の胎土は 0.1cm以下の白色砂粒をやや多く含み、焼成がやや不良で、還元良好。

色調は淡灰色を呈する。外面は叩きの後回転ナデ、内面下半は当て具痕をナデ消している。底部付近

は使用のためか磨滅している。19は復元口径 13.9cm。外面は叩きの後回転ナデ、内面下半は当て具

をナデ消している。焼成還元とも良好で色調は淡灰色を呈する。体部上半部と口縁部は内外面とも回

転ナデ調整。20は復元口径 16.4cm。焼成還元とも良好で色調は暗灰色を呈する。内外面とも回転ナ

デだが、体部内面は強い回転ナデ。

査 c(21) いわゆる短頚壷で、把手が両側に貼付される。胎土は白色砂粒を多く含みやや粗く、色

調は灰色を呈する。内外面とも回転ナデ調整。復元口径 12.5cm。

査 b(22、23) 22は復元高台径 9.8cm。体部外面下半は回転へラケズリ、底部内面は不定方向のナ

デ、底部外面は回転へラケズリ、その他は回転ナデ調整。胎土は微細な白色粒や黒色粒を含み、焼成

還元とも良好で色調は暗青灰色を呈する。23の胎土は微細な白色粒を多く含み、焼成還元とも良好で

色調は暗青灰色を呈する。内外面とも回転ナデ調整。

小査 (24) 口縁端部を僅かに摘み出す。復元口径 5.8cmo 胎土は精製され、焼成還元とも良好で色

調は暗灰色を呈する。内外面とも回転ナデ。

土師器

杯 (25"-' 30) 都城系の土師器で、体部は丸みを帯び、口縁端部は外反した後僅かに内湾させ、内

面に沈線状の窪みが巡る。胎土は白色砂粒や赤色粒を少量含み、色調は薄茶樺色や淡楼褐色を呈する。

25 "-' 27は内面に暗文が残る。28"-' 30については磨滅が目立ち時文は確認できない。25は復元口径
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18. 0 cm、器高 3.95Clll、復元底径 14.1 Clll。外面底部が手持ちへラケズリで、その他は回転ナデ。胎土

は白色砂粒を僅かに含み、色調は赤樫色を呈する。26は外面が回転ナデ調整。27は暗文以外の所は回

転ナデで外面下半はミガキのようにも見える。28は復元日径 17.4cm。

皿 b (31) 復元口径 14.8Clll、器高 2.5Clll。胎土は赤色粒を多く含み、色調は薄燈茶色を呈する。

外面下半は不定方向の手持ちへラケズリで、口縁部はヨコナデ調整。口縁端部内面や内面の一部に煤

が付着する。

費 (32"-' 38) 32 "-' 35は全体的に胎土に 0.3cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は淡燈黄色や薄

赤茶色を呈する。体部外面はタテハケ、内面はへラケズリである。32は復元口径 24.2cm。体部外面

は細かいタテハケ、内面は磨滅するがへラケズリである。33は復元口径 25.6cm。体部外面はとても

細かいタテハケか強い縦方向なナデ調整である。34は復元口径 24.8 CDl。 口縁部内面はヨコハケの後

ナデ調整する。35は復元口径 29.4cm。体部外面は細かいタテハケ、内面はへラケズリ、口縁部内面

は磨滅するがヨコハケのようである。36は復元口径 20.0 CDl。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を含み、

角閃石や雲母も多く含む。内面は不定方向のケズリ 、口縁部はヨコナデ、体部は縦方向のナデ。37は

復元口径 25.1 cm。口縁部は磨滅が目立つが内面はヨコハケのようにも見える。体部内外面はハケ目調

整。胎土は O.1 CDl以下の白色砂粒や赤色粒と共に角閃石を多く含む。色調は薄樫茶色を呈する。

製塩土器

焼塩壷 (38"-' 40) 38・39は円筒形のもので現存復元径 9"-' 11 CDl。胎土は 0.5cm以下の砂粒や赤

色粒を多く含む。外面に縦方向、内面に横方向もしくは不定方向のナデ調整を行うが、粘土紐痕が明

瞭に残る。焼成は良好で淡灰黄色や淡灰茶色を呈する。40は饗形のもので、胎土は 0.1cm以下の砂粒

を多く含み、赤色粒も少量含む。色調は淡樺茶色を呈する。外面は叩き、内面は当て具痕が残る。

瓦類

平瓦 (41) 凸面は縄目 、凹面は布目が残る。側面はへラケズリ 。

石製品

砥石 (42) 欠損するが、 3面が研磨される。

178SK015上層出土遺物 (Fig.30)

須恵器

葦 1(1、2) 1はやや暗い灰色を呈する。残存範囲では全て回転ナデ。2は内面上半部がナデ、そ

の他は回転ナデ。還元不良で色調は淡黄茶灰色を呈する。

蓋 c3 (3) 復元口径 11.0 CDl、器高 3.1 CDl。外面上半部は回転へラケズリ 、内面上半部は回転ナデ

のあと粗いナデ調整。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒や黒色粒を含み、色調は白灰色や灰色を呈する。

葦 3(4) 残存範囲では全て回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

蓋 c (5) 扇平のやや大きい擬宝珠のツマミを貼付する。胎土は 0.2cm以下の白色砂粒などを含'み、

色調は灰色を呈する。

郎 (6) 内外面とも回転ナデ。色調はやや暗い灰色を呈する。

土師器

費 (7) 丸味のある口縁部で、復元口径 17.8cDl。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を含み、色調は薄樟

茶色を呈する。口縁部はヨコナデ、体部外面はヨコハケ、内面はへラケズリ 。

178SK036出土遺物 (Fig.30)

土師器

郎 a (8) 復元口径 14.1 cm、器高 3.5cm、復元底径 8.2cm。底部切り離しは回転へラ切り。色調は
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郎 a(19、20) 19は外面底部がへラ切りで、焼成はやや不良で、色調は淡黄白色を呈する。20は

底部回転へラ切り後に板状圧痕を残す。色調は明樺色を呈する。

小皿 a2(21) 外面底部は回転へラ切りで、その他は磨滅し調整不明。口縁端部内面に磨滅するが

僅かに沈線が巡る。色調は淡黄白色を呈する。

椀 C(22) 復元高台径 8.4Cl1I。体部外面は強し、ナデ、底部内外面はナデ調整。色調は明樺色を呈する。

瓦類

平瓦(23) r平Jのある文字瓦。残っていれば「平井瓦」となる。焼成還元やや不良で黄褐色を呈する。

178SK071出土遺物 (Fig.30)

金属製品

鉄鉱 (24) 両端を欠損する。現存長 5.25Cl1I。錆で覆われているが、形状は三角形をなす。

鉄釘 (25) 一辺 0.4Cl1l前後の角釘。

178SK085黒茶色土出土遺物 (Fig.31)

須恵器

蓋 a3(1) 口径 11.5 Cl1I、器高 1.7 cm。胎土は O.1 CDl以下の白色砂粒や黒色粒を含み、焼成良好で

色調は青灰色や暗灰色を呈する。外面上半部が回転へラ切りの後粗いナデ調整。内面上半部はナデ、

その他内外面は回転ナデ。

葦 3(2) 復元口径 13.2 cm、器高 1.9 cm。外面上半部は回転へラ切り後に粗いナデ調整。内面上半

部は回転ナデの後ナデ調整。その他は回転ナデ。色調は灰色を呈する。

杯 a(3) 外面底部はへラ切りの後粗いナデ。体部は回転ナデ、内面底部はナデ調整。色調は灰色

を呈する。

杯 C (4'" 10) 復元口径 13.0'"14.6 cm、器高 3.5 '" 4. 35 cm、復元高台径 8.6 '" 11. 3 cm。内面底

部は不定方向のナデ、体部内外面は回転ナデ。色調は灰色や白灰色を呈する。4の底部外面は回転へ

ラ切り後未調整。6は底部外面に板状圧痕を残す。8は高台を底部と体部の境界部分に貼付する。底部

外面は回転へラ切り後未調整。9の底部外面は回転へラ切り後簡単なナデ調整。

大杯 C (11) 復元口径 20.2cm、器高 6.9cm、復元高台径 13.6cm。還元不良で色調は赤茶色を呈する。

内面底部は回転ナデの後不定方向のナデ。それ以外は全体的にきれいな回転ナデ調整。

査 (12) 復元高台径 10.4cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒や黒色粒を含み、色調は青灰色や淡灰

色を呈する。体部中位より下は回転へラケズリ、内面下半はナデ、その他は回転ナデ。

土師器

椀 a(13) 復元日径 16.2 cm、器高 4.0cm、復元底径 13.0 cm。焼成不良で調整不明。色調は薄燈色

を呈する。

皿 cX郎 c (14) 皿もしくは杯で、方形の低い高台を貼付する。復元高台径 12.4cm。内外面磨滅

し調整は不明瞭。胎土は白色粒や茶色粒を含み、色調は黄燈色や樫色を呈する。

皿 c (15) 復元高台径 14.6cm。胎土は明黄樺色を呈する。体部下半はミガキ a、外面底部も回転へ

ラケズリの後ミガキ aを施す。内面は磨滅し調整不明。

甑 (16) 甑の下端部分で、胎土は 0.3cm以下の白色砂粒などを多く含み、色調は淡茶色や薄黄茶色

を呈する。外面タテハケ、内面へラケズリ調整。

費 (17'"21) 17・18は体部外面がタテハケ、内面へラケズリ 。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を多

く含む。色調は 17が薄こげ茶色や薄黄灰色で、 18が白黄偉色を呈する。19は胎土が白色砂粒や金雲

7 

ご と 4二 19

.-::;C::::::_三プ一一 20

18 章子d
Fig.30 178SK015・036・055・070・071出土遺物実測図 (1/3、23は 1/4)

薄い樟白色を呈する。

椀 c(9) 体部は口縁部に向かつて僅かに外反する。復元口径 14.85CDl。色調は淡樟色を呈する。

緑軸陶器

椀×皿 (10) 高台ケズリ出しで、復元高台径 5.8cm。焼成は須恵質で内外面に縁灰色紬を施す。

京都産。

土製品

土錘 (11) 縦 4.2CDl、 径 1.5 '" 1. 65 CDlで、中央に径 O.5 CDlの円孔を通す。胎土は精製され色調は

淡黄褐色を呈する。

178SK055黄茶色土出土遺物 (Fig.30)

緑軸陶器

椀 (12) 焼成は須恵質で胎土は淡灰色を呈する。高台は内側に段を有し、露胎で回転ナデが残る。

体部内外面にうっすらと淡黄灰色紬を施す。外面は粕が少々剥げている。近江産。

178SK070茶褐色土出土遺物 (Fig.30)

土師器

椀×丸底坪 (13) 口縁端部を僅かに外反させる。色調は茶黄色を呈する。

越州窯系青磁

郎 (14) 1-3類。全面施粕するが、口縁端部は紬を掻き取る。底部外面には目跡が残る。

178SK070黄褐色土出土遺物 (Fig.30)

須恵器

蓋 3(15'" 18) 2点とも外面上部は回転へラ切り後未調整、その他内外面は回転ナデ。15は復元

口径 14.2cm、口縁部は直線的だが、内面に僅かな沈線を巡らせている。色調は淡灰黄色を呈する。16

は口縁端部を僅かに曲げている。色調は暗灰色を呈する。17は外面上部が回転へラケズリ、その他は

回転ナデで、色調は明灰色を呈する。18は 15と同様に口縁内面に沈線を巡らす。
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Fig.31 178SK085黒茶色土出土遺物実測図 (1/3)

母を多く含み、色調は燈色を呈する。外面が細かいハケと粗いハケの両方を施し、口縁部内面はヨコ

ハケ、体部内面はへラケズリか。20は復元口径 17.9Clll。口縁部はヨコナデの後内面はヨコハケ。体

部外面は細かなタテハケ、内面はへラケズリ。頚部付近では粘土紐痕跡が確認できる。胎土は白色砂

粒のほか角閃石も混入する。色調は淡黄撹色や暗茶灰色を呈する。21は復元口径 14.6Clll。 口縁部は

磨滅し調整不明。体部外面も磨滅するがうっすらとタテハケがみえる。内面はへラケズリ調整。色調

は櫨灰色を呈する。

製塩土器

焼塩査 (22) 円錐形に復元されるもので、胎土は少量の白色砂粒や金雲母を多く含み、色調は淡檀

茶色を呈する。内面ナデで、外面には指頭圧痕が明瞭に残る。
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ヒ製品

トリベ (23) 内外面に指頭圧痕があり、それを覆うように付着鉱物がみられる。特に内面は赤茶色

や向色や黄褐色などに変色する。また、図の下半断面部分でも変色や融解物がみられることから割れ

目に侵入したものと考えられる。

178SK085黒茶色土下層出土遺物 (Fig.32・33、Pla.14)

須恵器

蓋 c3 (1 "'-' 4) 外面上半部回転へラケズリ、内面回転ナデ後不定方向のナデ、その他は向転ナデ。

復元口径 14.9"'-'15.6clllo 2・3の口縁端部は明瞭な断面三角形。

上不 c (5 "'-' 12) 復元n径 12.4"'-'16.3 Clll、器高 3.3"'-'4. 4 CJlI、復元高台径 8.9 "'-' 1l. 4 CJlI。底部は

回転へラ切りで、底部内面は不定庁向のナデ、その他は回転ナデ調整。色調は淡灰色等を呈する。6

の底部外面は回転へラ切り後未調整。

大汗 c (13) 復元口径 18.8cm、器高 6.1 cm、復元高台径 12.0CJlI。内面底部は不定万向のナデ、外

面下半は回転へラケズリ、その他は回転ナデ調整。胎上は白色砂粒や黒色粒を含み、色調は灰色を呈

する。

皿 a (14) 復元口径 18.8cm、器高 3.1cm、復元底径 16.6cm。底部内面は不定方向のナデ、底部外

面は回転へラ切り後ナデ調整。その他は回転ナデ。色調は育灰色を呈する。

郎 aX高郎 (15) 復元日径 15.0 cm。底部が欠損するため郎か高郎かは明確でない。外面底部はへ

ラ切り後ナデ調整。内面底部は不定万向のナデ、その他は回転ナデ。色調は淡灰色を呈する。

壷 (16) 復元高台径 1l.3 cm。胎上は 0.2cm以下の円色砂粒や融解した黒色粒を多く含み、灰色や

黒灰色を呈する。底部はへラケズリの後ナデ調整。外面下半は回転へラケズリ、内面底部は不定万向

のナデ、その他は回転ナデ。

壷b (17) 高台径 10.4CIll。外面高台付近がへラケズリで、その他は回転ナデ。胎土は 0.4cm以下

の白色砂粒をやや多く含み、色調は青灰色を呈する。

ヒ師器

皿a (18、19) 18は復元Il径 17.3cm、器高 2.6cm、復元底径 13.3cm。焼成やや不良で全体的に磨滅

し調整不明瞭。 胎士は向色砂粒や茶色粒を含み、色調は白黄色を呈する。 19 は復元 I~ 径 1 9.3 Clll、器高 3.65

Clll、復元底径 17.3 cmo 外面底部は回転へラケズリ、体部内外面はミガキ aを施す。色調は燈色を呈する。

亦×皿 (20) 内外面ミガキ aを施す。色調はにぶい燈色を呈する。

郎 a (21) 丸味を持った体部で、内面にはへラ記号がある。外面には板状圧痕のようなものがある。

胎士は精製され、色調は淡樟色を呈する。

大郎 c(22 "'-' 24) 22は復元高台径 14.0 cm。磨滅が目立つが内外面にミガキ aを施す。色調は黄燈

色を呈する。23は復元口径 19.4cm、器高 4.95Clll、復元底径 13.8cm。底部は回転へラケズリで、，体

部内外面ミガキ aを施す。色調は鈍い樫色を呈する。24は復元高台径 12.6Clll。内外面とも磨滅し調

整不明。焼成やや不良で、色調は薄黄樺色を呈する。

椀 c(25) 外面下半にミガキ aを施す。内面は磨滅するが僅かにミガキがみえる。色調は淡燈色を

呈する。

高原 (26) 復元口径 24.4cm。郎部内外面ともミガキ aを施す。外面の一部に指頭圧痕が残る。胎

士は 0.3cm以下の白色砂粒を含み、色調は淡黄僅色を呈する。

聾(30"'-'39) 30は口縁部が休部より肥厚する。復元口径 15.4cm。体部内面はへラケズリ 。胎土は O.3 

cm以下の白色砂粒を多く含む。31は復元口径 15.8cm。頭部はやや肥厚し口縁部に向かつて薄くなる。
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Fig.33 178SK085黒茶色土下層出土遺物実測図② (1/3)

口縁部内面がヨコハケ、外面はヨコナデ、体部内面はへラケズリである。胎土は角閃石を少量含み、

色調は鈍い黄茶色を呈する。32は復元口径 17.3cm。胎土は 0.3cm以下の白色砂粒を含み、色調は薄

樺色を呈する。内外面ヨコナデで粘土紐痕跡がみることができる。33は復元口径 18.1 cm。体部外面

は細かいタテハケ、内面はへラケズリ調整。色調は淡こげ茶色を呈する。34は復元口径 19.3 cm。胎
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2、第 178次調査

スサが混じる。色調は薄黄樺色を呈する。部分

壷 (40) 丸味のある体部で上部の形状は欠損し不明。磨滅が目立つが体部下半はへラケズリとみら

れる。底部は回転へラ切り 。胎土は 0.4cm以下の白色砂粒や茶色粒を含み、色調は薄黄樺色を呈する。

製塩土器

焼塩査 (27'"'-' 29) 27・28は円錐形のもの。27は内面に布目痕が明瞭に残る。28は外面指頭圧痕、

内面ナデ調整で、色調は薄黄樫色を呈する。29は円筒形で、外面には明陳に指頭圧痕が残り、内面は

磨滅するが布目痕が残る。胎土は白色砂粒を多く含み、色調はこげ茶色を呈する。

土製品

土壁 (42'"'-' 44) 胎土は白色砂粒や茶色粒を含み、

的に面が残っているように見える。

その他の遺構

178SX040出土遺物 (Fig.34)

lの外面上半部は明確でないが未調整。2と3の口縁端部は僅かに摘み出す。外面上

須恵器

蓋 3(1 '"'-' 3) 

半部は回転へラケズリ 。

郎 c (4、5) 4の復元高台径は 8.8cm。色調は暗灰色を呈する。5は灰茶色を呈する。

瓦類

平瓦 (6) アミダくじ状の格子叩きで、色調は灰色を呈する。

178SX097出土遺物 (Fig.34)

須恵器

蓋 3(7、8)

杯 c (9、10)

白磁

椀 (11)

瓦類

平瓦(12'"'-'14) 格子叩き。色調は 12が焼成良好で灰色を呈する。13は白灰色を呈する。14は焼

成不良で淡黄茶色を呈する。

178SX150茶褐色土出土遺物 (Fig.34)

口縁端部を僅かに断面三角形状に摘まみ出す。色調は灰色や暗青灰色を呈する。

底部端に高台を貼付し、内外面とも回転ナデ調整する。色調は灰色を呈する。

W類。
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26 一三
土は 0.3cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は暗灰茶色や白黄茶色を呈する。体部外面はタテハケ、

内面はへラケズリ、口縁部内面はヨコナデ、内面はヨコハケである。35は復元口径 21.6 cm。胎土は O.3 

cm以下の白色砂粒や雲母を多く含み、口縁部はヨコナデ、体部内面へラケズリ、外面タテハケを施す。

色調は薄黄茶色を呈する。36は復元口径 23.4cm。胎土は 0.4cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は

薄黄茶色を呈する。磨滅が目立つが体部内面はへラケズリ 。37は復元口径 26.4cm。胎土は 0.4cm以

下の白色砂粒や茶色粒を多く含み、色調は淡こげ茶色や白黄茶色を呈する。 口縁部内面はヨコハケ、

体部外面は細かいタテハケ、内面はへラケズリ 。38の胎土は 0.4cm以下の白色砂粒を多く含み、色調

は薄樫色を呈する。体部内面はへラケズリ 。

小饗 (39) 聾の底部付近と思われるが、査の可能性もある。底部が明瞭ではない。胎土は 0.4cm以

下の白色砂粒を多く含み粗い。内面はハケもしくは強いナデ、底部はナデで器面は粗くザラザラして

いる。色調は淡黄樺色を呈する。

須恵器

杯 c (15'"'-'17) 15は復元口径 9.6cm、器高 3.5cm、復元高台径 7.0cm。外面底部は回転へラ切り

後粗いナデ、内面底部は回転ナデ後不定方向のナデ、その他は回転ナデ。16は復元高台径 9.3cm。外

面底部は回転へラ切り後粗いナデ、内面底部は回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。17は復元高台径

10. 5 cmo還元やや不良で底部外面にはへラ記号が付いている。なお、へラ記号は高台の下へもぐるため、

高台貼付前に付けたものとわかる。

178SX150黒褐色土出土遺物 (Fig.34)

10cm 

178SX040・097・150出土遺物実測図 (1/3、五は 1/4)

須恵器

蓋 a1 (18) 復元口径 12.8cm、器高1.6 cm。外面頂部が回転へラ切りの後粗いナデ調整。へラ記号

もある。内面上半部は回転ナデの後不定方向のナデ。その他は回転ナデ。還元不良で色調は黄白色を

呈する。

蓋 cl (19) 復元口径 15.2 cm。ツマミは欠損する。外面上半部は回転へラケズリで焼成時に荒れて

いる。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は灰色や暗灰色を呈する。

近畿
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2、第 178次調査

蓋 1(20) 復元口径 16.0cm。外面上半部は回転へラケズリ、その他内外面は回転ナデ調整。胎土

は微細な白色砂粒を多く含み、色調は暗灰色を呈する。

蓋 3(21) 口縁端部を折り曲げている。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は暗灰色を

呈する。内外面とも回転ナデ。

高坪 (22) 復元脚部径 8.6cm。内外面回転ナデ、内面には絞り壌が残る。胎土は微細な砂粒を多く

含み、色調は暗灰色を呈する。

土師器

皿 b(23、24) 胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を含む。外面底部は手持ちへラケズリ、その他は回転

ナデ。23の色調は淡樫色を呈する。24の色調は黄櫨色を呈する。

椀 c(25) 復元高台径 10.2cm。内外面ヨコナデ。胎土は 0.3cm以 Fの白色砂粒を多く含み、茶色

粒を僅かに含む。色調は淡黄褐色を呈する。

178SX150黒色土出土遺物 (Fig.34)

須恵、器

高杯 (26) 復元脚部径 10.0cm。内外面回転ナデだが、外面は器面が荒れている。色調は暗灰色を

呈する。

聾 (27、28) 27は復元口径 25.0cm。胎土は 0.1cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は淡暗灰色を

呈する。内外面ともヨコナデ調整で、頚部にへラ記号がある。28は内外面ともヨコナデ調整。)j台土は O.1 

CDl以下の白色砂粒を多く含み、色調は黒色や暗灰色を呈する。

178SX150最下層出土遺物 (Fig.34)

古式土師器

査 (29) 口径 25.0cm、器高 18.3 CDl。胎土は白色砂粒や茶色粒を含み、色調は暗茶色や黄茶色を呈

する。頚部はヨコナデだが、胴部はヨコナデの後ハケを施すが磨滅する。

二重口縁査 (30) 屈曲する口縁部付近で、胎土は 0.2cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は淡樺色

や暗茶褐色を呈する。内外面回転ナデ。

第 178次調査灰褐色土出土遺物 (Fig.35)

須恵器

椀 (1) 丸味のある底部だが、全形は不明。外面は小刻みなへラケズリ、内面は回転ナデ。焼成は

やや不良で淡灰色を呈する。胎土は精製されている。全体的な質感から搬入品の可能性が考えられる。

土師器

ミニチュア土器 (2) 胎土は 0.5cm以下の白色粒や赤色粒を含み、内外面ナデ調整。色調は薄赤樫

色を呈する。

査 (3) 底部付近の破片とみられるが、全形は不明瞭。底部は厚い。胎土は 0.1cm以下の砂粒を多

く含み、色調は薄樫茶色を呈する。

灰紬陶器

椀 (4) 復元口径 13.8cm。胎土は O.3 CDl以下の黒色粒を少量含み、硬質に焼成され、色調は薄明灰

色を呈する。内外面とも灰緑色紬を施す。

緑粕陶器

皿×椀 (5) 皿もしくは椀の底部で、復元高台径 7.6 CDl。胎土は精製され、土師質に焼成され、色

調は淡黄灰色を呈する。全面に光沢のある淡黄緑色紬を薄く施すが剥落も目立つ。内面にへラ描き文

様がある。
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Fig.35 第 178次調査灰褐色土・茶色土出土遺物実測図 (1/3、10は 1/2)

第 178次調査茶色土出土遺物 (Fig.35、Pla.14)

須恵器

2、第 178次調査

G 
10cm 

5cm 

壷(6、7) 6は耳の部分。胎土は白色砂粒を含み、焼成還元良好で色調は灰色を呈する。7の胎土は O.2 

cm以下の砂粒を多く含み、還元不良で薄樟茶色を呈する。外面下部は回転へラケズリで、その他内外

面は回転ナデ。内面には漆が付着する。

円面硯(8) 内外面にミガキがみられるが、ぼんやりと見える程度で明瞭ではない。胎土は精製され、

色調は暗灰色を呈する。

弥生土器

査 (9) 底部は小さく復元底径 4.0cm。胎土はう0..2cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は灰茶色を

呈する。内面は小刻みなハケ、外面にはへラケズリのようなナデがみられる。

石製品

権 (10) 大きさ 6.45cm、最大幅 2.4 CDl、厚さ 2.4cm。側面には文字が刻まれているが、文字の内

容は判読できない。上部と下部には円孔を穿つ。また、下部には径 0.01CDl程の貫通していない孔が彫

られている。滑石製。

(5) 小幸吉

今回の調査でわかったことは以下のとおりである0

.奈良時代~平安時代中期の遺構が中心。

-東西道路(条路)の検出。

-南北道路(坊路)の検出。

-底部切り離しが糸切りの土師器出土 (S0035)0 

.都城系の土師器郎出土 (SK010)。

0道路について
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2、第 178次調査2、第 178次調査

今回の調査では東両方向によをる溝が多く確認され、それを側溝とする道路として 178SF105(路面幅

2. 6 ~ 3. 1m)と 178SF110(路面幅 3.3m)を確認した。側溝の埋没時期は 8世紀後半から 11世紀前半

~中頃と幅広く、側溝が同時に埋没したとは限らないため、必ずしも各道路遺構で拾い上げた溝同上

が同時期の側溝とは限らない。掘立柱建物 (Ss001)が道路上で検出されているものの、大きくみれば

(tu宇
盆
叫

wm)

訟
提

178SD060から 178SX097にかけての約 8.8mが道路など区画境の範囲ととらえてもよいかもしれない。

近年注目された推定客館跡(第 236ーい 257・267・277次調査)一幣では、明確な条坊痕跡が検出さ

れ、井上信正氏が提示している条毛布一区画約 90m四万とする条坊案を証明するものとなった。ちなみ

に第 178次調査の道路遺構と推定客館跡で検出された東西道路 (257SF375)との距離は、路面中央でそ

れぞれ南に SF105で約 270mとSF110で約 274mであり、ほぼ 90mで害1)り切れる。つまり、 257SF375か

らちょうど 3番目の道路となる。よって、井上条坊案の 18条路ということになる。

また、井上条坊案からすると、ちょうど第 178次調査地が、右郭 l坊の道路推定線にも位置している。

このことを加味して調査所見をみると、 178SD013・002が 178SD099手前で途切れている上に、その東

側の 178SXI01に挟まれた範囲で遺構が希薄であった。第 56次調査でも、調査区東端で平安後期埋没

の窪み (56SX045)が検出されており、道路の西側溝の区画に関係するものとも考えられる。 これらの

ことから、 178SD099と 178SX101に挟まれた範囲 (SF115)が南北道路(坊路)の路面と推測される。

これらのことから、今回の調査地は井上条坊案の示す通り、右郭 18条と l坊の道路の交差点である

0条坊景観

今回の調査では西側ほど遺構は希薄になり、東西溝の 178SD013も両側で消滅している。また、調

査地西隣で確認調査でも遺構は削平されている状況が確認された。現在でも調査地の西点を通る県道

112号線は北側の鷺田川|より緩やかに上っていることから、奈良時代にはもっと土地が高かかったと

推測される。

そして、前述した道路に固まれた条坊区画内で、検出した井戸や土坑は政庁E期が中心で、 皿期にお

よぶ生活痕跡は残されていない。第 56次調査では掘立性建物が 2棟確認され、東西道路の北側に井戸

と廃棄土坑が道路遺構に近い位置で並んでら検出された。つまり、道路に近い敷地隅に井戸や土坑を設け、

さらに内側に建物が並んでいたと推測できる。

出土造物では、 178SD035から糸切り底部切り離しの土師器郎、輸入陶器、緑軸陶器など、若干特異

な遺物がまとまって出上している。第 56次調査では、特筆すべき遺物は見つかっていないが、この調

査地付近の小字「立明寺Jからは、大正 11(1922)年に越州窯系青磁の三足壷が発見され、発見者の石

田琳樹が住職を務めていた観世音寺に収蔵され、昭和 53年に重要文化財に指定されている。発見時の

状況は詳細に知られていないが、発見地は小字「立明寺Jの鏡山条坊案の右郭 15条 2坊付近で、桑畑

横の道端に捨てられていたといわれている。当時、立明寺を通る道路は、現在も第 178次調査地の東

側を通る南北道路しかなかったと考えられ、この壷が調査地周辺で出上したことは間違いなく、政庁

から約1.2kmと離れているこの付近にこのような搬入品を持ち得た人物が生活していたと推測される。

2000 

2012 

2014 
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第 56・178次調査主要遺構図 (1/250)
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平安時代

平安時代

8世紀中頃~後半

平安時代

S-31→60 

S-41と同一遺構か。 S-61→85.56S0015の延長。

178S0060 

地区
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茶褐色土→黄褐色土
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思没l時期

平安時代

X~XI期

8世紀前半~中頃

8世紀前半

7 世紀末~8世紀前半

平安前期

樋別

掘立住建物 (2X4聞の東西棟)

構(東西溝)

上坑

上坑

上坑

上坑

上坑

1樟

ピット、姻立住建物(S6001)の一部

上坑

1韓

ピット群、掘立柱建物(S6001)η了部

構

上坑(撹乱。)

土坑

土坑

ヒット

ピット

ピット

井戸

ピット

上坑

ピット

ビット

1樟(東西港)

ピット

上坑

ピット

溝

井戸

構

ピット

凹み

溝

f聾

土坑

土坑

f揖

ピット

落ち込み

溝

上坑

ピット

ピット

溝

f樟

ピット

ヒット

ピット

土坑

ヒット

ピット

凹み

ビット

上坑

構

ヒット

f揖

ビット鮮

溝

構

ピット群

ピット群

土坑

土坑178SK065 
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8世紀後半~

8世紀中頃~後半

9世紀中頃前後

奈良時代

平安時代

奈良時代?

9世紀前半前後

8世紀中頃以前

Vls期

政期前後

10世紀代

平安時代

平安前期?

平安時代。

平安時代

9世紀前半

平安時代

8世紀後半

9世紀中頃

古代

平安時代

8世紀前半

奈良時代

平安時代

VII期頃

埋上等

灰茶色 t

灰茶色上

県茶褐色上

黒茶縄色上

県茶褐色土

黒茶褐色土(明黄褐色土プロック混じり)

尽茶褐色土(明黄禍色上プロック混じり)

黒茶褐色上

織茶褐色上(淡黄褐色上プロック含む)

茶褐色上

茶褐色土(明黄褐色土プロック混じり)

泉茶褐色土

茶褐色上、遺物は奈良時代が多い。

茶褐色土(明策褐色上プロ yク含む)

黒褐色

時茶褐色上

明灰褐色上

明灰褐色土

茶褐色土

茶禍色上

茶褐色土(黄色上プロック含む)

黒褐色上

黄禍色上(黒色土混じり)

黄褐色上と黒色土の混在

北側l黄茶色上、南側時茶色土、底が黒褐色土

場所不明

明灰色土

黒色上

黒茶色上

県縄色上

~茶色土

Fig.37 

S-61と同一遺憎か。 S-41→13

S-34→2・13・25・35

鶏灰色上

淡黒色上 S-13→36→2 

Ji{4色土(黄色粘質上プロック混じる)

黒色上

暗灰色上、衆良時代の遺物多い

遺構一覧表第 178次調査

遺情番号

178S6001 

1 78S0002 

178SK004 

1 78SK005 

1 78S0008 

178SBOOI 

178SK010 

178S0011 

178SB001 

178S0013 

178SKOl5 

178SE020 

178S0025 

178SE030 

178S0031 

178S0034 

178S0035 

178SK036 
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178S0038 

178SX040 
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土坑

土坑

土坑

ピット群

178SK070 土坑 S-70と75の切り合いは不明瞭

茶褐黄色土プロック混じり

遺物は奈良時代のみ。

上坑

ピット

ピット群

ピット群

178SE075 井戸

凹 み 井 戸 の一部

溝

S-70と75の切り合いは不明瞭

黒茶色土

茶褐色土に若干黒色土や黄褐色土混じる。

黒禍色土

茶褐色土

茶褐色土

荷車

凹み

178S0080 溝

凹み

凶みもしくは構 茶褐色土

ピット

黒色土

黒茶色土 S-85→31・60

黛灰色土

ピy ト

178SK085 土坑

ピット群

土坑

1溝

凹み

178S0002 溝

黒茶色土

黒色土

土坑

ピット

ピット

178S0094 溝

178S0002 溝

S-94→13・2

茶褐色土 S-2と同一遺併で反転後の遺榊番号。

土坑(撹乱)

178SX097 落ち込み

178S0098 構

茶色土

茶掲色土

茶褐色土

茶褐色土 S-97→ 100 

茶色士、遺物は殆ど奈良時代

S0013とS0025を道路傾11溝とする。

178S0099 溝

100 178S0100 滑

101 178SX10l 段落ちもしくは溝

105 178SF105 道路遺構

110 178SF110 道路遺構

115 178SF115 道路遺構

150 178SX 150 段落ち トレンチ調査のみ
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平安時代

平安時代

9世紀~10世紀

10世紀以降

成期前後

10世紀代?

11世紀代。

8世紀後半

奈良時代

奈良時代

9世紀初

8世紀前半

平安時代

8世紀中頃~後半

8世紀前半頃

B世紀前半~中頃

XI期

XI期

平安前期

平安前期

平安前期

衆良時代。

平安前期。

奈良~平安前期
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E6 
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E7 

Dライン
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COI .2 

B23 

BCO 

Eライン

Cライン

平安後期。 1ライン

ð境前期~8世紀 C~C7 

2、第 178次調査

表 2 第 178次調査条坊関連遺構座標値

遺構番号 位置
南門からの距離

X方向 (m) I y方向 (m)
方位

178S0002 

178S0013 

178S0008・011

178S0025 

178S0031 

178S0035 

178S0080 

178S0098 

178S0099 

178S0100 

178SXI0l 

178SFI05 

178SF1l0 

178SF115 

西端中点 1 55437.92 1 -44974.2 1 一1272.2321 ー140.747

東端中点 1 55437.07 1 -44940.4 1 -1272.7441 一106.9401W-l。グ 26"-N 

西端中点 1 55441. 14 1 -44973.6 1 -1269.0061 

東端中点 I 55441. 206 I -44949.2 I 一1268.6961 -115. 7811W-0。ゲ 18"-S 

SD008西端中点 1 55445.26 1 -44976.3 1 -1264.9131 -142.920 

S0011東端中点 I 55445. 18 I -44970. 6 I 一1264.9361 一137.2191W-O
o 

48' 15"-N 

西端中点 1 55436. 52 1 -44969. 1 1 ー1273.5811 ー135.633

東端中点 1 55436.65 1 -44956.5 1 -1273.3251 -123.035IW-O
o 

33' 28" -S 

西端中点 1 55442.25 1 -44962. 15 1 一1267.7821 ー128.740

中間中点 1 55442.16 1 -44954.0 1 -1267.7901 -120. 590 1 W-O
o 

33' 45" -N 

西端中点 1 55436. 12 1 -44958.07 1 -1273.8701 一124.600
.....語通百五一…・…1...15kiZ1...1・・ :泌4s.:.s.......r......::ui日-?5.EI-----:i[Iiiidlwーゲ 7' 25" -N 

西端中点 1 55441. 15 1 -44947.85 1 -1268.7381 -114.430 

中間中点 1 55441.25 1 -44944.05 1 -1268.6001 ー110.631Iw-I
O

30' 27" -S 

西端中点 1 55436.28 1 -44941.0 1 ー1273.5401 -107. 532 
示通南京…-… I…員五ぷ33.......1・.::44!i3ii:.z......r・-:1訂正46zr.........::"io;j....73zlw-10 l' 23" -S 

北端東肩 1 55437.16 1 -44935.6 1 -1272.6061 -102.141 

南端東肩 1 55434.9 1 -44935.62 1 -1274.8661 -102. 1381N-O
o 

30' 25"-E 

西端中点 1 55433.42 1 -44941.4 1 -1276.4041 -107.903 

東端中点 1 55433.54 1 -44936.85 1 -1276.2841 一 7.904IW-I
O 

北端西肩 1 55436.92 1 -44931. 15 1 ー1272.8011 -97.689 
-i弱.編首肩.... …r......5543Z....iii ・r弓46iI泌 .1...32??-iEdl--…二百:'uiIN-I0 33' 52" -W 

SD013~025の中点西端 I 55439.08 1 -44968.6 1 -1271. 0161 -135.1581 

SDOl3~025の中点東端

SD002~SX097の中点西端
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表 3 第 178次調査 出上遺物一覧表

5-1 

須 恵 器卸片

上 師 紫舷片

5-2灰茶色土

須恵器章、停c、費

上 師 ~雪量、椀c
瓦 顕破片

5-2黒褐色土
須 恵 器 費、盗、費b、珂;c、郎、蓋c、鉢.3

土 師 器破片、停c、何a、旅d、i高郎、倒c、現

鳥色 k器 A煩倒c

車車州織系青磁椀 1(1) 

瓦 顕平瓦、平瓦(格子口rl)、平瓦{縄)

5-2茶褐色土

須 恵 器 輩、費、亦c、益c、蓋3、皿a、鐙b、 ・、蓋l
土 師 様郎、号車、椀c、小皿.(へラ)J)、血c2、皿c、カマド

黒色上器 A類椀c

瓦 類破片、平瓦(縄、格子)、埼(無文)

石 製 品蔽石

緑軸陶器皿

滋州窯系青磁椀 日(1) 鍾破片1(1)、日(1)
血 1-2 (1) 1-2口縁外反(1) 査1(1)

金 属 製 品鉄釘
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色

1

刷

。6

14
4

シ
須
土
問
冊
緑
白
檀
瓦

5-2暗茶褐色上

須恵器_Iif，登、現

土 師 総小皿a(へラ)、丸底節a、倒c、費

灰 勅 陶 器 椀×凪

組州線系青磁椀 1-la(l) 組破片n(1) 
瓦 瀬丸瓦

石 製 品砂岩加工品

片破片破費片
片
破

磁
郎

器
間
百

恵
師

3
 

正
須
土

5-4 

須 恵 器亦c、護l、蓋3、費

上 師 総主fc、費、把手

5-5 

須 恵 器郎、蓋3、現

上 師 器椀a、鉢ワ、受

5-6 

須 恵 骨量亦

土師器亦.費

5-7 

須 恵 器長3

士 師 器郎、翌

5-8 

須 恵 総蓋3

上 師 器型破片

5-9 

須 也 器錦之c、高節舷片

上 師 器型破片

5-10 
須 恵 総亦破片、郎a、長fc、小節c、皿a、益l、蓋c2， 董3、益c3

霊童c4、輩、資a、蓋c、費、査b、小短顕登

上 郎 総跨(階文)、皿.(7c後期)、皿lb、高郎、費a、カマド、抱手

製 庖 上 器 焼 纏 壷

黒色土器 A額腕
瓦 額平瓦(縄)

石 製 品砥石

片破ム
片
片

停

破

破
、瓦

田
町
費
平

線
器
類

恵
師

シ
須
上
瓦

5-12 

須恵器破片

上 師 棒破片

5-13 

須 恵器 郎c、蓋3、蓋c，賞、受

土 師 鰭種、郎a、椀c(内面付着物)、郎、カマ問、都繍系野

銀座土器破片?

越州窯系肯儲破片(3)

瓦 綴平瓦(縄)

5-14 
須 忠 総義1，費、舷片

上 師 栂型車

5-15上届
須恵器杯、蓋l、蓋3、蓋c3，.lftc、塑

上師禄郎、型

5-15下層

須恵禄郎c、蓋l

上師総杯、費

5 15県色上
須恵器卸c、益l、益3、盗、費

土師器濯、把手

5-16 

須 恵 器皿?

上 師 器_Iif、塑

5-17 
須 ，也 器聾

5-18 

上 師 器舷片

5-19 
須 恵 2量破片

上 師 務停破片、現破片

5-20茶褐色土

須 恵 器宮陸

上師鵠亦a，椀c、翌

製底上器費

黒色上禄 A類備c

5-20茶色粘土
須 感 総亦a、珂ミc、蓋l、益3、鑑、費、破片

土 師 総杯(内面うるし)、珂;.、現

黒色土器 A顛倒c、小型×小鑑、小雪量

瓦 頬平瓦

上 製 品焼上塊

5-20茶褐色土

須 恵 器師、盛(犯下付)、現

上師禄郎、倒c、捜

E盟主匝上器型

緑色土器 A額倒c

灰紬陶器費

瓦 頴平瓦(縄)

ほ
庁
費

削

冊

器

穴
悲
師

住A
V
 

2
 

1r
須
土

5-20明茶色土

須恵器亦a、益3、受

土師総杯a、費

黒色土磁 A額椀c

瓦 額平瓦{縄)

5-20貨茶色土

須恵器郎c、蓋3、費

上師総郎a、倒c，郎c、宮E
1:11色上総 A顛倒c

緑紬陶器擁
瓦 額平瓦{縄)

5-20晴茶色土

須 恵 器杯c、益1、高亦、査、建

上 師 器亦破片、倒c、翌a、
黒色土器 A頼擁c、費

瓦 煩平瓦(格子)

石製 品砥石

5-20明茶色上

須恵務蓋3
上師器珂;.、現

黒色土器 A額椀

瓦 頬丸(縄)

5-20淡茶色土

須 恵 鶴年破片、費破片

上 師 骨量倒c、雪量破片

5-21 
須恵総蓋1，蓋3、現

土 師 器亦c、雪量

5-22 
須恵器薮cl

片
片

破
破

器
器

恵
師

qJU 2
 

F
須
土
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片

片

破

破
務
器

恵
師

4
 

?
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須
上

5-25 
須 恵 総J;fc、器工費量、費

土 師 骨量亦.， _lifc、捜a、破片

5-25時茶色上

須恵器蓋3、蓋c、長fc、高亦、輩、現

土 師 器必fa、J;fc、椀c、高郎.費、把下

灰紬胸稼働c

瓦 類平瓦(縄)

上 製 品輸羽口、士錘

5-25黒褐色上

須 恵 椋亦c、皿a、盆3、盆c、雪量
上師総杯d，皿a?.椀c、費

石 製 品滑石製品

5-25策茶色上

須 恵 禄郎a、停c、雪量
土師器廊a、現

瓦 類破片

5-26 
土師器破片

5-27 
須恵器破片

上 師総破片

5-28 
越州蕪系青磁破片 目(1)
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須
土
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館
瓦
石
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金

5-30黄茶色上

須 恵 器停c、血a、重量3、遺l、賞、登b、横瓶、雪白小登

土 師 器亦a，大蓋3、蓋3、皿a、大皿c、椀a、鑑3(ミガキa)、資?
費 (7c後期)、杷手

瓦 類平瓦(縄)

土 製 品焼土処

5-30貨茶色士下層

須 恵 器 亦a、亦c、皿b、蓋3、高亦、費、

上 師 紫哲E、抱手、亦a、高郎、叢3、皿a、皿lb、皿c、郎W 'ta)
瓦 類平瓦(縄)

5-30暗茶色粘土

須 恵 掠郎c，小亦a、皿a、議c3、盗、費、雪量b
上師器卸c、費、抱手

製甑土器焼温室

瓦 綴平瓦(縄)

弥生土器現破片

5-31 
須恵器節、昨c、董3、登e、盤、現

土 師 器師、亦a、皿a、倒c、高郎、費、甑ワ

黒色土器 A頬倒、椀c
越州灘系青磁椀 1(1)

瓦 額平瓦(格子、縄)，平瓦

石 製 品砥石

土 軍国 品焼上塊

5-311:11茶色上
須 恵 器郎c、義3、重量c、宮臣、
土師緑郎a、現.

占富州織系青磁破片1(1)
瓦 穎平瓦(縄)

片
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破
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5守 35
須 j恵器益3、輩、聾

土 師 器_lifa、郎c(ミガキ.)，皿a、皿c(ミガキa)、椀cl
カマド、抱手

埋型車土語費
黒 色 土 器 A顛倒、椀c
黒色土器 B鎖倒c

越 州 織 系 青 磁 停 破 片1(1)、遊破片1(1)、水注(1) 産量破片(1)
瓦 類平瓦{縄)(格子)

石 Z製 品剥片(娘細石)、平玉石

金属製品鉱j事

5-35下層

須恵様郎a、郎c、輩、現

土 師 器亦a、原.(系)、肌a、脚付皿、皿c、倒c、倒c(系)

器台ワ、現

黒色土器 A類大皿c、倒.繍c
緑糊陶器倒

灰勅陶鵠繍

経州議系青磁椀 1-la(l) 越破片(1)

白 磁小登(1)

中国陶器蛮(1)

瓦 類平瓦(縄}

5-35級下層

須恵緑郎、費
土師器郎a(イト)、皿a、倒a、怖c
製底土器質

鴇色土器 A額純c

経州軍属系青磁掬トIb(l) 組破片1(1)
中国陶器禍糊盆(1)

5-36 
須恵器亦a、郎c、蓋3、賞、現

上 師 骨量亦a、椀c、費

繰紬陶器椀

胤色土掠 B額椀c
瓦 類破片

土 製 品土僑

5-37 

須恵器郎、蓋l、費、現

土師器郎、倒c、建

黒色土器 B顛倒c

瓦 類平瓦(格子)

石 製 品石鍋

弥生土器丹塗り破片

5-37黒色粘土

上師緑豊、破片

5-37黒灰色土

須 恵 器珂之、蓋l

上飾器墾

5-38 
須 1M. 器益3、盤

上 白石 器費

鴇色土器 A類破片

黒 色 上 総 B額繍c
瓦 類平瓦、平瓦(縄)

弥生土器丹埠り
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片
片
片
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器
器
器

恵
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5-40 
須 恵 骨量亦c(7c後期)、蓋l、蓋3，盗、型

土師器杯a、停c、現

浪色土器 A頬椀c
黒 色 土 器 B額腕c

鍾州織系背磁椀。 1(1)

瓦 類丸瓦、平瓦(格子)，破片

石 製 品滑石舷片

5-41 

須 司E 器官E
上 師 総破片

5-42 

須 恵 器質

土 師 録原破片、費

5-43 
須 恵 器郎c

上 師 総長fd

5-44 

須 恵 骨量査

土 師 総長F

5-45 
須 恵 器珂之、費、破片

5-46 

土 師 器亦a、皿a、雪量、抱手
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$ 96 

須 J恵器費

上 師 器原被片、建

白 磁破片(1)

中国胸器盤日(1)

瓦 額破片

0
0
 

5
須
上

S 65liil晶色上

須 .¥!i 総珂ミ×皿、翌

上 師 2号郎×皿、費

瓦 額破片(格子)

S-47 

須恵

土師

S-97 

須恵器亦c、議3、鐙b、費

土 師 総停破片、椀c、翌

黒色土器 A類破片

白 磁倒 IV(1) 

館州窯系青磁破片目(1)

瓦 類平瓦(格子)

器亦?

骨量破片

$-82 
須 J恵務停a，>fc、皿a、倒c、益3、蓋4、蓋l、費、現

上 師 器停止 J'I'd，豊臣、カマド、犯手

製底土様焼担匝賞

馬色土器 A類舷片、椀
瓦 頚平瓦{縄)

総破片

栂破片

$-83 

須恵

上 師

持Jifa、肌a、復

S-68 

須 恵

土師

器郎c、賞、費、

総杯a、椀c、質

磁倒 1(1)

頼平瓦{縄)

$-50 

須恵

上 師

自
瓦

器珂ミa、亦c、珂'c3、皿a、盆c、雪量

器費 $-98 

須 恵 器郎破片、郎c、義

土 師 掃杯a、つまみ、費

黒色土器官 A顕椀c
瓦 類平瓦{縄)

$-99 

須恵

上師

器節c、受

骨量郎a、費
器破片

務費

器珂'a、亦c、益3、墾

器Jifa、雪量

額丸瓦、破片

$-100 

須恵

上 師

瓦

$ 85鼎茶色上下層

須 恵 総珂'C、大亦c、郎aX高原a、血a、備c、蓋l、蓋3、基c3
蓋c、登c、長顕壷

器皿、皿a、llIla(7c後期)、大杯c、倒c、倒c、椀c(ミガキa)

停×皿a、高郎、短顕壷ヲ、費、小費

品土壁

$-70黄褐色土

須恵器節c、皿a、蓋l、益3，痩

上 師 骨量郎a、Jifd、椀c、費

黒色土器 A類繍c
瓦 頬文字瓦

石 製品砥石

器亦

$-53 

須恵

恵
師

p
h
u
 nr

須

上 $-101 

須恵総停c、益3、議c、費

上 師 器卸破片、倒c、費

県 色 土 椋 A頼椀c

瓦 類平瓦(格子)

石 製 品平玉石

師

製

$-150晴茶色土

須 恵 骨量Jifa、停c、益3、蓋c、査、音量

土師器卸c、椀c、費

瓦 類平瓦(格子)

総破片

禄繍c、復

$-86 

須恵

土 飾

緑郎、停止蓋l、費

総郎a、郎c、費

類丸瓦、破片

恵

師

$-150/，1¥茶色上
須 恵 器 卸a、珂'C、皿a、蓋3、葺a、議c1、高郎、賞、費

上 師 緑町、Jifa、原c、杯d(ミガキη、費、カ7 ド

J且 色 土 緑 B類倒c
瓦 類平瓦(縄)

弥生土総費(丹塗り)
上 製 品鈎型つ

器亦a、鑑c3、査

器亦cX皿c、雪量

器 壷 ?

品焼土塊

総郎a、杯c、蓋1、蓋3、費

器椀、墾a

$-150黒褐色土

須 恵 緑郎a(小回り、益2、蓋cl、鑑a、高師、盗、費、息ワ

土 師 器亦c、皿b、椀c、高珂人望
1: ，世 品とりベ

器杯c、益3、蓋c、鉢

器卸?、珂'a、聾

S-89 

須恵

上 師

器董3、董4、雪量
勝郎(ミガキa)、費

額破片

恵
師

3
 

7
 

テ
須
上
瓦

器卸破片、受

器卸.雪量

器杯、費 $-90 

須恵

土師
$-150明茶色土(cO)

須恵総杯c、血a?、賞、現

土師器費

黒色上骨量 A穎破片

総長顕盗

総敏片

古

品

師

a
U
1
 

シ
須
上

品破片(黒曜石)

$-58 
石 軍国

Q
d
 s

須
上
土

総Jif，塑
器珂之、現

$-150明茶色上(c6)

須恵総郎?、輩、費、費

土師器'1

石 製 品事l片(鼎曜石)

器舷片

器量3、聾

品生産用具ワ

恵
師
製

$-92 

須恵

瓦

緑費、舷片

額平瓦(縄)手把

聾
聾

?・

ム
a
h

片

惹
亦
磁

器

銀

総

恵

師
底土

$-150茶灰色上

須 恵 器卸c、雪量
上 師 器椀(弥生か?)

$-93 

須 J恵
上師

土製

¥lIIJif 
総凪ワ、聾

品焼土塊
$-75黒灰色上

上師総杯a(へラ)、椀c、宮E
1，1¥色土器 A額倒c

黒色土器 B煩椀c

$-60茶褐色上

須 恵 栂亦c、蓋c3、雪壇

上 師 器官拒
$-150淡茶色上

上師器聾

$-150淡灰色砂

須 恵総長F破片

土師器費
弥生土緑豊ワ

$-150鳳色上

須 恵 線旅c、杯c、益、蓋3、高郎、費(へラ記号あり)

上 師 器停a(9c中期)、椀c、高杯、捜

黒 色 土 器 A顛倒破片

瓦 類平瓦(絡子)

弥生上総費?(丹強引

$-95明茶色上

須恵器亦a、停c、益、益a、現

土 師 器郎被片(ミガキa)、雪量

弥生土器費?

$-95暗茶色土

須恵器杯c、皿a、益3、益c、遊e、翌
土 師 器停a、高郎、鉢ワ、費

県色土器 B頼血c

瓦 類平瓦(縄)

石 製 品滑石良品

。。7
 

テ
須
土
鋭
瓦

$-150最下層

古式士郎勝賞、二重口縁坐

$-150茶褐色土

須恵器杯a、郎c，皿a、遇、質

上 師 骨量跨破片、郎d、現
瓦 顕平瓦(縄)

石 製 品事l片(黒曜石)

$-150茶色土

須 恵 器珂'c、建、雪量

土師総師、賓

越州織系青磁破片[(2) 

瓦 類平瓦(縄)
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師
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須恵器杯a、Jifc、費
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拠色上器 A顛倒舷片

$-67 
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田
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nr
須
上
製
瓦
弥
上

士

上

恵

師

底土
E国

$-88 

須恵

土師

$-56 

須恵

$-57 

須恵

上 師

$-75茶褐色土

須恵穏蓑3，費

土 師 器椀、雪量

黒色上骨量 A顛倒

黒色土器目頭摘c

瓦 額平瓦(二m格子)、丸瓦
石 製 品砥石ワ、石鍋

$-59 

土師器節、費

照色上総 A~翼線c

$-60 

須

上
製

務費

器雪量

$-94 

須恵

上師

窓
側

au nr
須
土
瓦

$-60胤働色上

須 恵器 郎c、聾

上 師 法郎破片‘費
瓦 頬丸瓦破片 総輩、理

器亦a、杯d，倒c、費、カマド

1Ii平瓦(格子)、文字瓦

骨量杯c、益3、蓋c、費

器小皿a、原a、郎c、現

1Ii平瓦(絡子、縄)，丸瓦(格子)

総珂'8.蓋3、盗、現
総郎c，杯d、費

総焼溢盗

額平瓦(縄)

恵

部

品証 上

恵
師

9
 

7
 

Rr
須
土
瓦

$-80 

須恵

上締
瓦
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$-65茶褐色土

須恵 器杯c、費

上 自石 器Jifa、椀c、現

瓦 顕平瓦(縄、格干)

総舷片

器破片

器聾

器破片

総破片
総郎a

$-48 

須恵

土 師

$-49 

須恵

土 師

$-84 

須恵

土師

罷費、破片

$-70茶偽色上

須恵器師、捜

上 飾 器長fa、郎c(ミガキa)、原d、椀

越州黛系青磁Jifト3(1)
瓦 煩平瓦(格干)

$-69 

上師
器珂ミa、現

$-51 

土 師

$-52 

須恵

土 師

7
 

し
J

須
士
瓦

器破片

栂破片

$-55 

須 恵 総杯c、蓋3、輩、雪量

上 師 総杯a(へラ)、倒c

黒色土器 A顛倒破片

黒色上器 B頼破片

組州窯系青磁郎[(1)越破片目 (4)

瓦 額平瓦(縄)

石 製 品事l片(黒曜石)
7
 

0
0
 

子
須
土
製
土

$-71黄茶色上

須 J恵器亦c、益3、質

上 師 器 亦 弘 樹c
1，1¥色土器 A煩倒

瓦 顕平瓦(格子、ニ藍絡下)

金属製品丸，r?、鉄鉱×盤状工具

S-72 

須恵器杯、受

土師総長F、捜

黒色土器 B頬破片

$-55貨茶色土

須恵器皿、益3、費、費

上師総郎、翌

緑軸陶器椀

瓦 類破片(格下)

恵
師

?
 

?
'
 

nr
須
上
瓦

器卸aX皿a、短顕登

器 杯、 費

$-62 

土 師 総費

黒色上器 A額倒c

恵

師

6
 

nr
須
土

路建ワ

捺破片

$-64 

須 恵 緯節c、聾

土師 器卸a、費

黒色土器骨 A顛倒c
越 州 窯 系 青磁皿ト1(1)

$-63 

須 j恵
上部
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掛 種

表 4 第 178次調査 土器供膳具計測表
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耳c へラ R-014 Fig.24'5 12.45 3.9-4.1 8.8 

R←011 Fig.24'3 1.6+。
R-008 l' i ，. 25-16 (23. 0) 2. 2+α 

on. ヘラ R-016 Fig.26-18 2.5令。 (11.8)

係， ~ラ R-005 Fig.25-11 12.85 3.2 10.2 

k皿c R-001 Fig.25-19 1.45+0. (11.8) 

様 種.3 
量3
岬c
耳c へラ

郎c へラ

皿a

k師器 大量3

5-30貸茶色上下層

櫨耳'1 器圃
須恵器 町a

野c へラ

師c へラ

昨c

上師器

遺物番号 図書券 口径 棒高 底径 ιA B 

R 010 Fig.25-23 12.65 3.4 8.4 j_ 0 
R側 Fig.25-24 10.8 3.16 8. 25 ~ 0 
R-凹1 Fig.25-25 13.0 4.0叶 3 8.45 .L 0 
R凶8 Fil.25-26 13.4 4.2-4.6 9.15 _:_ 0 

耳c ヘラ R一冊9 Fi，.25-28 (14.0) 4.3 (9.8) 0 
耳c へラ ト013 Fi..25-27 (13.8) (3.7) (9.0) 0 
師c R-Ol2 Fi..25-22 (1'.6) (19.2) (10.4) 

蓋3 R-QOI Fig.26-32 (20.0) L 3+0. 

R-OI4 Fi，.26-33 (13.7) 4.0 (10.2) 0 
R-002 Fi，.26-34 (20.4) 1.5φa 

R-OII Fi，.26-35 (14.4) 3.5 (11.6) 0 
R-015 Fi..26-36 14.0 3.35 13.35 0 
R一∞3 Fig.26-37 1. 4+0 (15.4) 

c
 

陥

E
酌
酌
一
周
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S 31 

橿矧l
上師掛

E量種 瞳鞠轟母 図書骨 口径 棒高 底怪 A 8 

(19.0) 3.15 (16.3) 
2.1φn (7.5) () 

2.' 7.9 (】

1 7+0 (8.7) 

2.6'. (8.2) 
1.6+0 (6.8) 

緑色上総A

皿a
昨a へラ R-OIO 

坪a へラ R"OI2 
楠c

圃c
椀c へラ ト011

陶 R-凹2
鈍

椀c
3.2+α 

1.9+α(7.') 

R -006 Fig. 20. I 

Fig.20-3 

Fig.20-2 
R-OOI Fig.20-6 
R-005 Fig， 20-5 

Fig.20・4

Fig.20-11 
R-003 Fig.20-10 

R-OI3 Fig.2O-9 

3.16+。

5-31胤茶色上

種別 器極 遺骨番号図書号 l 口径 棒高 底径 A 8 

型車器 l 聾c3 R-002 Fig.ZO-14 1.35+a 

争 董3 R-OOI Fig.20-15 (15.6) 2.0令。 (9.5)

土師器 時. ~ラ R-004 Fig， 20-16 1. 56+0 (8.0) 0 0 

S-35 

種別

土師器

摘c
11¥色土器A 圃c

5-35下層

種別

須車器

土師総

鼎色土器A l!l， 

楠

掬

醐c
同c

抽c
摘c

随c
随c
圃c

5-35最下圃

種別

上師器

鳳色土掛A

S-36 

橿別

上師器

5-38 

橿且l
鼎色上掛8

器種 遺骨昏号 図書号 口径

R-叩2 Fig.17-8 13." 
R--0O3 Fig.17-6 13.3 

R-004 Fio:.17-1 13.3 

骨勺05 Fig.17-9 13.5 

R-006 Fig.11-6 13.0 
R-007 Fig.17-1 (11.2) 

Rべ>OS Fig. 11-2 12.6 4.0 
R-OiO Fig.17-4 (12.8) 3.6 
R-OII Fig.I7-JO (13.7) 3.5 

郎8 へラ R-OI2 Fig.17-3 (12.8) 3.15 

陣. ~ラ R-O I8 Fio:. 17-11 (13.8) 3.2 
蝿c R-OI3 Fi露 IH2 (1'.3) 4.9 

R-OI4 F'ig. 17-13 (15.0) 5." 

R-009 Fig.17-16 (16.8) 5.8 8.0 

器河町 底値 A B 
4.1 7.2 郎a へラ

耳.、ラ

揮a
町a へラ

揮a ヘラ

3." 7.9 
3..5 8.6 
4.0 7.4 

3.4 : 8.5 0 
3.0 (7.9) 揮a

即a へラ

即a ヘラ

卸a へラ

8. • 
7.8 ，0 
(9.0) 0 0 
(6.6) 

(8.2) 0 
(7.1) 

7.6 0 

総種 遺骨昏骨 図書骨

Fig， 18-) 
口径 総高 底径

(1..') 6.9 7.5 倒c R-OI8 

陣a イト R-QO. 
陣a ヘラ R-005 

郎. ~ラ R-006
師8 ヘラ ト017
耳a イト R-OI9 

耳a ヘラ R'022 
昨. ~ラ R-023

耳. ~ラ? R-024 

昨. ~ラ R'025
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国
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凶

昨

抽

出

g
g
g
噌

g
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日
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H
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日

目
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6
0
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1
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0

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
 

ラ

ラ

一

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

a
a
a
a
a
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c
e
t
c
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坪

昨

師

陣

皿

皿

M
楠
岡
崎
臨
馳

Fig.18-4 

7.4 X 

7.8 0 
(8.6) 0 x 
(10.8) 

(9.0) X X 

2.2+(1 (18.2) 
2.6+Q 8.0 x x 
3.2+0 (12.6) 

2.8'0 (9.2) 0 
3，'φo (9.0) 0 

(7.) X 

Fig.18-19 

Fig.18-22 
Fig. 18-20 
Fig.18-21 

R-007 Fig.18-18 

R-037 Fig.18-33 

R-033 Fig. 18-24 
R勾034 Fig. 18-25 

R-009 Fig.18-27 

R-OIO Fig. 18-30 

2.7φα 

(22.8) 3.3+0 

1.8令 α

3.1φα 

2.3+α(7.3) 
3.2φo (8.2) 

(8.7) 

0
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7
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a
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R
R
R
F
ト

器置

耳a イト R-OOl 
卸a イト R-002 

陣a へラ R凶5
師a へラ R一回6

B
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径
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師
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鶴
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号昏図母書物置

Fig.19-4 
Fig.19-3 
Fig.19-1 

Fig.I9-2 
皿s へラ R-003 Fig. 19-6 

皿a へラ R-004 Fig. 19-5 

倒c イト ト010 Fig.19-7 
柚c ヘラ R-007 Fig.19-9 

R-008 Fig. 19-10 

0
 

4
叫

則

的

同

7
0
伺
川
但
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)

 

0

0

8

 

8
8
7
 

(
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o
a
a
 

e
u
F
H
 

7

:

4

 

2
1
4
 

蝿c

器橿 遺物置F骨図書号 口径 総高 底径 A B 

耳a へラ R-<102 Fi..3O-8 (1'.1) 3.5 (8.2) 
倒， Rベ>03 Fig.30-9 (14.85) 4.9+0 

鋸暢 遺骨嵩号図書停 口径 棒高 底径 A 8 

倒c へラ ト帥1 Fjg，20-18 2.4+α7.95 

S-.O 

慣即I 器橿

須恵器 置3

葺3

葺3

即e
肺c

遺物番号 図書号 口径 総高 底径 A 8 

R-002 Fig.34-1 1.6φ。
R-003 Fig.34-2 1. 15+0 

R-004 Fig.34-3 1. 7・a
R-OOI Fig.34-5 1.9+0 

R-叩5 Fig.34-4 1. 7+α(8.8) 

5-60茶褐色上

鑑別 舵積 る遺物暑~図番号 口径 穂高 底侵 A 8 

須車鱒 董c3 R-OOI Fig.20-19 1. 5+0 

野c へラ R-()02 Fig.20-21 1. 3+ 1) 0 
郎c へラ R-003 Fig.20-20 (13.') '.9 (10.6) 0 

灰褐色土

橿別 器橿 遺物番号図書暢 口径 器高 底筏 A B 
須恵器 腕? R-002 Fig.35・1 - 3.15+1) 

事色土

橿J!ll 器種 遺物書号キ 図書~ 口径 総高 底径 A 8 
総色土器A 鈍c R-004 r ー (12.2) '.8 (8.5) 

0

0

0

 。

。
H

X

X

X

 

O
 

x
×
×

O
×
び

0

0

0

 

。

0 
0 
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シ70歯槽色 l
種別

須恵掛

器櫨

轟3.3 
置3

置3

上師栂 小限.2 へラ R-007
耳a へラ R-008

郎. ~ラ ト叩9

蝿c

甜鞠』佐号. 凶昏9今 日11 器高 底径 A 8 

R-002 Fig.30'l5 (14.2) 1.85+0 (8.4) 

R-'003 Fig.30-16 (l5.2) 2.0+α(8.0) 

7
8
1
0
 

1
1
2
2
 

0
0
0
0
 

3

3

3

3

 

8
8
g
S
 

F
F
F
F
 

5

6

 

回

叫
R

R

 

Fig. 30， 19 

R一回1 F唱。 30-22

S-70事尚色土

檀~II 器橿

土師器 輔×丸底師

S-75茶悔色上

恒則 器極

上師鶴 岡×丸庭師

1. O+u， 

1. 0+0 

1.05+α 
1.3+0. 

1. 6+α 
3.7+α 

遺物置号 図書号 口径 器商 底径 A 8 

R-曲 2 Fig.30-13 3.55吋

轟物.吟図書号 口径 器商 底径 A B 

R-OOI Fig.26-39 3.3令 α

5-75鼎灰色上

値J!ll 栂橿 壇物番骨図書号 口径 棒高 底径 A 8 
土師僻 ‘ 同c へラ R-OOI Fig.26-43 3.4+α (7.8) 0 

鼎色土踏A' 擁c へラ R-002 Fig.26-44 2.0+0 0 

5-78 

種別 器積 直鞠昏母国番号 口径 棒高 底径 A 8 

軍曙器 昨a R-002 Fig.20-22 14.4 3.6 15.5 

5-85踊茶色土

橿別 総種 遺物昏母国番号

須車総 量.3 ヘラ R-002 Fig.31--1 

置3 へラ R-001 Fig.3卜2
郎a ヘラ ト回3 Fig.31-3 

耳，3 へラ ト005 Fig.31-8 

耳.3 へラ ト011 Fig.31-7 
耳，3 ヘラ R-012 Fig.31-4 

揮，3 へラ R-013 Fig.31-9 

郎.3 へラ R-()14 Fig. 31.10 

陣d へラ R-016 Fig.31-6 

耳c3 R-OI5 Fio:.31-5 
)<鏑c R-004 Fig.31-11 

上前総 凪， X耳c R-007 Fik.31-14 

皿c へラ R-006 Fig.3卜 15

固a R-017 Fig.31-13 

2
 

0
 

R
 

-フへ

種

旭
川
栂
&

上色草
川
器

胤
由
直

前

8
調

s
 遺物番号 図書停

Fig.32-4 

R-002 F i g. 32-1 
R-()32 Fig.32-3 

R-033 Fig.32-2 

R-()31 Fig.32-15 

R守001 Fio:.32-7 
R-003 Fig.32-8 

ト加4 Fig.32-11 

耳c へラ ト005 Fig.32-10 

町c へラ R-006 F i o:. 32-5 
師，3 ~ラ R-023 Fig.32-6 
耳，3 へラ R-024 Fig.32-12 

町，3 へラ R-030 Fig.32-9 

大杯c へラ ト021 Fig.32-13 

へラ ト020 Fig.32-14 

R-OI9 Fig.32-20 

董，3 ヘラ

直，3 へラ

董，3 へラ

停.X謝野a ヘラ

耳， ~ラ

耳c へラ

蹄c へラ

血a

上師桜 町×皿a

耳a へラ ト025

太郎c R-026 
太郎c

A.卸c ヘラ R-036 

皿a ヘラ R-OOB 

皿a ヘラ R-029 
倒c

高耳

口径 総高 底径 A B 
11. 5 [.7+0 

(13.2) 1. 9'α(8.9) 0 
(15.5) 3.5 (11.3) 0 
14.4 4.65 11.3 0 

(14.') 3.5 (9.7) 0 
('3，0) 3.7 (8.6) 0 
(14.6) 3.8 (9.7) 0 

1.1>0 (10.') 0 0 
(14.3) '.35 (10.0) 0 
(13.6) 3.B (10.0) 0 
(20. 2) 6.9 (13.6) 0 

2.0令。(12.4)

1.35+α (14.6) 
(16.2) 4.0 (13.0) 

口径 器高

2.5令。

(14.9) 2.6+n 
(15.6) 2.1+0 

15.0 3.1 

(15.0) 4.0 

13." 4." 
(13.7) 3.8 

1.6令。
(16.3) 4.05 

(12.4) 3.3 
(12.8) 4.0 

2.0'"α 
(15.0) 3.8 

(18.8) 6.1 

(18.8) 3.1 

2.8+α 

底径 A B 

(10.3) 0 
(10.9) 0 
12.0 0 

(12.6) 0 
8.9 0 

(10.2) 0 
9.4 0 
11.4 0 
(9.8) 0 
(9.1) 0 
(9.2) 0 
(10.8) 

(12.0) 0 
(16.6) 0 

Fig.32-21 2.4令。

Fig.32-22 2.I+Q (14.0) 

R-035 Fig.32-24 1.9+α(12.6) 

Fig.32-23 (19.4) 4.95 (13. B) 
Fig.32・18 (17.3) 2.6 (13.3) 

Fig.32-19 (19.3) 3.65 (17.3) 
R-034 Fig.32-25 2.6+。
R-037 Fig.32-26 (24.4) 2.55φ。
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5-97 

橿~II

須恵器

種器

渇

沿

c
c

直
E
a
E

師

陣

遺物番号 図書骨 口径 器高

R-QOl Fig.34-7 1. 2+0 

R-004 Fig.34-8 2.75+a 

R回002 Fig.34-9 2.95令。

R-003 Fig.34-10 0.9令 a

底径 A B 

S-I印茶網島色上

種別 器種 遺物番号国書停 口径 穂高 底径 A 8 

須恵器 卸c R-OOl Fig.34寸 7 2.2令。(10.5)

5-150暗茶色上

種別 器種 遺物番号図書号 口径 器高 底径 A 8 

調車総 押c へラ R咽 1 Fig.34-15 (9.6) 3.5 (7.0) 0 
郎c へラ R-002 Fia.34-16 1. 15+α (9.3) 0 

S. 150胤褐色上

積別 器障

須車総 量.1

蓋，1

量l

董2

土師総 皿b

皿b

擁c

遺物昏母 凪番号 口径 棒高 庇径 A B 

R-008 Fig.34-18 (12.8) 1. 6 (6.0) 

R-001 Fig.34-19 (15.2) 2.5"'0 (9.9) 

R-006 Fig.3←20 (16.6) 2針 。
R-GOS Fig.34-21 1. 35+0 

R-002 Fig.34-23 2.J+1;t 

R-003 Fig.34-24 2. 2+α 
+ ゐ

R-004 Fio.34-25 1.6+α(10.2) 

5-1印県色上

楓別 器園

調車総 高野
遺物醤今 国番号 口径 器高 低径 A 8 

R-003 Fig.34-26 4.5+0 (10.0) 

。

2、第 184次調査

3、第 184次調査
砂利

真砂土

(1 )調査に至る経過

調査地は、太宰府市都府楼南 5丁目 900-2、90卜 15に所在し、筑紫野

市に近接した太宰府市の南端部に位置する。

1995 (平成 7)年 1月 11日、都府楼地所より陶山猛氏所有の上地について、

分譲の戸建住宅建設の計画するにあたっての埋蔵文化財の取り扱いについ

一一号
Fig.38 第 184次調査

土層模式図て照会があった。確認調査は 1995 (平成 7)年 8月 29日に行い、遺構が確

認されたため、 1996 (平成 8) 年 6 月 15 日 ~9 月 5 日にかけて発掘調査を実施した。確認調査は狭川|真

ーが行い、発掘調査は宮崎亮一 ・狭川真ーが担当した。開発対象面積 473.81rn"、調査面積 384rn"を測る。

(2)基本層位 (Fig.38)

大宰府政庁跡から直線距離にして約1.3kmの所に位置し、西側に南北に走る水路、東側には市道が

斜めに走り、対象地は三角形の形状をしている。表土は砂利や真砂土で、その下に黒灰色土が遺構面

を覆っている。また、北側では薄いながらも整地が確認できた。 しかし、面的な広がりというより大

きな窪地を埋めたような状況である。

(3)検出遺構

掘立柱建物

184SB005 (Fig.40、Pla.4)

2問 X3問の南北棟の建物。振れはN-1
0
12' 35'-E程度で、掘り方はきれいな方形で一辺 O.53 ~o. 64m、

深さは O.2 ~ O. 35mで、全体的にかなり削平を受けているものと考えられる。柱痕は土層観察から径

O. 1 ~ O. 15m程と推測され、柱穴を掘り方底面に掘り込んでいるものもある。柱聞は梁間 1.9mと2.06m、

桁行 2.3mで、建物の規模は梁間 3.96m、桁行 6.9mである。

184SB010 (Fig.40、Pla.4)

2間 X2聞の総柱建物。振れは N-3
0
4' 8" -E程度で、掘り方は長方形または楕円形で、大きさも深

さもパラつきが大きい。長さは O.6 ~ 1. 1m、深さは O.1 "-" O. 41mで、南側の掘り方 fは浅いピットし

か確認できなかったことからも、かなり削平されているものと考えられる。柱聞は東西1.8m、南北 1.96m

と1.9mで、建物の規模は東西 3.6m、南北 3.84mである。

184SB020 (Fig.41、Pla.5)

2問 X4間の南北棟の建物。梁聞は一見すると l問だが、他の掘り 方と全く状況が異なる浅い土坑

やピットがその中間にあるため、それらを拾い梁聞は 2問と推測した。振れは N-50 13' 25" -Eで、柱

の掘り方はほぼ方形で長さ 0.61"-" 1. Om、深さは 0.3"-" O. 57mである。柱痕は土層観察から径 O.15m 

前後である。柱聞は梁間約 2.1mと約 2.4m、桁行1.6 "-" 1. 8mである。建物の規模は梁間 4.56m、桁行

7mである。

184SB025 (Fig.41、Pla.5)

2問?X4聞の南北棟の建物。振れは N-2
0

55' 17" -E程度で、掘り方は隅丸方形や方形で一辺 O.5 

~ O. 7m、深さは O.2 ~ O. 6mである。遺構は西側調査区外に続く ものの、水路で掘削され、残存して

いないものと推測される。柱痕跡が不明瞭な部分もあり、住問は明確でないが、およそ東西 2.2m、南

北1.9mだが、北から 3問目は他より狭い。建物の規模は東西 4.4m?、南北 7.2mである。

溝

184SD011 
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幅 O.35m、深さ 0.1m、長さ 13.5m 

の南北に続く溝で、振れは N-30
52 

/ 50" -E程度である。滑の北側に

はピットが列状に約 7.5m検出され

た。このピット列は構の底面部分

の残欠と考えられ、これまで含め

るとほぼ調査区を東西に分断よう

に全長約 21m続いている。埋土は

黒茶色土で、底部の凹凸付近のみ

若干明黒茶色土であったが、およ

そ単一層の埋土である。構両端の

高低差はほとんどない。この溝は、

表土除去中に見られた灰色の田畑

の床土を含む溝の埋土とは明らか

に異なっているため、掘立柱建物

184SB020と184SB025からそれぞれ

約 3mの等距離の位置にあるため、

掘立柱建物の区画を意味するもの

と推測される。

井戸

184SE015 (Fig.42、Pla.6)

南北 2.15m、東西1.8m、深さ 2.2m 

の隅丸方形のような掘り方が確認

33.0m 

土層模式図

。 1m 

Fig.42 184SE015遺構実測図 (1/40)できた。掘り方を約 0.3m掘り下げ

た段階で、中央部分が黒色土で、その周囲がそれよりぼんやりと明るい部分があったが、明確に井戸

枠のプランと確認するまでには到らなかった。その後掘り下げていくと深さ 0.5m程から湧水が激しく

なり、深さ 1m程から木片が多く出土し始め、中央イ、J'近からのみ土器が出土した。そして、隅柱もしく

は桟と考えられる丸木材が中央付近に倒れて検出された。黒色土の埋土を掘り抜いた底面は固い砂質

上で、この層が湧水層で完掘後に放置するとすぐにきれいな水が 1m程貯まる状態であった。

土坑

184SK001 (Fig.43、Pla.6)

南北 2.5m、東西 4.5m、深さ O.25mの東西に長い隅丸長方形の土坑である。埋土はきれいな黒褐色士

で、底面からは埋土の異なる小土坑と幅 5cm未満の小さなピット状の凹凸が全体的に確認できた。遺

物の量が少ないため廃棄土坑とは考えられず、作業小屋や貯蔵小屋的なものの可能性も考えられる。

184SK008 

東西 2.96m、南北 4.2m、深さは深い所で 0.66mを測る不定形な土坑である。底面は安定しておらず

問凸している。土坑中心付近の埋土中の一部からは焼土が検出された。

184SK030 (Fig.43) 

表土除去直後は 184SE015によって切られた土坑と考えられたが ひと下げした段階で円形プランを

確認した。円形のプランを確認したレベルで短径 O.7m、長径 0.9m、深さ約 1mの楕円形である。人がやっ
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と入れる程の狭い穴であったが、遺物は多く出上し、底面近くでは郎 aが置かれていたような状態で

検出された。底面からは僅かながら湧/1<がみられる程度ではあるが、井戸もしくは井戸に伴う施設の

可能性も考えられる。

184SK035 (Fig.43) 

調査区際に位置するため全容は把握できないが、南北約 2.旬、東西約1.3m、深さ O.5m前後の南北

に長い上坑と考えられ、 一見上墳墓ではなし、かと思わせる形状を示している。埋土はちょうど半分程

で大きく 2層に分かれ、上層が暗灰褐色士、下層が黒褐色上で、その境にその 2層より明るい埋土を

挟んでいる。上層は多量の遺物を包含するが、下層からは遺物が殆ど出土しない。

埋没途中の上坑を廃棄上坑として利用したものと推測される。

その他の遺構

これらの状況から。
。。
。

184SX007 

184SK015の西側に見られる黒色上の不定形のヒット群である。その形状から足跡ではなし、かみられ

た。寸法は長さ 9cm、12cm、15cm、19cm、24cmを前後する 5種類の大きさで、足跡にしてはやや小さ

い感じを受けるが、この中に牛などの動物の足跡も含んでいるものと考えられる。このような遺構は

今回の調査でこの付近のみに確認できることから、井戸際が柔らかい地盤であったため残ったのだろ

うか。 しかし、掘立柱建物の掘り方の残存状況から、かなり削平を受けており、当時の生活面は遺構

面よりかなり高い位置だ、ったと推測されるため、足跡と認定するには検討を要する。

。u、

"-' 

一一/し士一

凶一凶・

0
3m

 

てモフ「 184SX019 

調査区西側にみられる落ち込みで、東端は確認できるが西側はさらに調査区外に続いている。埋土

は灰褐色砂質土で深さは O.3mを測る。さらに西側の調査区際で、は黒色土に黄褐色上を含む埋土が確認

一段深くなっているようだが、調査区際のため底面まで確認していない。埋七の状況から上部

SK035 

され、

については現在隣接する水路の前進的なものと考えられ、比較的新しいものと考えられるが、下部の

段落ちに関しては、掘立住建物の掘り方の埋上に似ているため、奈良時代から存在した可能性が考え

184SB005 

184SB005b出土遺物 (Fig.44)

内外面とも回転ナデで、内面 F部はナデが強く段が付し、ている。胎土は

須恵器

郎 c(2) 復元高台径 9.6cm。焼成還元はやや不良で、色調は灰黄色を呈する。全体的に磨滅し高台

はやや丸くなっている。

184SB010 

184SB010c出土遺物 (Fig.44)

皿の体部で、焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。内外面とも回転ナデ。

184SB010i出土遺物 (Fig.44)
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184SK001・030・035遺構実測図 (1/40)
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(4)出土遺物

掘立柱建物

SK030 

須恵器

杯 (1) 復元口径 12.2cm。

精製され、焼成良好で色調は灰色を呈する。

184SB005i出土遺物 (Fig.44)

33.0m 

南北土層

1 32.7m 
-一ーーー ノ ーー一一-
N こ~3'~ S

2'tご斗---て〆九一-/

パ 5/ 6 ..---:1 
4 ープコニミ=-----そy みに『

...___-→でヲ￡二~ ....7 
8 

東西土層

1 327m 

W---Cト←イ E
I 、『ご二三ト3
'¥ 4 

須恵器

皿 a (3) 
2m 。

1 淡灰褐色土
2 明灰色土(貰色土}
3 靖灰褐色土
4 淡黒褐色土(黄色士宮む)
5 4と同じ
6 黒褐色土
7 明質褐色土と黒褐色土
8 灰補色土(黄色土含む)

1 淡灰褐色土
2 暗灰槽色土
3 淡黒褐色土(黄色土宮む)
4 黒褐色土
5 灰褐色土{買色士宮む)

Fig.43 
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Fig.44 184SB005・010・020・025出土遺物実測図 (1/3)

須恵器

杯 (4) やや外反する体部で、焼成還元とも良好で暗灰色を呈する。内外面とも回転ナデ。

184SB020 

184SB020a出土遺物 (Fig.44)

須恵器

杯 c(5) 高台はハ字形に聞き、しっかりと踏ん張っている。復元高台径 8.6cm。内外面とも回転ナ

デ調整。色調は暗灰色を呈する。SB020gの坪 cと同一個体の可能性がある。

184SB020c出土遺物 (Fig.44)

須恵、器

亦 (6) 内外面とも回転ナデ。色調は灰色を呈する。

184SB020f出土遺物 (Fig.44)

須恵器

杯 a(7) 杯の底部とみられる。底径 6.4cm。外面は回転へラ切り後ナデ調整。内面底部は僅かにナ

デ、その他は回転ナデ。焼成還元は良好で、色調は暗灰色を呈する。

184SB020g出土遺物 (Fig.44)

須恵器

杯 c(8) 高台はハ字形に聞き、しっかりと踏ん張っている。復元高台径 8.6cm。底部外面はへラ切

り後未調整か。内外面とも回転ナデで、内面はやや平滑である。色調は暗灰色を呈する。SB020aの杯

cと同一個体の可能性がある。

184SB025 

184SB025c出土遺物 (Fig.44)

土師器

聾 (9) 口縁部を丸く外反させる。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は淡樺色を呈する。体部外面

は僅かにタテハケが残る。体部内面はケズリの後ヨコナデ。 口縁部はヨコナデ。

井戸

184SE015黒色土出土遺物 (Fig.45)

須恵器

蓋 3(1) 小さめの口縁部を作り、外面上半部は回転へラケズリで、内面上半部はナデ、その他は

回転ナデである。外面端部には重ね焼き痕が残る。色調は青灰色を呈する。

杯 c(2) 低い高台を貼付し、復元高台径 10.0cmo 色調は暗灰色を呈する。

土師器

郎 a(3) 復元口径 14.Ocm、器高 3.75cm、復元底径 8.2cm。内外面はミガキ aで、底部外面は回転
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5E015黒色土

一望Hh三三1、¥マー一一「三7司成

て三1三zr
v時 ddfミ 三三三:平ぞ主主J 。 10cm 

J二
。

10 

。 5cm 

Fig.45 184SE015出土遺物実測図① (1/3、7は 1/4、10は 1/2)

へラケズリである。焼成良好で、色調は淡樺色を呈する。

椀 c(4) 復元高台径 9.4cm。内外面はミガキ aで、焼成良好で色調は樫色を呈する。

大皿 a(5) 復元口径 19.4cm、器高 2.3cm、復元底径 16.0cm。内外面はミガキ aで、底部外面は回

転へラケズリである。胎土は微細な金雲母を含み、焼成良好で色調は淡樫色を呈する。

空 (6) 体部内面はへラケズリ、外面はタテハケ、口縁部内面はヨコハケ、胎土には白色砂粒や雲

母を含み、色調は黄櫨色を呈する。

瓦類

平瓦 (7) やや太い格子叩きが施されている。厚さ 2.1cmで、焼成はやや不良で色調は茶黄色を呈

する。

184S印 15黒茶色土出土遺物 (Fig.45)

須恵器

杯 a(8) 外面底部はへラ切り後未調整。体部内外面は回転ナデ。色調は青灰色を呈する。

土師器

-77-
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SE01S黒褐色土

' 曹司二二二二

。 10cm 
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ー。

Fig.46 184SE015出土遺物実測図② (1/3、15は 1/4)

。 10cm 

16 

費 (9) 復元口径 30.0cm。体部内面はへラケズリ、外面はタテハケ、口縁部内面はヨコハケ、胎上

は白色砂粒を多く含み、色調は暗黄色や黄灰色を呈する。

石製品

砥石(10) 大きさは 9.2cm x 8. 2cm、厚さ 5.7cm。主な研磨面は 3面で、僅かな使用面が 2面ある。また、

研磨面の一面に径約 2.2cm、深さ 0.4cmの円形の窪みが施されている。

184S印15黒褐色土出土遺物 (Fig.46、Pla.14)

須恵器

蓋c3 (11) 外面上半部は回転へラケズリで、内面上半部はナデ、その他は回転ナデである。外面

にはへラ記号が施されている。焼成良好で、色調は灰色を呈する。

小郎c(12) 復元口径 10.8cm、器高3.8cm、復元高台径6.3cm。底部内面はナデ、その他は回転ナデ調整。
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焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。

聾 (13) 口縁端部は僅かに肥厚させ丸く仕上げる。体部外面は叩き、その内面に当て具痕が残る。

口縁部は回転ナデ。焼成良好だが還元不良で、色調は灰色や淡赤茶色を呈する。

製塩土器

焼塩査(14) 口径 13.2cm、器高 7.3cmでほぼ完形である。内面はへラケズリ、外面は指頭圧痕が残る。

焼成良好で色調は黄樺色を呈する。

瓦類

平瓦 (15) 内面は弓切りに布目痕が残り、外面は縄目である。側面はへラ切りで面取りされている。

焼成は良好で、色調は暗灰色や暗黄灰色を呈する。厚さは最大 3.7cm。

木製品

下駄(16) 下端が欠損しており、現存長 26.4cm、幅 10.4cm。径 0.8......_， 1. 0 cmの円孔が 3ヶ所あけられ、

鼻緒を通していたものと考えられる。指があたっていた部分はすり減り若干へこんでいる。下駄の歯

は幅 4cm程だがほとんど削れており、僅かに段が残る程度である。また、先端部も使用により全体的

に丸味を帯びている。

錘状木製品 (17) 大きさ 8.1X 7.4 cm、厚さ 5.9cmで、丸木を切断し、側面も全て面取りしている。

断面部は、片方はやや尖り気味に削っているが、もう片方は丸木を切断した時の状況に近い痕跡がみ

られる。これは一見槌の子のようであるが、断面部は両方とも削られており、欠損した状況は見られ

ないため、どういう目的で加工したのか不明である。

土坑

184SK001出土遺物 (Fig.47)

須恵器

蓋 1(1) 復元口径 12.0cm。外面上半部が回転へラケズリで、その他は回転ナデ。焼成は良好で、

還元はやや不良で、色調は淡赤紫色や淡灰色を呈する。

184SK030最下層出土遺物 (Fig.47)

須恵、器

蓋 c3 (2) 復元口径 15.2cm、器高 2.2cm。外面上半部は回転へラケズリ、その他は回転ナデ。焼成

良好で色調は灰色を呈する。

蓋 3 (3) 外面上半部はへラケズリとみられ、その他は回転ナデ。焼成還元ともやや不良で白黄色

を呈するが、口縁端部外面は黒灰色を呈する。

坪 c (5、6) 5は復元口径 14.8cm、器高 3.9cm、復元高台径 10.4cm。底部外面は回転へラ切り後未

調整で、ヘラ記号が施されている。底部内面はナデ、その他は回転ナデ。色調は灰色を呈する。6は

口径 14.7cm、器高 3.9cm、高台径 10.4cm。外面底部は回転へラ切り後未調整。その他は回転ナデ。焼

成還元はやや不良で、色調は淡茶褐色を呈する。

高坪 (4) 高杯の杯部の一部で、内外面とも回転ナデ。色調は暗青灰色を呈する。

土師器

聾 (7) 口縁部をやや肥厚させる。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は淡赤茶色を呈する。外面は

タテハケで、煤が付着する。口縁部内面はヨコハケの後ナデ調整か。体部内面はへラケズリ。

184SK035黒灰色土出土遺物 (Fig.47、Pla.14)

須恵器

蓋 a1(8) 復元口径 13.6cm、器高 1.9cm。外面頂部はへラ切り後組いナデ調整で、へラ記号を施す。
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3、第 184次調査

黒茶色土
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5cm 

第 184次調査その他の遺構出土遺物実測図 (1/3、3は 1/2)

金属製品

用途不明鉄製品 (20) 厚さは O.4 -----O. 6cmで、 T字形で両端は欠損しているとみられる。

鉄棒 (21) 欠損しているが、現存長 7.1cm、厚さ O.4 -----O. 5cm。図の上部から O.5cmほど孔が開け

られている。

184SK035黒色土出土遺物 (Fig.47)

須恵器

小蓋 3(22) 口縁端部を僅かにつまんでいる。外面上半部は回転へラケズリ、その他は回転ナデ。

内面には自然紬がみられる。

土師器

椀 c(23) 復元高台径 8.2cm。内外面ともミガキ aを施す。色調は樟褐色を呈する。

その他の遺構

184SX019出土遺物 (Fig.48)

瓦質土器

鉢 (1) 内面と口縁端部は細かいハケが施されている。外面は磨滅し調整不明。焼成はやや不良で、

色調は白灰色を呈する。

染付

皿 (2) 復元高台径 6.0cm。全面に内面に青白磁のような淡く青味がかった紬を施し、内面に濃青

色で文様を施す。紬は光沢があり、細かく貫入が入る。また、内面に目跡を残す。

第 184次調査黒茶色土出土遺物 (Fig.48)

石製品

石嫉 (3)

(5)小結

第 184次調査で特筆すべきことは、計 4棟の掘立柱建物が確認されたことと出土遺物のほとんどが

7世紀末-----8世紀後半のものということである。

掘立柱建物については、柱穴の埋土が包含する遺物には時期差が見られ、 SB020のように 7世紀末

の造物を包含しているものもある。しかし、出土遺物が極めて少なく、遺物だけで時期を特定するに

は厳しい状況であるが、 7世紀の可能性を残しつつも、全体として奈良時代の遺構と判断すべきと考

える。SB005とSB010は新旧こそ不明だが重複しており、建物としては最低 2時期あったがわかる。

出土遺物や建物の柱筋などから遺構の時期を大きく分けると以下のように推測される。

[奈良時代前半1・・.SB010 . 020・025、SK001. 030、SDOll

[奈良時代後半1・・.SB005、SE015、SK035

条坊の南辺部に位置するこの付近は、近年調査例が増えてきている。詳細については今後整理し明

らかになると思われるが、奈良時代の遺構を中心に僅かに平安時代の遺構や遺物が見つかっている。

そのような状況でこの調査地付近だけ平安時代の遺物がほとんど出土しておらず、建物を伴う土地利

用は、奈良時代のみという限定的なものであったことが窺える。 しかし、その明確な理由は見出せない。

。

Fig.48 

21 。

¥亡五宜主マ23

20 

先端部と基部の片方を欠損する。現存長 3.5cm、厚さ 0.6cm。黒曜石製。
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色調は暗灰色を呈する。

蓋 c3(9) 円径 14.2cm、器高 2.45cm。外面上半部は回転へラケズリ、内面上半部は不定方向のナデ、

その他は回転ナデ。内面は若干黒く墨痕とみられる。色調は灰色や暗灰色を呈する。

蓋 3(10、11) 10の外面上半部はヘラ切り後未調整。その他は回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。

11は口縁端部を小さな断面三角形にする。内外面とも回転ナデで色調は灰色を呈する。

壷蓋 (12) 復元口径 10.6cm。外面頂部は回転へラ切り後未調整で、その他内外面は回転ナデ。色

調は青灰色を呈する。

小原 a(13) 復元口径 9.Ocm、器高 2.4cm、底径 6.0cm。底部外面は回転へラ切り、内面ナデ、その

他内外面は回転ナデ調整。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は明灰色を呈する。

郎 c(14 -----16) 14は口径 12.8cm、器高 3.75cm、高台径 8.7cm。底部外面は回転へラ切り、底部内

面は一方向のナデ調整。体部は内外面とも回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。15は外側に踏ん張る高

台を貼付する。復元高台径 9.0cm。底部内面は不定方向のナデで、底部外面は焼成時に荒れている。

色調は暗灰色を呈する。16は復元高台径 10.2cm。焼成はやや不良で色調は灰色を呈する。

土師器

大蓋 c(17) 内外面ともミガキ aで、ツマミの下部にあたる内面は回転ナデ。胎土は精製され、微

細な金雲母を多く含む。焼成は良好で、色調は茶黄色や褐色を呈する。

議 (18、19) 18は体部外面がタテハケ、内面はへラケズリで、色調は淡燈黄色を呈する。19は若

干口縁部を肥厚させ、口縁部はヨコナデ、体部外面はタテハケ、内面はへラケズリ。色調は淡樫黄色

を呈する。
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表 5 第 184次調査 遺構一覧表

5-番号 遺精番号 種別 埋 t等 埋没時期 地区

1845K001 上坑 黒色土 7世紀末頃?(奈良?) 83 

2 上坑 黒色土 C3 

3 ヒット群 黒色 k 84 

4 上坑 緑色土 84 

5 1845B005 掘立住建物 黒色上(黄色ブロック混じり) 奈良時代 A~0.5 ・ 6

6 1JJi. 灰褐色上 現代ワ 9ライン

7 1845X007 足跡? 長さ9cm.12cm. 15cm， 19cm， 24cmを前後する5積類 A8 

8 1845K008 上坑 黒色上 埋上中央付近に焼上あり 04 

9 上坑(窪み) 黒色上 F7 

10 1845BOIO 倒立柱建物 黒色土(黄色ブロック混じり) 奈良時代 CO.5・6

11 18450011 f詩 県茶色上 奈良時代? 8ライン

12 上坑(窪み) 黒色土 E6 

13 土坑 黒色土 E7 

14 ピット 黒茶色土 F8 

15 1845E015 井戸 黒色上 8世紀中頃~後半 B7 

16 ピット F8 

17 ピット 黒茶色土 F8 

18 ピット 黒茶色士 F8 

19 1845X019 段務ち 灰褐色砂 5-25→5-19 9ライン

20 1845B020 掘立柱建物 7世紀末頃ワ(奈良?) E~G. 5~7 

21 上坑 黒茶色上 B8 

22 上坑 mみ) 黒色上 F8 

23 ピット 遺物なし G8 

24 ピット 06 

25 18458025 姻立柱悠物 8世紀前半~中頃ワ 9ライン

26 ピット 05 

27 復み 黒色上 F6 

28 rlみ 黒色土 H8 

29 構 G7 

30 184SK030 上坑(井戸?) B世紀前半~中頃 88 

31 ピット 遺物なし B4 

32 土坑 18 

55265.0 33 ピット 118 

34 ピット G8 

35 181SK035 上坑 黒色上 8世紀後半 I7 
B 

36 ピット群 G8 

37 ピット 18 

上坑ワ 19 。10 9 8 6 5 3 2 
38 

5m 39 1糞 黒色土 19 

-45090.0 -45080.0 41 上坑 J9 

42 上坑? 黒色上(黄色ブロック混じり) F6 

Fig.49 第 184次調査遺構略測図 (1/200) 43 上坑? 黒色上(黄色ブロック混じり) F6 

44 ピット G8 

46 ピット G8 

表 6 第 184次調査 条坊関連遺構座標値

遺構番号 | 位置 | 遺構中点座標値 南門からの距離 方位

X Y X方向 (m) 1 y方向 (m)

184SB005 I 柱穴a 1 55263.9 1 -45087. 142 1 ー1447.3731 -251.9421 
在天d''''''''''1 民計五:語 ! こ・450計'."öï " "r""""'~ï4'4Ö:"652r "u u~25ì. 87i1N~ló 12' 35" -E 

184SB010 I 柱穴a 1 55267.949 1 -45088.205 1 -1443.3351 -253.0451 
. .......荘うそ~"""".T・・・・56.計'ï:-:"54""r"こ・45ö'iis:..ööï . ." 1 "".......~ï439:.5281 一252.879IN-30 4' 8" -E 

184SB020 I 住穴a 1 55275. 348 1 -45088. 625 1 -1435. 9411 一253.5391
- :極犬d"""""1 誌zso':'47s""'f 二伝説長:"ï56""l""""".~ï43Ö:"äö6r"" " ""~253.12íTN--5ó" 13' 25" -E 

184SB025 I 柱穴a 1 55279.936 1 -45094. 291 1 一1431.411 -259.2511 
. 極j天夫;.…………"………"……"….日''1''γγ1""日………….“…….“…….“….“.誌誌.i泌k7干rr.:?::.1.街……"T"“…….“….“.立.i泌09弱弘3.92お5""1""""":::寸1424.2幻341' -25臼8.9町57甘IN仲一20 55グ， 17γ" -E 

l団84必SD凶011 I 北端中点 1 55280.60但2 1 一-45印Oω9引1.285 1 一1430.7141 一256.2521
. 清掃品京"1"""55'z6'7':'7'3z""r"::"4so9z:"i5s""l"""""''::i4'U''59iI ~256. 9961N-30 52' 50" -E 

政庁中軸線方位=N-OO 34' 24" -E 政庁南問中点座標= (X=56708.680、Y=-44820.730) 

-82- 1 -83-
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表 7 第 184次調査 出上遺物一覧表
5-1 
須 ，rl{ 骨量郎(体部丸し、)、蓋l、雪量

士 師 禄郎?、麓c(ミガキa)、費

5-2 
師 総破片

5-3 
須 忠 器破片

5-4 

士 師 緑豊a

5-5b 
須 童1 器官郎

5-5c 
土 師 器破片

5-5. 
須 恵 総量?

t 師 :!li'費

5-5f 

士 白石 総破片

5-5g 

1: 師 総翌

5-5h 
土 師 総破片

5-5i 
須 .¥1): 法郎c
士 師 総破片

5-6 
須 忠 総長頼宣

t 師 務破片

5-8 

須 J忠 日告破片

5-9 

須 J恵 総聾
師 器費

5-10a 

士 師 総費破片

5-10c 
須 恵 総 lllla
上 師 総費

5-10. 
須 恵 総叢破片

k 帥守 器費

5-10g 

上 師 総 w

5-10i 
須 恵 :!li'郎、鐙

士 師 器珂押、建

5-11 
須 恵 総蓋c、翌

士 師 2量破片

5-12 

上 飾 ~量破片

5-13 

土 飾 2量破片

5-14 

土 師 器破片(ミガキa?)

5-14 
須 恵 総議3
上 師 :!li'杯破片、型破片

5-15黒色上

須 恵 掠蓋3、旅c、高杯、畳、長額費、捜

士 師 器杯a、亦d、杯破片(ミガキa)、大皿a、倒c、費、費a
瓦 類平瓦(格子)、平瓦(縄)、破片(縄)

5-15胤褐色土

須 恵 :!li'小原c、董c3、費

土師器狸a
製品証 t 総焼境彊

瓦 顛平瓦(縄)

木 製 品下駄、用途不明品、杭、仮材、曲物

-84-

5-15黒茶色上

3fj 忠 提郎、長鎖盛、費

上 師 :!li'聾
製晦上 2量破片

瓦 顕丸瓦(縄)、平瓦(縄)
石 製 品砥石

5-16 

七 師 総破片

5-17 
須 恵 器亦c

5-18 

t 師 骨量磁片

5-19 

須 恵 骨量郎c、皿a、重量3.高郎、長額資、理

士 飾 務杯c.費
越州首民系青磁椀。1(1)、 1-27(1)

背 磁破片?(白磁かも)
瓦 頬被片
石 製 品 "J片(鳥嘱石)
瓦質上総鉢

染付(愉入)皿
白 磁破片(1) 肌;IX (1) 

5-20. 
須 恵 掠杯c
土 師 器破片

5-20b 
土 師 器費破片

5-20c 
須 忠 総亦破片

5-20d 

ヒ 師 器型破片

5-20d 

須 恵 総破片

5-20. 
須 忠 骨量破片
十 師 掠費

5-20f 

須 恵 総郎a
t 師 器費

5-20f 
須 恵 総杯a
土 師 2量破片

5-20g 
領 恵 禄郎c、蓋l、w
士 師 器費

5-20h 
須 恵 緑郎

士 師 骨量 lif

5-20h 

土 師 骨量郎破片、型破片

5. 21 

須 恵 総杯c、建

上 師 総費、破片(ミガキa)
瓦 顕丸瓦(縄)、平瓦(縄)

5-22 
須 忠 総破片

t 飾 2量破片

5-24 
須 恵 持益l

5-25c 

上 師 器費

5-25d綱方

士 師 探査9、費

5-25d柱痕

上 師 総破片

5-26 

士 師 総 費破片

5-27 

土 師 2量破片

5-28 
須 .oJi. 総聾破片

上 師 総破片

5-29 
j- 師 出品破片

5-30 
須忠誠郎c、藷3
i: 師 棒高停破片(占し、)、聖

子 30最下層
敏 恵 2苦節c、鐙c3、蓋3、高珂ミ
J- 師総量a
瓦 額丸瓦

5 32 
土師捺聾

5・33

1二 師 総破片

5-34 
1二 郎 器破片

5-34 
士 師 器雪量破片

5-35県灰色土
須 恵 総長干a、小杯a、杯c、亦c、蓋.1、蓋3、蓋c3.重量c、塑

土 師 器大蓋c、原c(ミガキ.)、雪量a

E国溢士総破片
瓦 鎖平瓦(縄)、丸瓦破片

弥生 j: 総弥生(丹盛り)破片

金属製品用途不明鉄製品、鉄棟

5-35黒色土

須 息 苦量郎、小益3、登

k 師総郎c、現

製極七日昔破片

-85-

5-36 
須 恵 器珂ミ

k 師 昔量破片

5-37 
須 恵 器珂ミ

十 師 ‘滋雪量

5-38 
須 ，哩 総雪E

5-39 
十師栂w.
5-41 
t: 師 器杯c(ミガキ.)、費

5-42 
須 忠 松郎破片、鑑3、費

1:師掛亦c、翌

5-43 
須恵器費

士 師 器 亦

~茶色上
須 恵 器師、郎、鐙3、雪量
土 師 :!li'lif(内面時文)、杯c、鑑3、高郎、費

製極 t 恕破片?

瓦 額平瓦(縄)

石 製 品石厳(鳥曜石)

表土

須恵:!li'亦、益3、現

k 師総費

国産陶:!li'催木鉢(現代)、椀(膚樟)
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黄灰色土

F五孟(釧 検出時の取上げ)

。
第 228次調査土層模式図

(単位 cm) 

Fig.50 1998 (平成 10)年 7月 24日にエース建設(株)

住宅建設に先立ち、青柳泰祐氏所有の土地について埋蔵文化

から共同

財の問い合わせがあり、 2000(平成 12)年 12月 19日に確認調査を行い、遺構が確認された。その後

協議を重ね、 2003(平成 15)年 2月 10日に正式な建築計画があがり、建物建築によって破壊が予想さ

れる部分と条坊痕跡の確認のため開発地の西端を調査することとなった。確認調査を行った西端部分

および建物建設地以外の駐車場等の残地には、遺構は保存されている。発姻調査は 2003 (平成 15)年

4月 3日から 6月 9日にかけて実施した。調査は宮崎亮ーが担当した。開発対象面積は 1415rrf、調査

面積は 684ばである。

。由戸∞的寸
4

0
h
oO
凶

(2)基本層位 (Fig.50)

調査前は畑地で、西側の道路より約 0.85m下がっていて、

モロ 。打、
おp;krJ。。:8怜

o O@o 

。。

@ 

0 
この土地が低い

というより周囲が盛土されている。表土は耕作土が厚さ約 0.2mあり、さらに厚さ 0.15mほど床土と思

われる黄灰色土が広がり、それを除去すると明灰色土や淡灰色士の地盤に遺構が確認できる状況であ

る。遺構が確認されたレベルはおよそ標高 30mである。

(3)検出遺構

竪穴住居

228SI080 (Fig.52、Pla.9)

隅丸方形の土坑で、東西 2.8m、南北 3.2m、深さ O.08 "-' O. 3mを測る。東側に炭や焼土が堆積し、焼

土には土器も混じっている。 この焼土の堆積箇所から東側に土坑から突出した掘り込みがみられる。 。 申。
• • 0 。。

また、焼土の両側にはピットが l個づ、つ検出された。土坑の底面は、やや西側が低いが全体的に平坦

である。土坑の規模は住居としては大きくないが、焼土がみられること、煙道のような痕跡が見られ

ることから、底面の 2つのピットを柱穴と考えられる。なお、北側第 222次調査でもカマドを伴う 7

世紀後半埋没の竪穴住居住.53x 3. 58m)が l棟検出されている。

掘立柱建物

228SB045 (Fig.53・54、Pla.8)

~一ープ

振れは E-2
0

49' 50" -Nの東西棟で、桁行 6間 (12.3m)、梁間 2間 (3.65m)で、東西それぞれに l間

とり付く 。北側の 2列に並ぶピットは、やや小さい掘り方で庇と考えられる。 ピットは北西隅で切り

合っており、建て替えがあったことがわかり、北側の列が新しいことが確認された。当初の建物の大

きさは庇を含めると 16.3m x 4. 53mである。南側に庇が廻る可能性も考え、 一部調査区を拡張したが、

2mの範囲では、未確認であったため、調査区内で確認した範囲が建物の範囲と考えられる。主屋は径

O. 35m前後の円形掘り方で、住径は 0.13m前後で、柱聞は南北が1.65 "-' 2. Om、東西は 1.98 "-' 2. 14m、

建物中央には床柱がある。北側庇の柱聞は l.9 "-' 2. 12mで、掘り庁は主屋よりやや小さく径 0.25m前

後で、柱径は約 O.1mである。掘り万は 11世紀後半から 12世紀初めに埋没した遺構に切り込んで建て

られている。

228SB055 (Fig.55) 

第 228次調査遺構全体図(1/200)
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第 228次調査

調査地は太宰府市都府楼南 2丁目 620-2、621-1、621-6で、

周辺一帯はかつて田畑が広がっていたものの、昭和 40年代

後半に宅地造成され、住宅街となっている。

四万より低い士地だが、

Fig.51 

-86-

4、

(1)調査に至る経過
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E
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303m 

。 2m 

Fig.52 228SI080遺構実測図 (1/40)

振れはE-11
0

39' 24"-Nの南北棟で、東西2問、南北2間以上。掘り方は0.4m前後の円形で、柱径は0.15m

程である。柱聞は東西 1.74mと1.78m、南北は 2.02mと2.14mを測る。建物はSs045と重複しているが、

遺構の切り合いがなく、新旧は不明である。

228SB085 (Fig.55、Pla.8)

振れは W-2
0
54' 14" -Nの東西棟で、桁行3問、梁間 2問。掘り方は O.3m前後の円形で、住間は 2.6 

'"'-' 3. 04mを測る。 しかし、ピットは並んでいるが、柱痕が不明瞭で、柱問も広くバラツキがあり、 3

問 X2聞の建物として成立するかは疑問も残る。

228SB090 (Fig.55) 

振れは N-2
0

41' 23" -Wの南北棟で、梁間 2問、桁行 3問だが、西側の lヶ所の柱穴が未確認で、柱

穴の深さもバラバラである。掘り方は O.25m前後の円形で、柱聞は東西約1.8m、南北約 2.Omを測る。

228SB095 (Fig.56) 

振れは E-2
0
52' 24" -Nの東西棟で、東西 2問、南北 2間で、東西両側に l聞の庇を付ける。庇の柱

聞が東西と異なるため、建物として成立するかは疑問も残る。掘り方は 0.25'"'-'O. 4mほどの円形で、

柱聞は東西約 2.2m、南北 1.85 '"'-' 2. 2mを測る。

溝

228SD010・030(Fig.57) 

東西から南北に 90。曲がっている。調査進行上、屈曲部分から東西溝を SD010、南北溝を SD030に

分けたが、同一遺構 と考えられる。SD010の振れは E-OO 36〆58"-Nで、検出した長さは 16.3m、幅 0.85

-88-
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Fig.56 228S8095遺構実測図 (1/80)

形をしていて、埋土状況から自然堆積と推測される。東側の溝 (SD029)は、北側より規模は小さく、

浅いためか連続土坑として検出された。幅 O.15"-' O. 47m、深さ O.05 "-' O. 12mを測る。SD046の西端か

らは土師器が多く出土した。

228SD060 (Fig.57) 

振れは E-6
0

14' 16" -Sの東西溝で、やや蛇行している。検出した長さは 5.7m、幅 O.23 "-' O. 4m、深

さO.14mを測る。SD010と切り合っていて、平面的にはやや不明瞭だったが、土層観察によって、

SD010より古いことが確認された。

228SD065 

蛇行しながら北西から西に続く溝で、長さは 12m以上、幅 O.28 "-' O. 7m、深さ O.1 "-' O. 24mを測る。

埋土は灰茶色土に黄灰色土が混じっていて、黄灰色土が人為的な掘削土のような塊であることから、

自然堆積というより人為的に埋められた可能性が高い。

228SD070 

振れは N-2
0

2' 43" -wの南北溝で、検出した長さは 3.55m、幅 O.7m以上、深さ 0.2mを測る。西肩は

調査区外で確認できていないため、段落ちなど構でない可能性も考えられる。南端部の長さ 1mほどを

完掘したが、その他は掘削せずに保存している。SD075と平行しており、双方の間隔は 2.5mである。

228SD075 

振れは N-1
0

0' 18" -Eの南北構で、検出した長さは 3.05m、幅 O.5 "-' O. 9m、深さ O.04mを測る。南端

部のみを完掘したが、全体的に非常に浅い。

土坑

228SK001 (F i g. 58) 

調査区北端に位置する。東西 2.74m、南北 2.45m以上、深さ 0.82mの円形の土坑である。東側に若

干段が付いていて、それから径約 0.6mの円形土坑になる。深さ約 0.4m付近から炭が一面にみられ、

その層から丸底郎等の土師器が多量に出土した。炭層の直上には薄い砂層が見られた。炭層は厚さ O.1 

'"'-' O. 2mで、個体の揃った土師器が多く見られる。炭と土師器は一括廃棄と見られる。炭層の下は灰色

砂層で、その下は明灰色砂質土である。平面形状から井戸とも考えられたが、炭層が土坑の壁面ぎり

ぎりまで存在していたこと、井戸枠や曲物の痕跡が全く見られなかったことなどから、井戸とは特定

できず、土坑として報告する。
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228SK005 (Fig.58) 

隅丸方形状の土坑で、

東西 1.58m、南北 0.95m、

深さ 0.2mで、埋土は 2層

で、上層は淡灰色土で、

下層は砂層である。

228SK017 (Fig.58) 

調査区北端で検出した

不定形の土坑で、北側に

はさらに続いている。南

子守定主三手寸

土層様式図

E1・2付近 号10灰茶色土

5- 1ぷ~噸色土
1 暗灰色土
2 やや明るい繍灰色土
3 明灰色土{地山に近い土色で一部蝿リ過ぎ)

5D010・060 30.2m 

百可 ι去三=こフ ~ 灰茶色土
5 4 1 やや明るい灰茶色土

3 灰軍色土{泌灰白色土湿しリ).・S.ω力?

; ]明灰白色土日間土の連合圃

E3付近 /5-10で取上げ

/ ~ 

人一一_)~
5-10暗灰色土 5-60暗灰色土

5D050 30.3m 
1 培灰色土
2 揖灰色土と泌明灰色砂置土可l砂置は細力、い
3 ;貞明灰色砂貧土 J 

E6・7付近 5・10暗茶色土

/ 
5~ヲ7N

。 )m 

Fig.57 第 228次調査溝土層実測図 (1/40)

北1.65m以上、東西 1.9m、深さ O.03mを測る。中央付近には O.52m x O. 56m、深さ O.lmの土坑があり、

内部には炭が混じり、土師器翌底が据えられていた。

228SK035 (Fig.59) 

大きさは東西 2.45m、南北 2.7m、深さ 0.9mの円形土坑である。遺物は上層の暗灰色土には小片しか

みられないが、下層の灰色土では、完形の土師器の小皿や丸底坪が出土した。SD030と切り合っており、

現場では SD030より古い遺構と判断したが、その切り合いはやや不明瞭で新旧逆の可能性も残してい

る。埋土は全体的に砂混じりで、壁面が砂質であるため自然堆積の様子が窺える。底面では若干の湧

水がみられるが、井戸枠や曲物の痕跡は確認できず、土坑と考える。

228SK040 (Fig.59) 

不定形の土坑で、南北 1.32m、東西 1.68m、深さ O.35mを測る。埋土はおよそ 2層に分かれ、下層に

土師器を多く含む。上層には遺物が少なく 、下層が廃棄土砂、上層は自然堆積と推測される。

その他の遺構

228SX061 (Pla.9) 

円形周溝遺構で、幅 0.4m前後、深さ O.2 "-' O. 3m程の溝が、外径 2.5mの円形に掘られている。溝で

固まれた中央部分は砂質土で、正円形にはなっていないが し6"-' 1. 7mの大きさである。弥生時代の祭

杷遺構と考えざるを得ないが、特異な遺物が出土しているわけで、はなし、。

(4)出土遺物

竪穴住居

228SI080出土遺物 (Fig.60)

須恵器

蓋 a1 (1) 復元口径 12.Ocm、器高 2.2cm。外面上半部は回転へラ切り後ナデ調整で、へラ記号がある。

その他内外面は回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。

土師器

高坪 (2) 口径 17.2cm。全体的に磨滅するが、体部はヨコナデ、内面底部はナデ、外面底部はへラ

切りが残る。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は暗黄褐色を呈する。

費 (3、4) 3は復元口径 17.8cm。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は燈褐色や暗茶褐色を呈する。

内外面ヨコナデだが、内面下半はケズリのようにもみえる。4は復元口径 13.Ocm。 口縁部を僅かに外

反させる。胎土は白色砂粒や赤色粒を含み、色調は樺色や茶灰色を呈する。全体的に磨滅するが、内

面に縦方向のケズリのような痕跡を残す。

228SI080焼土出土遺物 (Fig.60)
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SK005 

一六とー / 

/ 

/ 一一¥ 皇2m

N ヒニヰコ，S

1 淡灰色土(明灰色土，毘しり、しまっている 1
2 暗灰色砂(砂粒が一級)

305m 

SK017 

よR当 j

。 2m 

可二二_-
己二二二7

30.2m 

=---一一

Fig.58 228SK001・005・017遺構実測図 (1/40)

須恵器

高杯 (5) 口径 14.4clllo上半部内外面は回転ナデ、内面底部は不定万向のナデ、外面底部は回転へ

ラケズリ 。色調は暗灰色を呈する。

土師器

卸 (6) 口縁部の破片で、全形が掴めにくい。復元口径 12.8cm。外面下半は不定方向のナデ、その

他はヨコナデ。色調は樫褐色を呈する。

聾 (7，..，__ 9) 7は復元口径 15.0cm。全体的に磨滅するが、口縁端部はヨコナデ、その他はへラケズ

リのような痕跡を残す。胎上は白色砂粒や茶色粒を多く含み、色調は燈褐色を呈する。8・9は聾など

の体部の一部とみられる。胎土は白色砂粒を多く含み、色調は被熱したように赤褐色を呈する。8は

内面が横方向のへラケズリ、 9は内外面ヨコナデで、外面下半はへラケズリ 。

土製品

土壁 (10) 胎土は 0.4cm以下の白色砂粒を多く含み、色調は淡黄灰色を呈する。

掘立柱建物

228SB045出土遺物
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302m 

SK035土層模式図

SK035土層図

W 
1 やや暗い灰帯色土(=5-30.1と2の境は曲妙)

E 2 灰茶色土

3 やや明るい灰色砂質土

4 貨灰色砂質土

5 決靖灰色粘置土

6 やや明るい灰色砂貧土

7 暗灰色粘置土

8 やや明るい細砂質土

9 臼灰色砂

Fig.59 228SK035・040遺構実測図 (1/40)
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凶
口
凶
ヨ

303m 

303m 

1 説灰色土(薗灰色土置しり、ややしまっている1
2 晴灰色土

3 歯阪色土{淡灰色土湿じリ)

4 晴灰色土(やや砂粒が目立つ) 寸l土擦が書く出土
5 灰色土に淡灰白色土理Lリ(細かい土)J 

6 暗灰色土で2と同色だが、砂粒が粗い

7 極りすぎ

。 2打、

228SB045①出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 a(1) 全体的に磨滅するが、底部切り離しは回転へラ切りに見える。器高 0.85c日10

228SB045④出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 a (2) 復元口径 9.6cm。底部切り離しは回転へラ切りで、内面底部は不定方向のナデ。色調

は明黄櫨色を呈する。

228SB045⑤柱穴出土遺物 (Fig.61)

土師器

椀 c(3) 高台径 7.0cm。内面不定方向のナデ調整。色調は淡黄灰色を呈する。

228SB045⑥柱穴出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 a (4) 底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕を残す。色調は淡黄白色を呈する。

228SB045⑫柱穴出土遺物 (Fig.61)

土師器
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Fig.60 228SI080出土遺物実測図 (1/3)

小皿 8(5) 復元口径 8.7cm、器高 0.55cm、復元底径 6.4cm。底部は回転へラ切り 。色調は淡黄櫨

色を呈する。

228SB045⑮柱穴出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8 (6) 器高 0.7cm。底部切り離しは回転ヘラ切りで、内面底部は不定方向のナデ。色調は黄

褐色を呈する。

228SB045⑮掘方出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8 (7) 底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕を残し、やや厚い。色調は淡黄白色を呈する。

228SB045⑮出土遺物 (Fi g. 61) 

土師器

小皿 8(8) 復元口径 7.6cm、器高 0.95cm、復元底径 6.0cm。底部は回転へラ切り 。胎土は金雲母

を多く含む。

228SB045⑮出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8 (9) 全体的に磨滅する。色調は淡櫨白色を呈する。

228SB055出土遺物

228SB055a出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8 (10) 底部切り離しは回転へラ切りで、その他は回転ナデ調整。色調は淡黄白色を呈する。

228SB055b掘方出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8(11) 復元口径 10.2cm、器高1.3 cm、復元底径 6.4cm。底部は回転へラ切りで板状圧痕を残す。
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Fig.61 第 228次調査掘立柱建物及び関連遺構出土遺物実測図 (1/3)

胎土は黄樫色で金雲母を多く含む。

228SB055d出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿18 (12) 器高 0.95cmo 全体的に磨滅するが、内面ナデ、その他は回転ナデ。色調は淡黄褐色

を呈する。

掘立柱建物基盤遺構

228SX063出土遺物 (Fig.61)

土師器

小皿 8(13""' 17) 復元口径 9.2 ""' 10. 0 cm、器高1.05 "-' 1. 45 cm、復元底径 7.2""'7.8cm。底部は

回転へラ切りで、 13・15・16には板状圧痕を残す。色調はおよそ淡黄白色を呈する。

丸底郎 8(18) 復元口径 16.4cm、器高 3.2cm。底部は押し出しで、板状圧痕を残す。内面磨滅し

調整不明。色調は淡黄白色を呈する。

228SX064出土遺物 (Fig.61)

土師器

丸底杯 8 (19) 全体的に磨滅するが、内面はミガキ bと思われる。色調は淡黄権色を呈する。

228SX066出土遺物 (Fig.61)

土師器

丸底坪 8(20 ""' 22) 復元口径 14.4""'15.0 cm、器高 3.0 ""' 4. 0 cmo 底部は押し出し。21の底部に

は板状圧痕が残る。22は内面ミガキ b、外面底部は回転へラ切り痕跡を残す。

溝

228SD010出土遺物 (Fig.62)

土師器

椀 c(1、2) 2点とも磨滅が目立つ。色調は淡燈白色や淡黄白色を呈する。lは復元高台径 6.8cm。

2は高台径 6.3cm。

丸底坪 8(3) 口径 15.3cm、器高 3.2cm。全体的に磨滅する。色調は淡黄白色を呈する。

228SD010灰茶色土出土遺物 (Fig.62)

土師器

丸底郎 8(4、5) 全体的に磨滅する。色調は黄白色や淡灰白色を呈する。4は口径 15.4cm、器高 3.2cm。
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Fig.62 第 228次調査溝出土遺物実測図 (1/3、23・24・36は 1/2)

5は復元口径 16.8cm、器高 3.0cmo 外面底部に僅かに板状圧痕を残す。

228SD010暗茶色土出土遺物 (Fig.62)

土師器

小皿 8(6......... 9) 復元口径 9，0......... 10. Ocm。器高1.0 ......... 1. 2cm。全体的に磨滅するが、 7と9は底部へ

ラ切りが確認できる。色調は淡黄白色を呈する。

椀 c(10) 磨滅し調整不明。色調は淡黄白色を呈する。
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丸底郎 8(11......... 14) 全体的に磨滅する。色調は淡措白色や淡黄白色を呈する。11は口径 15.8cm。

12は復元n径 16.2cmo 13は内面にミガキ bが確認できる。

228SD010暗灰色土出土遺物 (Fi g. 62) 

土師器

小皿 8(15.........18) 復元円径 9.0.........9. 4cm、器高 0.9.........1. 3cm。底部は回転へラ切りで板状圧痕を残す。

色調は黄向色を呈する。

椀 c(19) やや低く外反する高台を貼付する。内外面とも磨滅する。色調は淡黄白色を呈する。

丸底坪 a (20......... 22) 底部切り離しはへラ切れ 20は円径 15.1cm、器高 3.2cm。底部には板状圧痕

を残す。20と21では内面にミガキ bが確認できる。

瓦類

瓦玉 (23) 大きさは 3.2x 3. Ocm、厚さ 2.0cm。色調は灰色を呈する。

石製品

平玉石 (24) 黒色の石材で、大きさは 2.05X 1. 8cm、厚さ 0.7cm。

228SD030暗茶色土出土遺物 (Fig.62、Pla.14)

土師器

腕 c(25) 復元高台径 5.8cm。色調は暗茶灰色を呈する。

丸底郎 8 (26) 内面ミガキ bだが、外面は磨滅し調整不明。

瓦器

椀 c(27、28) 全体的に磨滅する。27は復元口径 16.6cm、器高 5.4cm、復元高台径 6.2cffio28は

復元口径 17.1cm、器高 5.1cm、高台径 6.1cmo 部分的にミガキがみられ、外面底部は板状圧痕を残す。

色調は灰色や黄白色を呈する。

228SD030暗灰色土出土遺物 (Fig.62、Pla.14)

土師器

小皿 8(29、30) 29は復元口径 9.0cm、器高1.05 cm、復元底径 7.1 cmo 底部へラ切りで、板状圧痕

を残す。30は復元口径 9.0cm，器高 1，1 cm、復元底径 7.4cm。色調は黄白色を呈する。

丸底杯 (31......... 33) 全体的に磨滅する。色調は淡黄白色や淡樟白色を呈する。

朝鮮系無紬陶器

壷 (34) 底部で、色調は暗灰色で、断面は赤茶色を呈する。底部外面は粗いナデ、内面はヨコナデ。

胎土は僅かに砂粒を含むが精製されている。

弥生土器

壷×聾 (35) 弥生上器か土師器か明確に特定しづらい。査もしくは聾の上げ底状の底部で、胎土

は0.4cm以下の砂粒を多く含み、色調は暗黄色や淡黄色を呈する。

石製品

石鍋 (36) 内外面ケズリ痕跡を残す。滑石製。

228SD015出土遺物 (Fig.62)

土師器

椀 c(37) 方形の高台を貼付する。内外面磨滅し調整不明。色調は黄白色を呈する。

228SD020出土遺物 (Fig.62)

土師器

小皿 8(38) 内外面磨滅し調整不明。器高 0.9cm。色調は淡黄白色を呈する。

-99-



4、第 228次調査

SKOOl暗茶色土

一 ι

E ニー一一 1 、-斗.3::二?;'

只ごー トーマラク5 又 ト一一一一グ7

三:民イ~一一1=ーづダ4 て二ーとこ戸グ6 てこ二二」~8

「工J
て二「ιμイ

て二コC?~ヰヨグ

ペミヨι グイ 」ムJ
SKOO1炭層

てー~.Lニフク 16

ヒこヨーイ7

又=二年三三九

て;二二と三三グ30

て二二』~31

て:三三三ユ~=ζプク37

又九一 トーτク38
てご三二二二k=-ーてフク24

丈 L ーヲグ25

て二十一~ -グ26

て一~一三プク32 又'"'==こ宇三=グ39

て三三ドマヲグ33 ~一ーと三グ40
て 』一三プク34 又 」竺モヨグ41六一一上二三プ27

て二コ二三グ28x-ーと=コマ1

又-:::r:三三考2

てこ二二~~35

\ごー~ -グ36

て1二イて二王7.~Ld
τLョデ亡ユヲイてコこJ
てコ:乙J てユ三イ一一

10cm 

てこ- L======コグ29

¥て一一一斗 /グ
~"\\ 1------三戸..-/ ~R 

てコ乙J てコ主メて;].::7.

\\三l~イて~て~

てつトJ ヒユニシイ""~~
七二!と4円二~

Fig，63 228SK001出土遺物実測図① (1/3)

-100-

4、第 228次調査

一弔えこご

SKOO1灰色砂

ぺ二二一主-:z二=フク65

て三三コ~二グ66 ヒコープヲ:ン了

一言
豆町雪

5K023暗灰色土

丈一一斗::;c:三フク 71
， ， ， ， ， ， ， ， ， 

ロ ミドJ70 

一三3 三ゴっとダベヨ二J
一 ;4¥--1 s 

竺~8 ~プ82 三二JJJι以官9
丈十斗-7;9

k}ー主三フペ。
ミ記三主主イ1

又 I -=-づク

~ー」三Y484

又一~ーイ5 実三三乙タf
~ーヒ4f

¥一一主主プフ90

丈一 」ーイ1

ーとこコイ2
‘ 、

。 10cm 

Fig，64 228SK001② ・017・023・035・040出土遺物実測図 (1/3)

228SD058出土遺物 (Fig.62)

瓦器

椀 (39) 口縁端部を僅かに欠損する。内面はミガキ cの後縦方向のナデ、外面はミガキ cで、体部

下半に指頭痕を残す。上半部は黒色化している。
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228SD065出土遺物 (Fig.62)

須恵器

蓋 1(40) 復元口径 14.3cm。内外面回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。

土師器

小皿 a (41、42) 底部は回転へラ切り後版状圧痕を残す。色調は淡黄白色を呈する。41は復元口径

9.0cm、器高 0.7cm、復元底径 6.8cmo42は復元口径 9.4cm、器高 1.0cm、復元底径 6.2cm。

228SD070暗茶色土出土遺物 (Fig.62)

黒色土器

椀 c(43) 若干丸味のある高台を貼付する。復元高台径 5.0cm。内面は磨滅し剥落する。

228SD070暗灰色粘土出土遺物 (Fi g. 62) 

白磁

皿 (44) n -la類。復元口径 10.4cm、器高 2.85cm、復元高台径 4.6cm。

228SD075出土遺物 (Fig.62)

土師器

小皿 a(45、46) 45は復元口径 8.0cm、器高 O.9cm、復元底径 6.6cmo 46は復元口径 8.0cm、器高 0.7cm、

復元底径 6.8cm。底部切り離しは不明瞭でナデ痕跡が見える。

土坑

228SK001暗茶色土出土遺物 (Fig.63)

土師器

小皿 a (1) 底部切り離しは回転へラ切り、内面底部ナデ、その他はヨコナデ。

瓦器

椀 c(2) 復元高台径 8.0cm。内面は磨いているが単位不明。色調は内外面とも暗黒色を呈する。

228SK001淡灰色土出土遺物 (Fig.63)

土師器

小皿 a (3 ""-' 8) 復元口径 9.2""-'9. 6cm、器高1.1 ""-' 1. 4cm、底径 6.5""-' 7. 9cm。底部は回転へラ切

りで板状圧痕を残す。内面底部はナデ。色調は淡黄白色や淡樫白色を呈する。

小皿 c (9) 復元口径 10.3cm、内面底部ナデ、その他はヨコナデ。色調は白黄色を呈する。

丸底杯 a(10""-'15) 復元口径 14.7 ""-' 15. 3cm、器高 2.8""-'3. 7cm。底部は回転へラ切り後押し出しで、

外面下半には指頭圧痕を残す。12・13以外は板状圧痕を残す。内面はミガキ bでコテ当て痕も残す。

228SK001炭層出土遺物 (Fig.63・64、PI a. 14) 

土師器

小皿 a (16""-' 41) 復元口径 8.0""-' 10. 3cm、器高1.1 ""-' 1. 6cm、底径 5.6""-'7. 7cm。底部は回転へラ

切りで板状圧痕を残す。内面底部はナデ。色調はおよそ淡黄白色を呈する。29の底部の一部に墨痕を

残す。41はやや歪んでいる。

丸底杯 a (42""-'62) 復元口径 14.4""-'16. 3cm、器高 2.6 ""-' 3. 9Cffio磨滅も目立つが内面にはミガキ

bを残す。外面底部は回転へラ切り後体部下半を押し出している。板状圧痕も残している。色調はお

よそ淡黄白色を呈する。

椀 c(63) 復元口径 16.Ocm、器高 5.5cm、復元高台径 7.8cm。 口縁部は僅かに外反気味である。内

外面ともミガキ cを施す。色調は黄白色を呈する。

鉢 (64) 片口の鉢で、口径 22.4cm、器高 7.5cm、底径 15.4cm。胎土は O.3cm以下の砂粒を多く含
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み黄白色を呈する。内外面ともヨコナデで、粘土紐痕がよく残る。外面には煤が厚く付着する。

228SK001灰色砂出土遺物 (Fig.64)

土師器

小皿 a (65、66) 底部切り離しは回転へラ切りで、板状圧痕を残す。色調は淡黄白色を呈する。 65

は口径 9.2cm、器高 1.0cm、底径 7.1cmo66は復元口径 9.5cm、器高1.3cm、復元底径 7.5cm。

丸底郎 a (67、68) 内面にミガキ bを施す。色調は淡黄白色を呈する。67は復元口径 15.8cm、器

高 2.7cm。外面底部に僅かに板状圧痕を残す。

228SK017出土遺物 (Fig.64)

弥生土器

壷 (69、70) 69は口縁部で、緩やかに外反する。胎土は O.15cm以下の白色砂粒を含み、色調は灰

黄色を呈する。内外面とも細かい横方向のミガキを施す。70は底部で、胎土は 0.4cm以下の白色砂

粒を多く含み、色調は内面が灰黒色や外面は暗黄灰色や淡樺色を呈する。底部外面はナデ、外商はミ

ガキを施したような光沢がみられるが明確でない。内面は磨滅で器面がボコボコに荒れている。底径

10. 3 cm。

228SK023暗灰色土出土遺物 (Fig.64)

土師器

小皿 a (71) 復元口径 9.2cm、器高1.Ocm、復元底径 6.1cmo底部は板状圧痕が残り、切り離しは回

転へラ切りか。

丸底亦a(72) 復元口径 15.Ocm、器高3.1cm。内面はミガキb、外面は底部押し出しで、指頭圧痕を残す。

228SK035暗灰色土出土遺物 (Fig.64)

七師器

小皿 a (73、74) 外面底部は回転へラ切りで、内面底部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ。73

は復元口径 8.4cm、器高 0.9cm、復元底径 6.0cmo74は口径 9.5cm、器高 1.Ocm、復元底径 7.2cm。

坪 a (75) 復元底径 9.0cmo底部切り離しは回転糸切り、その他はヨコナデ。

丸底郎 a (76、77) 76は復元口径 16.0cm。内面はミガキ bo77は復元口径 15.8cm。底部切り離し

は回転へラ切に

228SK035灰色土出土遺物 (Fig.64)

土師器

小皿 a (78 ""-' 85) 口径 9.2""-'11. Ocm、器高1.1 ""-' 1. 45cm、底径 6.1 "'-' 8. Ocm。底部切り離しは回

転へラ切りで板状庄痕を残す。内面底部はナデ調整。色調は淡黄白色を呈する。

丸底杯 a (86 "'-' 88) 復元口径 14.9"'-' 16. Ocm、器高 3.5"'-'3. 8cm。底部は押し出しで、回転へラ切

りで板状圧痕を残す。内面はミガキ bでコテ当ても残る。86は内外面に煤が付着する。

白磁

瓶葦 (89) 器高1.65cm、幅 3.45cm。胎土は精製され、上半部は光沢のある白色軸を施すが、下半

は露胎。瓶の穴に差し込む部分の径は 1.8cm。

228SK040出土遺物 (Fig.64)

土師器

小皿 a (90 "'-' 95) 口径 9.05"'-'10. 2cm、器高 0.8"'-'1. 3cm、底径 5.9"'-' 7. 8cm。確認できるものの

底部切り離しは回転へラ切りで板状圧痕を残す。内面底部はナデ調整。色調は淡黄白色を呈する。

椀 c (96) 復元高台径 8.Ocm。外面底部は回転へラ切れ内面ナデ調整。色調は黄白色を呈する。
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椀 (97) やや深い体部で口縁部を内湾させる。胎上は白色砂粒を多く 含み淡黄白色を呈する。全体

的に磨滅するが、外面下半は指頭圧痕のよ うなものが見える。内面屈曲部は工具が当たったような痕

跡が残る。 口径 12.7cm。

丸底坪 a(98........ 103) 復元口径 14.8........ 15. 8cm、器高 2.9........3. 9cm。全体的に磨滅する。体部下半

は押し出しで、底部は回転へラ切りで板状圧痕を残す。色調は淡黄白色を呈する。

その他の遺構

228SX061出土遺物 (Fig.65)

弥生土器

聾 (1........ 3) 1は口縁端部に刻み目を施す。胎土は O.3cm以下の砂粒を多く含み、色調は暗茶灰色

や灰黄色を呈する。2は内外面ナデ調整。胎土は O.3cm以下の砂粒を多く含み、色調は暗茶灰色を呈

する。3は底部で、外面タテハケ、内面ナデ、外面底部は不定方向のナデ。胎土は O.3cm以下の砂粒

を多く含み、色調は暗茶灰色や黄灰色を呈する。

石製品

剥片付........6) 全て黒曜石製。4は大きさ 2.45x 1. 9cm、厚さ 0.45cmo5は大きさ 2.9x 1. 5cm、厚さ 0.9cm。

6は大きさ1.9 x 1. 45cm、厚さ O.35cm。

第 228次調査灰茶色土出土遺物 (Fig.65)

須恵器

葦 1(7 ........ 10) 7はやや歪んでいるが復元口径 12.2cm、器高 1.4cm。外面上半部はへラケズリ後ナデ、

内面上半部は不定方向のナデ、その他は回転ナデ。色調は暗灰色を呈する。8........10は口縁端部で、色

調は暗灰色を呈し、回転ナデ調整。

葦 3(11) 口縁端部外面には重ね焼き痕を残す。内外面とも回転ナデ。

土師器

蓋 1(12) 外面は磨滅し調整不明、内面は回転ナデ。色調は黄樟色を呈する。

瓦器

椀 c(13) 復元高台径 7.2cm。内面ミガキで黒光りしている。

須恵質土器

鉢 (14、15) 胎土は白色砂粒を多く含み、色調は灰白色を呈する。内外面ともナデ調整。14の内

面は使用により若干平滑である。

弥生土器

聾 (16) 口縁端部はヨコナデで、刻み目を施す。外面は磨滅するがハケ目が残る。内面下半は指頭

痕が残る。胎土は O.lcm以下の白色砂粒を多く含み、微細な金雲母も多く含み、暗灰茶色を呈する。

228SX004出土遺物 (Fi g. 65) 

須恵器

蓋 1(17) 内外面ともヨコナデ。色調は灰色や黒灰色を呈する。

(5)小結

この調査で確認できた遺構の時期は、弥生時代前期、 7世紀後半、平安時代後期の 3時期であるが、

遺構 ・遺物のほとんどが平安時代後期である。

0弥生時代前期

遺構としては SK017とSX061だけである。北側の第 222次調査では 7650m'の面積を調査したにもか

かわらず、弥生土器は数点しか出土していない。 このことからも、弥生時代の集落が展開するような
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Fig.65 第 228次調査その他の遺構出土遺物実測図 (1/3、4-6は 1/2)

ものではなく、限定的な土地利用だった可能性が高い。 しかし、逆に言えばなぜこの遺構が存在する

のか疑問は残る。調査が進んでいない南側一帯に弥生時代の遺構が点在する可能性もある。

07世紀後半

遺構としては、竪穴住居 (SI080)のみであるが、北側第 222次調査でも竪穴住居が l棟検出されて

いる。Fig.65などに示したように須恵器の蓋 lが少量ながら出土している。特に付近一帯で奈良時代

の遺構が展開しない状況の中で、大宰府政庁 I期である 7世紀後半頃の遺構や遺物が少量とはいえ散

見されることは、この一帯の土地利用がどう行われていたか考える上で貴重な所見である。

0平安時代後期

今回の調査で確認された遺構のほとんどが、 11世紀後半........12世紀前半を主体とする遺構で構成さ

れている。調査区内には井戸と確定できるものは検出していない。出土遺物については、土師器の小

皿 a、丸底杯が特に多く、逆に陶磁器の出土量が少ない傾向にあった。

対象地の西端で確認された 2条の構 (SD070・075)は、確認範囲が狭く、非常に浅いため、今回の報

告では道路側溝と限定していないが、北側の第 222次調査の SF1000の道路の延長上に位置するため、

道路に関連する遺構の可能性も考えられる。

また、調査区内に掘られている構 (SDO1 0・020・030)は、条里もしくは条坊の l区画内を細分する

区画溝と想定されるが、溝がト字に交わっていない変則的な取りっき方をしていることから、面積が

異なる区画が存在していた可能性が考えられる。
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Fig.67 

第 228次調査周辺遺構関係図 (1/1000)
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表 8 第 228次調査遺構一覧表

S番号 遺構lIf号

2285KOOI 

2285X004 
2285K005 

6 
7 
8 

10 22850010 
II 
12 
13 
14 
15 22850015 
16 
17 2285KO 17 
18 
19 
20 22850020 
21 
22 
23 2285K023 
24 
25 22850025 
26 
27 
28 
29 228S0029 
30 22850030 
31 
32 
33 22858085 
34 
35 2285K035 
36 
37 
38 
39 
40 2285K040 
41 
42 
43 
44 
45 22858045 
46 22850046 
47 
48 
49 
50 22850050 
51 
52 
53 
54 
55 22858055 
56 
57 
58 
59 
60 228S0060 
61 2285X061 
62 
63 2285X063 
64 2285X064 
65 2285∞65 
66 2285X066 
70 22850070 
75 22850075 
80 22851080 
85 22858085 
90 22858090 
95 22858095 

傾別

士坑

箆み

f葺
1韓?

土坑

構

ピット併

ビット君事

ピット・土坑群

1葺
ピット鮮

ヒット鮮

ヒット群

ピット群

構

ピット群

上坑

土坑

土坑

t韓
ピット鮮

ピット鮮

土坑

司t
司t
ピット鮮

土坑鮮

土坑

自陣

1樟
ピット鮮

ピット務

楓立住主主物

ピット群

上坑

ピット務

ビット群

ビット鮮

ピット群

土坑

ピット鮮

ピット群

f膏
ヒット緋

姻立柱建物

~ 
ピット

ピット群

ピット君事

溝

ピット群

ピット鮮

1韓
ピット君事

梱立中主燈物

ピット群

ピァト群

t揖

構

刊t
円形周溝上坑

たまり

たまり

たまり

時摩

たまり

f障
1葺
堅穴住居

掴立柱建物

抱立柱建物

掘立柱建物

埋上等

暗灰色上、自然堆績か

5-20→60→10 

逆台形で小ピットあり

土坑中央付近に炭混じりの堆積あれ

ぼんやりした題上

淡灰色土に』責灰色土が混じる

暗灰色土でしまっている.自然堆積の悌子

5-35→30で関査したが、切り合いは不明瞭。

灰茶色砂質上

5-35→30で調査したが、切り合いは不明勝広

2附X6問、 3函庇付の東西棟。

2問X2間以上の南北棟

時茶色土 5-20→60~10 
中央は砂質上

日昔茶色土、極上と地山の問に僅かに砂あり。 5-63→45
5-64→45 
灰茶色土に貨灰色土混じる

5-66→45 

炭混じり 5-80-66 
報告盤理中に億総 3間X2聞の東西棟.

報告整理中に砲認< 2問X3間の南北練¥

報告整理中に破認。 2問X2問、東西庇付の東西棟。
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表 9 第 228次調査条坊関連遺構座標値

上里没時期 地区

遺燐番号II 世紀後半 H5・6
平安時代 H5 

遺構中点座標値 | 南門からの距離

x I y I x方向 (m) I y方向 (m)
位置 方位

G4 228SD010 
平安後期 H4 
平安後期前後 G3・4

検出東端中心 I 55915.85 I -45759.45 I -802.184 I -930.740 

検出西端中心 I 55915.70 I -45773.40 I -802.473 I -944.687 IE-Oo 36' 58" -N 

G4 228SD015 検出東端中心 I 55914.36 I -45762.60 I -803.715 I -802.632 I 
平安後期~ BC4・5・6
平安時代 GH7 

228SD020 平安時代 H8・9

検出西端中心 I 55915.50 I -45769.35 I -934.874 I -940.636 IW-9
0 

35' 10"-N 

検出北端中心 I 55915.20 I -45761. 70 I -802.856 I -932.983 I 
II世紀後半一12世紀初 Eライン

平安時代 FG9 
228SD030 GIO・II

検出南端中心 I 55910.00 I -45761. 50 I -808.054 I -932.731 IN-2
0 

12' 9" -W 

検出北端中心 I 55925. 00 I -45773. 05 I ー793.170 I -944. 430 I 

平安後期 GII . 12 検出南端中心 I 55917. 00 I -45774. 50 I -801. 184 I -945. 800 IN-lQo 16' 24" -E 
平安後期 GHI2 228SD060 
平安後期 Eライン

平安時代 D8・9

検出東端中心 I 55914.95 I -45759.30 I -803.422 I -964.529 I 

検出西端中心 I 55915.42 I -45763.60 I -813.654 I -934.775 IE-6
0 

14' 16"-S 
弥生前線1 1110 228SD070 
平安時代 09 

C8 

検出北端東肩中心 I 55907.20 I -45817.15 I -811. 410 I -988.350 I 

検出南端東肩中心 I 55904.00 I -45817.05 I -814.609 I -988.218 IN-2
0 

2' 43" -W 

平安後期 C02 228SD075 検出北端中心 I 55906. 15 I -45814.00 I -812.429 I -985. 190 I 
平安時代 88 

8C7 
228S8045 平安後期 08 

検出南端中心 I 55903.30 I -45814.05 I -815.279 I -985.211 IN-1
0 

0' 18"-E 

柱穴l中心 I 55906. 55 I -45776. 86 I -811. 657 I -948. 058 I 
08 

平安後期 C3 
228S8055 平安後期 FII . 12 

柱穴9中心 I 55905.75 I -45793.04 I -811. 619 I -964.237 IE-2
0 

49' 50" -N 

柱穴b中心 I 55909.12 I -45789.76 I -809.216 I -906.981 I 

平安後期 C9 柱穴d中心 I 55908.40 I -45793.25 I -809.971 I -964.463 IE-ll
o 

39' 24" -N 
平安後期 日10

228S8085 
平安後期。 07 
II世紀後半一12世紀初 GH6 

柱穴北東端中心 I 55920. 78 I -45762. 30 I 一797.282 I -933. 639 I 

柱穴北西端中心 I 55921.20 I -45770.58 I ー796.945 I -941. 923 IW-2
0 

54' 14"-N 
平安後WJ DIO 228S8090 
平安時代 G4 
平安時代 FG3・4

検出北東端中心 I 55914.86 I -45767.20 I -803.285 I -941. 859 I 

検出南東端中心 I 55908.90 I -45766.92 I -809.208 I -938. 140 IN-2
0 

41' 23" -W 

平安後期 EIO 228S8095 柱穴南東端中心 I 55912.88 I -45783.58 I -805.395 I -954.839 I 
12世紀前半前後 G6 

011 
813 

柱穴南西端中心 I 55912.49 I -45791. 35 I -805.862 I -962.604 IE-2
0 

52' 24" -N 

政庁中軸線方位=N-Oo 34' 24" -E 政庁南門中点座標= (X=56708.680、Y=-44820.730) 
平安時代 013 
平安時代 05・6
II世紀後半一 89 

G5 
E2 
E5 

平安後期 EI3 
II 世紀後半~12世紀初 8~D.8~13 

II 世紀後半~12世紀初 012 
E5 
F5 
F9 

平安時代 。E7~10

平安後期 EII 
平安後期 GI3 
平安時代 02 
平安後期 FI3 
平安後期 8C12.13 
平安後期 FI2 
平安後期 FI2 
平安後期 820 

820・21
II世紀後半 E2・3
弥生前期? E7 
II世紀後半~ 12世紀初 CIO 
II世紀後半前後 89・10
II 世紀後半前後 CIO 
II世紀? C~FII~14 

II 世紀後半~12世紀初 811 
平安後期 A821 
平安後期 A820 
7世紀後半 BCII 
平安時代 FG3~5 

平安後期 C~E4 ・ 5

平安後期 DEIO~12 
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表 10 第 228次調査 出上遺物一覧表

5-1暗茶色土

須 恵

土 師

瓦

白

高嵐青

瓦

石製

5-1灰色砂

土 師

椋蓋3
器珂'0(ヘラ)、椀c、小皿 a(ヘラ)、費、鉢9

2号倒c

磁椀 lV(3)、V-1b(1)、倒破片(3)
皿 日 10(1)、 日 1bx2(1) 白磁破片(1)

磁椀ト2(1)、破片(2)

額破片

品剥片(黒繭石)

骨量郎、丸底b干上小皿 a(ヘ7)

5-1淡灰色土

須恵総務3、郎、停c、現

土 師 器郎、丸底郎 a、倒c、小皿 o(ヘヲ)、小皿c、愛

黒色 土 器 B煩備
白 磁腕 日 1(1)、 日 1X3(1) 

皿ー破片(1) 自鹿破片広東系(2)、外面文敏(1)
鍾州窯系青磁破片(1)

石 製 品丸石

5-1炭層

土 師 器丸底郎a、倒c、小皿 o(ヘヲ)、鉢、建

瓦 額平瓦(格子目)

土 製 品土塊

5-1炭届と5-13
土 師 器丸庭郎a、小皿 a(へ7)、現

土 製 品 土 塊

片
費
破

片
、
.
，

破
郎
椀

器
血
耐
磁

恵
師

2
 

nr
須
土
自

5-3 
須 iIJ: 器破片

片破-
7
 

ヘa
 

m
 

片

、

)

破

aω
、亦

W

1

、
;
掩

蓋
亦
鈍
土

器

鰭

磁

品

市
都
師
製

a
“ーシ

須
土
白
土

5-5 
土 師 器 小 皿 a

5-6 
土飾器郎

。
亦底丸

片破
郎

総
務

怠

飾

7
 

テ
須
上

5-8 
上師器節、費

5-9 
土師器師、倒c、費

5-10暗茶色土

須 恵 骨量郎、高師、費、破片

上 飾 緑師、丸底.lfo、椀c、小皿 a(へ7)、破片

黒色 土 器 A類椀c

黒色 土 器 B額椀c
瓦 顕平瓦(格子目)、瓦玉、破片

石 観 品滑石(破片)

そ の他炭

縁日

目

額

直

片
M
U

費

磁

破

制

上

白

ヨ

?

額

E

'

い

費

a
o

皿

(

p
h

い

片

働

け

鎌

4

破

-
M

石

ム

皿

a
寸

、

倒

亦

日

)

片

片

底

x

岩

破

破

a
o

丸
、
h

山

、

、

節

以

片

、

れ

片

安

a

o

底

ト
破

岡町

日

破

(

節

登

丸

川

、

石

片

底

・

、

片

底

、

、

。

;

玉

玉

破

丸

樋

措

置

亦

剥

費

丸

質

郎

鉢

腕

瓦

平

器

録

磁

総

綜

品

器

器

様

様

器

磁

額

品

土

土

土

土

色

色

恵

師

灰

恵

師

銀

茶

恵

師

灰

恵

師

質

製

茶

灰

暗

E

nv

《

U

n

u

n

u

，n

シ

須

土

自

任

須

土

石

子

須

土

会

須

土

須

自

瓦

石

費
、玉

節
郎
瓦

器

器

顛

恩
師

シ
須
土
瓦

5-12 
金 属製品鉄釘
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5-13 
上 師 器郎、郎 a(へ7) 、丸底珂~a. Jj、Jllla (へ7)

4
 

シ
須
土
瓦

-7 ヘa
 

皿c
 

郎底丸a
 

郎底丸

片般
に-

7
)
 

。
、
仏
、
叩

鉢
勺
明

弘
、
瓦

町
昨
は
町
平

総

務

頬

恵
師

P
円ιト.dM

須
土
白

恵器輩、郎、費

節 器郎、擁c、小皿a、費、破片

借倒;破片 (1)

5-16 
土 師 器 郎

5-17 
弥生土器費、登×聾

5-18 
土 師 緑郎、小肌 a、破片

5-19 
土 師 器費、破片

5-20 
須 恵 緑郎×蓋、原

土 師 告春節、杯 a、小皿a、破片

土 製 品土処

5-21 
須 恵 器破片

土 師 器郎、聾

5-22 

土 師 器師、費

上 製 品土塊

5-23灰茶色上

須 恵 器 郎
土 師 禄郎、破片

瓦 類平瓦(絡子目)

5-23晴灰色土

土 師 器郎、丸底亦 a、小皿 a、愛

5-24 

土 師 器破片

瓦 頬破片(格子目)

5-25 
須 恵 器費

土 師 器杯、丸底郎a
瓦 額破片

5-26 
須 恵 骨量蓋3
土 師 器停、.If0 (へ7)、丸底郎a、小皿 o(へ7)
土 製 品土掩

5-27 

上 師 総メl.JA杯 a、小Jllla (ヘラ)、破片

5-28 
須 恵 器費

上 師 器丸底亦a、小皿a、型

5-29 
土 師 器破片

石 製 品剥片 WIO彊石)

片破現

れ
、

縁

C

3

 

倒

酢
?

5

 

ヘ
，

t

、

パ

片
L

峨

)

卜

国

文{口

無

a

、
，
，
f、

亦

れ

瓦

底

ゐ

丸

丸

M
U
河

引

H

W
上

目

ιぃ

、

れ

子

a

O
同
)
格

J

C
H

I
山
川
一
似
塊
釘

聾
郎
椀
腕
血
破
平
土
鉄

器

器

器

磁

器

類

品

品

U

陶

製

和

恵

師

製

暗

闇

属

n
u
 

q
d
 

nr
須
土
瓦
白

中
瓦
土
金

5-30時灰色土

土 師 緑郎、丸底停a、小皿 o(サ)、君臣、破片

須恵質(繍入)朝鮮系無制陶器費
白 磁倒:破片(1) 皿 VI(1)、VI-1b(1) 

弥生土器費×費

石 製 品石鍋

5-31 
土 師 器郎、丸庭郎 a

5-32 
土師器亦

5-33 
須 恵 器 郎c
土 師 器郎、破片

白 磁備破片(1)

4、第 228次調査

5-34 
5-45⑦住穴

上 師 器郎、小皿 a(へ7) 上 師 緑郎

瓦 穎平瓦(格子目) 5-45③柱穴

5-35灰色上 土 師 器亦

須 恵 務費、査。、彼片

土 師 器郎、丸底飾a、小皿1a (ヘラ)、現額 5-45⑧銅}j

白 磁憐:V(I)、V-1(1) 白磁破片(1) 瓶蓋(1) 上 師 緑郎、亦a、小皿a

高麗青磁腕破片(1)

瓦 類平瓦(格子目)
5-45⑨ 

石 製 品平玉石 土 師 務杯

5-35暗灰色上
5 45⑨柱穴

須 恵 器.lfc、輩、破片 上 師 骨骨杯

土 師 書官停、郎 a(イト)、丸庭杯a、小皿 a(寸)、型、彼片

白 磁皿 VI-1(1) 5-45⑨鍋}j

石 製 品事l片(黒蝋石) 上 師 総長干

土 製 品土塊
5-45⑪ 

5-36 須 恵 器破片

土 師 器郎、破片 上 師 器亦、破片

5-37 
5-45⑪柱穴

上 師 器郎、小皿.(へ7)、雪量 土 師 総亦

瓦 顛破片
5-45⑪姻方

5-38 土 師 器郎、型。

須 恵 器皿a

土 師 器小Jlll.、破片
5-45⑫ 

上 師 器亦

5-39 

上 師 総亦、亦 a、受
5-45⑬住穴

土 師 器珂ミ

5-40 
須 恵 器破片

5-45⑬姻」申

土 師 器丸底郎..憐c、椀、小肌 o(サ)、 11頭、鉢 上 師 器丸底杯、破片

5 41 
5-45⑮ 

土 師 器節、現 上 師 器卸

5-42 
5-45⑪ 

上 師 器舷片 土 師 器.If

5-43 
5-45⑪柱穴

上 師 器小皿a、破片 上 師 器珂ミ

5-44 
5-45⑪鍋方

土 師 器亦、小皿 a.費 上 師 器郎

5-45① 
5-45⑬ 

須 恵 器珂ミ 土 師 緯跨

上 師 器郎、小皿a、雪量
5-45⑬住穴

5-45①栂}j 上 師 器亦

上 師 器破片
5-45⑬姻方

5-45②柱穴 上 師 器郎、捜

上 師 器珂:
5-45⑬ 

5-45②姻方 土 師 器破片

須 恵 器破片

上 師 器珂ミ 5-45⑬柱穴

土 師 器郎

5-45③ 

上 師 器卸
5-45@ 

土 師 器杯、破片

5-45③住穴

上 師 器亦
5-45⑫柱穴

上 師 録郎

5-45③姻方

土 師 器亦
5-45@楓方

土 師 骨量杯

5-450 
上 師 総杯、小皿a(ヘヲ) 5-45@住穴

上 師 器郎

5-45⑤柱穴

土 師 器師、倒c、現。 5-45@掘方

土 師 器事干

5-45⑤掘方

須 恵 告審現
5-45@ 

土 師 器亦a、丸底郎 a 上 師 器郎、雪量?

白 磁倒.舷片 (1)
5・45②柱穴

5-45⑥ 上 師 器亦

上 師 器周ミ
5-45②婦}j

5-45⑥柱穴
土 師 器郎、雪量

上 師 器丸底杯、小JI1l.、費
5-45③ 

5-45⑤楓}j 上 師 器節、丸底亦

須 恵 器破片

上 師 器停、珂，.、協c 5-45③柱穴

上 飾ー 器小皿a、種、破片

5-45⑦ 

上 師 器杯、郎a、小皿a 5-45@楓方

白 磁皿，破片(1) 土 師 器卸

5-45⑦掴方
5-45@ 

土 師 器杯、丸i証書干 土 師 器郎、小皿a、雪量

青 白 磁破片(1)
5-45@柱穴

土 師 器破片
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5-45⑧銅J守
上 自事 務費

5-45@楓)J

須 恵 器蓋3

土 師 器郎、小皿a、雪量

5-45⑧ 

上 師 総節

5-45@ 

上 師 器師、雪量

5-45⑧ 

須 恵 器雪量

上 師 2苦亦

8-45~ 
土 師 稼働c、破片

5-45⑪ 

土 師 器.Iif

8-45③ 

土 師 器師、丸底亦a、破片

5-45③ 

士 師 器亦、小皿a、破片

8-45@ 

土 師 器小皿.(へ'7)、破片

黒色 土 器 A類例c

8-45@ 

土 師 掠破片

KI¥色土器 A類舷片

8-45@ 

上 師 器亦、小皿a

5-45@ 

土 前 器破片

5-45@ 

須 車主 器.lifc
土 師 器費、破片

自 磁皿。日ー1.(1)

8-45⑮ 

土 師 器亦

8-45⑩ 

須 恵 器破片

土 師 器郎、破片

8-45@ 

須 恵 器破片

土 師 器郎、小皿a

8-45⑬ 

土 師 器亦、費

8-46 

土 師 総蓋 1、丸底杯a、小皿.(へ'7)、費
瓦 器椀c

弥生士総裂。

5-47 

土 師 器亦a、破片

5-48 

士 師 器.Iif、破片

石 製 品事l片(黒嘱石)

8-49 

須 恵 器郎、破片

土 師 器郎、費

8-50 
須 恵 器量!!l

土 師 器郎、破片

瓦 額破片

5-51 

土 師 総杯、丸底郎a

a
 

皿
、
塊

郎
土

総

品
師

製

勾

4
'
h
H
V
 

シ
土
土

8-53 

士郎器亦

8-54 

土 師 器丸底郎、小皿a、現

8-55. 

土 師 栂師、小皿a、破片

5-55 b 
土師器郎、費
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5.55 b楓)J

上 師 器郎、小皿.(へラ)

白 磁白磁破片(1)

5-55 b柱穴

土 師 器卸

5-55c 

土 師 器郎、鋪c、小皿、雪量。

そ の 他炭

5-55 d 
須 恵 器蓋 1

土 師 器郎、小皿a、望。

5-55 d柱穴

士 師 器杯

8-55 d姻方

土 師 器師、小皿a、豊

5-55 e 
土 飾 器卸

8-55 e住穴

土 師 器亦

8-56 
須 恵 器叢、塑

土 師 器郎、小Jlll.、現

そ σ〉 他炭

5-57 

土 師 器郎、小皿.(へ丹、丸底杯 a

白 感腕lV-1.(1) 

5-58 

須 J底
上師
瓦

自

瓦

器費、破片

器節、小皿 a、現
器椀

磁備外面櫛目 (1)

頬平瓦

白磁破片(1)

8-60灰茶色土

須 恵 器師、雪量

土 師 器卸a、小皿.(へ'7)、現
瓦 鰭備

白 磁皿破片(1)

石 製 品耕l片(鼎哨石)

5-60暗灰色土

土 師 器卸.丸底杯 a、翌

5-61 
上師器郎

弥生土器聾

石 製 品剥片(聡曜石)

8-62 
須 恵 器蓋

士 師 器丸底珂， . 

自 磁椀lV-1.(1) 

5-63 

須 恵 器鐙3、皿a
土 師 器丸底亦a、椀c、小皿.(ヘラ)、聾

5-64 

須 恵 器蓋、登。

土 師 器丸底原a、働c、塑

8-65 
須 恵 器議、蓋 1、郎

土 師 器郎、.Iif.、小皿 a、費

土 製 品土宛

5-66 
須恵探鏡、益1、壷

土 師 器丸底郎 a、小皿.(ヘヲ)、費

黒色土器号 B類破片

5-70暗茶色土

土師器原、受

黒色土器備c
中国陶器破片(1)

5-70暗灰色粘土

土 師 総亦、破片

白 磁皿1:1I-1.(1) 
瓦 煩平瓦(無文)

5-75 

土 師 器亦、小皿1.、費?

黒色土器 A額鈍
白 磁繍破片(1)

費

郎
、
壁

官
問
符
土

器
器
品

k
恵

師

製

焼Aυ 自5
須
土
土

灰茶色上

須 恵 器盤上蓋3、郎、高節、号車、筆、鉢、被片
益 1、郎、停 a(へ7)、丸底節a、高原、術、椀c

上師器
小皿.(へ7)，費、鉢。

黒色上告*A額椀、破片

~色土 **B 顕破片?
瓦 様椀c、破片

須恵質上器鉢

肥前系陶磁保協

国産陶器嫡鉢
白 磁椀 日(3)、日 1(1)、VI(1)、1V(4)，V (1)、V.2b(l)

VXVJX咽(1)、l直口縁(1)、口縁外反(1)
広東系 (1)、破片 (5)

皿 日一1.(3)、日 b(l)、VXVJ(2)、Vトb(l)
ぽ (1)、破片(1)

白磁破片 (21)、玉縁(1)、直口総(2)、広東系 (1)

青 白 磁破片(1)
健泉鶏系脅磁椀 1(1)、 l!-b(l)
中国陶器破片(2)

弥生土器費
瓦 頴平瓦、丸瓦(縄目、格子目)、燃し瓦、瓦玉、破片

金属似品鉱律、鉄釘
事l片{黒曜石、安山岩)、滑石(破片)、平玉石

石製品
砥石、石鍋

そ の 他うるし。
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町
町宮

間
費

l
l

a
 

U
山

町

庁

塊

草
園
高
土

器
器
品

恵

師

製

nυ 。。5
須
上
土

友上

須 恵 器益3，郎、停a、窪、破片

土 師 総師、丸底亦a、椀c、破片

黒色上総 A顕破片

瓦 器舷片
土師質土器破片。

国 産 陶 器 倒 . 繍 鉢 、 鉢 ワ 、 破 片
白 磁腕 日(1)、lV(1)、lV-1.(2)、1V-2a(l)、V(2)、破片(1)

白磁破片(2)

肌 日XlV(l)、lVX咽(1)

鍾州織系背儲椀l-l(1) 

純泉織系育舷倒 日 b(2)
同安織系青磁椀l-lb(1)
高騰青磁椀 1-2(1) 

中国陶器錐(1)
瓦 類丸瓦(路子目)、織し瓦、破片

金属製品用途不明鉄製品、鉄釘
石 製 品石炭、剥片(鼎曜石)

出土地不明
土 師 器郎、丸Jil:亦a、高亦.腕c、小皿.(へ丹、舷片
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A 

O 
曹邑包棒高

0.1+0. 

日惇器岨 遺物書母 国番号

小皿. ~ラ R-OQI Fio，61 6 

s-45~長

瞳JlII
上師締

5-45省掴}j

種別

I師掠

B 

O 

B 

O 

。
0
0
0
 

。。
8 

0 

A 

o 

A 

O 

底径

底径

(7.2) 

(5.8) 

(6.2) 

6.4 

E器

5-30暗灰色土

種別

土師鱒

-115-

A

O
〉

O

底径

7.2 

(6.0) 

(9.0) 

(12.8) 

(13.0) 

鱒高

1 0 

0.9 

1.1・0
3.0・a
3.2φ。

直物書号 図書侍

R回 1 ドig.64-H

R回 2 Fig.64 13 

R凹 5 Fig.64 75 

R回3 Fig.6476 (16.0) 

t∞-4 Hg.64 -77 (15.8) 

筏

5
叫

口

9
個

総瞳

'1、皿. ~ラ

小皿a ヘラ

時a イ卜

丸底坪a
九底岬a へラ

S -35時灰色 i
画期l
i師総

A 

O 

。

。。
A 

O 

底径

(5.0) 

底径

14.6 

棒高

3.1+0. 

嘩駒番号 図番号 口径 婚高

R-OOI Fig，65'11 1.1+α 

R曲2 Fig.66--10 1日， Q 

R-007 Fig.65-1 (12.2) 1.4~a 
R-Q08 Fig.65-9 1. 1+α 

R冊9 引g.66-8 0.95+ Q 

R--003 F i g. 65-12 2. 05+ n 

R '004 Fig.66-13 1. 7令。

。

底筏

底径
(6.0) 

底筏

底値

(6.4) 

底径

俺

叫

幻

前

回

底

打

げ

り

げ

庇径

(6.2) 

(6.8) 

底筏

11.1 

10. " 
11.2 

怪

6

8

底

6

6

鱒高

L l-tn 

穂高

5.2+α 

口径

(12.8) 
遺物番号 図書骨

R-003 Fio同 6

へラ

器 障

時

種世

3
I
l
i
-
-
c

富
田
董
蓋
量
董
量
楓

底径

底掻

。
A

O

O

 

径
約

1

底
仔

7

穂 高

1.1 
1. 05 

2.5+α 

3.0+α 

2.8+0-

径

則

的

口

9

9

器種 遺物書停 図書号

小皿a へヲ? R-002 Fig.62-3O 
小11.. へラ R-003 Fig.62-29 

丸底耳 R-004 Fh;.62-33 

丸庭師 R-005 Fig.62-31 

丸底時 R-006 Fig_ 62-32 
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A B 
o 0 

底径

(6.1) 
高

0

1

器

i

3

器掴 遺 物昏号図書号 口径

小皿a へラヲ R曲 2 Flg.64-71 (9.2) 

丸底岬. R一回1 FiK.64-72 (15.0) 

5-23暗灰色土

園田l
土師器

底径

底径

底筏

締高

1. 15 

総高

0.95 

穂高

1.3令α

器高
4.85+0. 

口径 棒高

(9.6) 1. 35 

9.2 0.8-1. 1 

(10.0) 1.05 

(9.9) 1. 2 
1. 45 

(16. ，) 3.2 

口径

健

司

叫

叫

口
川
仲
川
刊

口径

15.0 

(14.') 

(14.4) 

宙
開

9

7

鵠

0

0

口径

径

的

叫

口

伺

伺

口径

17.2 

5-80焼土

種JlII
上師器

灰篠色上

値買'1
須恵縛

七師器

E器

目

。

o
f

n
'

ー

器

2
同

0

器高
3.2+Q 

宙
開

0

0

3

概

4

3

3

量物書母 国番号

R凹 I hg.62-43 

遺物番号 図番号

R-OOl Fig.62"45 

R-002 Fig. 62-46 

総圃 遺物番号 図書特

高坪. ~ラ R回" Fig曲一2
A 

O 
底径

7.0 

底径

底径

(6.4) 

棒高

1.3 

器高

1.3 

轍高

0.95 

器 国

腕c

器種

小皿a 一
小皿a

器高

2.0+企

器高

1. 0+0. 

器商

0.55 

ロ筏

口径

(1. 6) 

口径

鵠 種 遺物量母国番特 口憧

，j、皿a へラ R-OOI Fig.61 11 (10.2) 

器橿

小皿a

僻置

楠

5-70暗茶色I
種別

思色上器B

5
伽
岬

5.80 

種目1I

t師暢
口径

口径

口径

(8.1) 

臼径

日後

A 

O 

底径

底径

(B.2) 

車軸番号 図書号
R叩 I T Fh引 -3

器 檀 嘩鞠番号図番号

小皿. ~ラ R加 I Fig.61-4 

穂積 遺物番号 図書るま

，j、皿a へラ R叩 I Fio.61'5 

臼待

遺物番号 図書母

R帥 1 Fig.61 19 

直物番侍 図書骨

R-OOI Fio:.62-40 
R-002 Fig.62-42 

R-003 Fig.62-41 

続檀 遭鞠昏母 国番号

丸底師. ~ラ R-OOI Fig.61-22 

丸底師a - R-002 Fig.61-20 

九底耳目 十回3 Fig.61-21 

掛布

0.85+。

棒高

1.45+α 

器 瞳

嗣， -

545⑤柱穴

楓別

上師器

5.45⑥住穴

種目i
上師掛

S .15@柱穴

種目l
上師器

遺物書号 図番骨

R-OOl Fig.61-12 

遺物番場 図書券

R-OOI Fig.62-39 
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6
5
7
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l
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配

配
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脚
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鶴 橿
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器 瞳

彊i
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(9.6) 

B
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
G
O
O
-
0
0
0
0
0
0
0
0
0
o
c
o
o
-
o
o
o
o
c
o
o
-
o
-
-
0
0
0
0
0
0
c
o
c
o
-
G
O
O
-
O
一
O

O

O

O

O

-

-

一
-
-
一
一
一

O

一
O

-

O

「

十

↓

'
i↑
十

l

+

+

ム

?

4

令

命

1

・

I

守

.

ー

ムγ

・

A
O
0
0
0
0
α
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
G
O
O
-
O
O
O
O
G
O
O
-
o
o
-
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
α

一

O

一
一

o

o

α

一

-
α
o
o
-
-
α

一

-

-

o

α

-

-

一

-

一

-

一

一

-

一

O

ムT
4

・

ム

?

ι

?

ム

ヤ

+

サ

・

ー

+

・

ー

。

?

)

-

)

)

)

)

)

)

)

)

)

}

)

)

)

}

)

)

)

)

)

}

)

)

)

3

4

3

4

0

6

8

6

2

3

8

3

4

7

9

2

1

2

5

0

引

経

6

5

2
幻

9
6
2
1
7
6
8
8
7
2
9
2
5
0
5
1
5
9
4
6
5
7
8
0
6
6
8
6
-
0
8
8
0
2
-
z
一
一

2
1
6
1
J
-
A
-
A
I
d
-
-
1
1
0
M
2
2
2
2
1
2
0
-
1
1
0
0
0
2
2
2
2
2
-
4
一
一
一

M
-

一
-
一
一
-
一
-
一

底

6
1
7
7
7
7
7
7
5
6
6
6
7
7
6
7
6
6
7
7
7
6
6
5
7
7
伺

σ
σ
ロ

伺

げ

師

。

σ
σ
伸

何

打

伺

σ
何

日

伺

印

。

“

o

i

l

s

-

I

I

l

l

i

-

-

l

l

i

l

i

-

-

1

1

U

引

i

(

{

 掛圏 直鞠番号図li号
'1、皿a へラ R-OOI Fig.61 7 

掛 瞳 遺物福島母 国番号

'1、皿. ~ラト001 Fig.61-8 

遺物書骨 図書母

R-'OOI Fig.61-9 

器値 遺物醤勾 図書1j-

小皿. ~ラ R-QOI Fig.61 10 

器瞳 置物番号 図書母

小皿a へラ? R曲 I Fig.61 I 

器橿 遺物量号 図書号

小皿a ヘラ ト田1 Fig.61-2 

底径

5
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a
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3.5令。
1.7φa 

5.4 

5.1 

へラ

へラ

器圃

4皿a

S柑@
種別
l師掛

5-558 

掴.!lI1
上師鱒

5-55b楓占

種>>11

上師器

5-63 

種別

上師器

S-64 

種JlII
t師艇

5 65 

種目l
須恵器

上師器

s-55 
種目，)

上師器

5-55d 

種目l
十師器
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ロf董 栂再販
<1 6 1. 35 
9.2 1.45 
10.05 1 35-1. 65 
11.0 1.6-1.8 
9.4 1，15-1.45 

9.85 1. 15-1. 45 

9.3 1.3 

10.0 1. 1 

8.8 1. 1 

(9.0) 1. 15 

(9.2) 1. 2 

(9.5) ¥. 3 

(9.2) 1.0 

(9.2) 1. 1 

(9.4) 1. 0 

- (9.6) 1. 1 

Fig.64-87 15.5 3.5 

Fig.64-88 (16.0) 3.8 

Fig.64-86 14.9 3.5 

ー(13.8) 3.' 
(14.2) 3.!t n 

(15.4) 2.7+α 

(15.0) 3.2+α 

標高

1.1-1.3 

1.3 
1.3 

0.8-1.0 

1.0-1.15 

1.0 
0.9 

1.5 

2.8+α 

2.7+。
3.2+α 

3.4+。
2.2+0 

5.5+0 

3.5 

3.9 

3.8 

3.6 

3.2-3.9 

2.9-3.8 

3.1令。
3.5・α

口径

9.55 

9.05 
9.4 
10.2 

9.6 

10.05 

(9.6) 

(10.0) 

(15.8) 

(15.0) 

ー (16.0)

ー(15.8)

Fig.64-96 

Fill:.64-97 12.7 

Fig.64 103 (15，8) 

Fig.64-99 (14.8) 

Fig.64-100 (15.0) 

Fig.64 98 11.85 

rig.64 101 15.4 

Fig.64 102 15.5 
ー(15.8)

(16.2) 

遺物書母 国番号

R-叩 1 Fig.64-93 

R曲 2 Fig.64-90 
R曲 3 Fig.64-91 
R曲4 Fig.64-95 

R凹5 Fig.64-92 

R∞6 Fig.6494 
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Fig.68 第 232次調査遺構全体図 (1/200)

(1)調査に至る経過

調査地は太宰府市都府楼南 2丁目 1544番 Iで、筑紫野市との市境に位置する。

2003 (平成 15)年 12月 19日、太宰府市建設課都市開発係より道路整備の計画が出された。工事内

容は、道路の法面を土手からコンクリート壁に変更し、道路を拡幅するものであった。周囲で遺構が

確認されていることや擁壁が恒久構造物とみなされるため、調査となった。

発掘調査は 2004(平成 16)年 2月 2日から 2月 3日にかけて実施した。調査は宮崎亮ーが担当した。

開発対象面積は 30.7 rrf、調査面積は 30.9 rrfである。調査面積が対象面積を上回ったのは、工事の都

合上西側にやや広めに掘削を行ったためである。

(2)基本層位 (Fig.69)

調査前、調査地は道路土手の法面で、あって西側は畑地であった。道路と畑との落差は約 O.7mあり、

道路側はガス管埋設に伴う掘削で遺構面は破壊され、真砂土の埋土で覆われていた。畑の面からは耕

作土が厚さ 0.1m、床土と見られる黄色土が厚さ 0.05m、その下に淡灰色土が厚さ 0.1mほどあって、そ

の下の明淡灰色土に遺構が確認された。

(3)検出遺構

232SX001 (Pla.10) 

検出長は 15.35m、幅 O.7m以上、深さ O.3mを測る。東肩は若干蛇行しているが、方位は N-10 20' 19 

11 -Eである。現状で、は調査区が細長いため溝に見えるが、遺構は調査区外の西側に続いており、この

遺構が構なのか落ち込みの端部なのかは不明瞭で、ある。埋土は淡灰色土と灰茶色土の混合層で、北側

の底面近くで須恵器などの遺物は多く出土した。南側では平安後期の土師器が出土していることから、

最初の堆積は 7世紀中頃~後半だが、最終埋没が平安後期としづ可能性が考えられる。

(4)出土遺物

232SX001出土遺物 (Fig.70、Pla. 14) 

須恵器

調査区土層様式図
(単位 cm) 

W 

アスフアルト

(て¥ガス管

調査区西壁土層(一部)

Fig.69 第 232次調査土層実測図 (1/40)
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30.0m 

1m 

5、第 232次調査

三T~ 2
γ173 

ど三ごゴ『、、 1

。 10cm 
5 

金-~基
o 3cm 
""-'置~

Fig.70 232SX001出土遺物実測図(1/3、7は 1/2)

蓋 a1 (1、2) 1は口径 12.5 cm、器高 2.5cm。胎土は白色砂粒を少量含み、焼成還元ともやや不良

で、内面は淡黄檀色、外面は黄白色を呈する。内面上半部は回転ナデの後ヨコナデ、外面上半部はヘ

ラ切り後未調整。2は口径 12.2cm、器高 3.2cm。胎土は白色砂粒を少量含み、焼成還元ともやや不良で、

色調は白黄色を呈する。内面上半部は不定方向のナデ、外面上半部はへラ切り後未調整で、ヘラ記号

を施す。

小原 (3) 復元口径 10.8cm。焼成は良好だが、還元不良で内外面とも淡櫨黄色を呈する。 口縁内面

には沈線を施す。内外面とも回転ナデ。

中原 a(4) 口径 11.0 cm、器高 2.6cm、底径 6.3cm。底部外面は回転へラ切り後来調整で、へラ記

号を施す。内面底部は被熱で荒れている。その他は回転ナデ。焼成還元良好で、色調は灰色や暗灰色

を呈する。

大皿 a(5) 器高 3.45cm。 口縁端部を若干平坦に面取りする。胎土は白色砂粒を含む。焼成還元は
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6、第 247次調査
5、第 232次調査

第 247次調査

(1 )調査に至る経過

調査地は太宰府市都府楼南 4丁目 566-280で、鷺田J11から西方 80mに位置する。

2005 (平成 17)年 2月23日に不動産のトーカイから、土地売買に先立ち文化財についての問い合わ

せがあった。確認調査を 2005(平成 17)年 3月 8日に行い、 GL-30cmで僅かに遺構が確認された。そ

の後協議を行い、建物の基礎が遺構に達しない計画で合意した。2005(平成 17)年 5月 11日、駐車

場部分の掘削に伴い立会を実施したところ、遺構面に掘削が及ぶことが確認されたため、緊急に調査

を実施することとなった。

発掘調査は 2005(平成 17)年 5月 13日に実施した。調査・実測は宮崎亮一、柳智子、森若知子が行っ

た。開発対象面積は 292.8601、調査面積は 1701である。

(2)基本層位

宅地面から深さ約 O.3m、道路面とはほぼ同一レベノレに遺構面があり、包含層など椅麗に削平されて

いた。付近一帯の住宅地は昭和 40年代後半に造成されたもので、かつては起伏もある田畑が広がっ

ていた。現在は盛土や削平が行われ、かつての面影を残していないため、遺構面の深さが一定でなく、

/l  -、、、ー-f 1 

?当主;:土川てZ二

現況地形からの旧地形を予測することは難しい状況である。

遺構全体図

(1/50) 遺構一覧表第 232次調査

遺構番号

232SX001 
二 三4三三

二予-

一一-(

一一一一B

2m 

6、やや不良の上師質で、暗茶灰色や暗灰色を呈する。外面下半は回転ヘラケズリ、内面底部はナデ、そ

の他はヨコナデ。内面にヘラ記号を施す。

聾 (6) 口径 23.0cm。頭部内面には叩きを施す際の当て具がコツコツと当たった痕跡が残る。口縁

部はヨコナデ、体部外面は叩きの後全体的に軽くヨコナデする。焼成還元とも良好で暗灰色を呈する。

基部を欠損するが、現存長 2.0cm、現存最大幅 1.6cm、厚さ 0.4c[目。黒曜石製。

今回の調査は、細長く狭いため、全体像はわからないが、ピット群から出土する遺物が 11世紀後半前

後のものとみられるため、道路を挟んだ東側で調査された第 222次調査と同じ時期の遺構が広がってい

たことになる。また、調査区の西端に南北に長い溝状の遺構が確認され、時期が 7世紀中頃~後半であ

ることから、条坊成立以前の時期にも遺構の展開があったことを伺わせる貴重な所見を得られた。

仁D 

表 12

S-番号

2 

3 

三三友三三~ 5 

。

8 

務杯、小皿 a、費、破片
磁椀;破片 (1)

姉。。テ
上
自

器節、珂， 8、聾

器郎‘丸底廊。、小皿、小皿 8 (イト)、破片
品滑石製品

o 2m
2 

第 247次調査遺構全体図 (1/50)・出土遺物実測図 (1/3)・略測図 (1/100)
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石製品

石鉱 (7)

(5)小結

第 232次調査遺構略測図 (1/200)
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遺構略測図 (1パ00)
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禄郎師
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シ
土

遺構中点座標値 | 南門からの距離

X I Y I x方向 (m) I Y方向 (m)

北端東肩 I 55999. 155 I -45825. 0 I ー719.538 I -997. 120 

南端東肩 I 55984.178 I -45825.35 I -734.518 I -997.320 IN-10 20' 19" -E 
政庁中軸線方位=N-OO 34' 24" -E 政庁南問中点座標- (X=56708.680、Y=-44820.730) 

方位

器郎
磁椀;IV (1) 

総郎、憐c

師

師

eo 
ト
土
自

ヲ
aシ

土

出土遺物一覧表

器鐙81、小杯、中杯a、大.DIla、現
器郎、椀(丹塗り)、費、破片
品石儀、剥片(安山岩)

第 232次調査

位置

第 232次調査

遺構番号

232SX001 

恵

飾

製

表 14

表 13



6、第 247次調査

(3)検出遺構 (Pla.10)

調査面積が狭いため、検出した遺構はピット 11個、土坑 l伺であった。全ての埋上は暗灰茶色士で、

遺物が少量混じる程度で、あった。

(4)出土遺物

第 247次調査出土遺物 (Fi g. 72) 

須恵器

蓋 3(1) 若干潰れたような口縁部で、内外面とも回転ナデ。焼成還元とも良好で、色調は灰色を

呈する。 胎土に黒色粒を少量含む。S-2より出土。

皿 a (2) 内外面とも回転ナデ。焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。胎土に白色砂粒を

少量含む。S-2より出土。

坪 (3) 内外面とも回転ナデ。焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。胎土に白色砂粒や黒

色粒を少量含む。S-2より出土。

亦 c(4) 小片で、底部に低い高台を貼付する。焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。表

土より出土。

土師器

郎 d (5) 胎土は精製され、焼成は良好。色調は淡樫色を呈する。内外面とも回転ナデの後ミガキ a

を施す。 S-8より出土。

聾 (6) 胎土は 0.1cm以下の砂粒を含み、焼成はやや不良で、色調は淡棺灰色を呈する。やや磨滅

するが、外面はヨコナデ、内面はへラケズリが確認できる。S-2より出土。

(5)小結

都府楼団地内は造成時に大きく改変されており、この地についても大きく削平されていることがわ

かった。遺物量も少ないが、全体的に奈良時代の遺物が多く、この調査地周辺は奈良時代の遺構が残

されていることが窺える。

表 15 第 247次 調査遺構一覧表

s-番号 遺構番号 種別
2 ピット
3 ピット
4 ピット
6 ピット
7 上坑
8 ピット

埋土等 時期

衆良時代

地区
暗灰茶色土

日音灰茶色土

日音灰茶色土

日音灰茶色土

日音灰茶色土

日音灰茶色上

2

2

2

2

2

2

 

ロ
υ
n
O
R
u
n
υ
Fし

P
し

表 16 第 247次調査 出土遺物一覧表
5-2 
須 感 器董3、郎、 血、破片
土 師 器郎、建、破片

5-3 

須 恵 緑豊E、原
土 師 器益。、郎、現

5-4 

土 師 器亦

5-6 
土 飾 昔量破片

5-7 
須 恵 総J;f

5-8 

上 師 緑郎d

友土

須 恵 器節c
土 師 骨量破片
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7、第 296次調査

7、第 296次調査

(1 )調査に至る経過

調査地は太宰府市都府楼南 4丁目 566-168で、標高 34m前後の平坦地である。

2011 (平成 23)年より専用住宅建て替えについての照会があり、 2月 6日に確認調査を行い、前面

道路より深さ 25cmで、遺構を確認した。住宅部分については、約 40cmの盛土があるため、基礎が 20cm 

であったが、遺構に影響がなかった。しかし、車庫のカーポートについては、その基礎部分が遺構に

影響を与えることがわかり、発掘調査をすることとなった。

発掘調査は 2012(平成 24)年 6月 4日に実施した。開発対象面積は 324.32 rrfで、調査面積は1.73 

rrfである。調査は宮崎亮ーが担当した。

(2)基本層位 (Fig.73)

宅地の表土が 30cm、その下に耕作土(灰色土)が厚さ 10cm、その下に暗茶色土の包含層が厚さ

10cm程あり、それを除去すると黄灰色土の地山に切り込んだ遺構が確認できる。

(3)検出遺構 (PI a. 11) 

車庫予定地内の基礎部分 4ヶ所をスポットで調査したが、 2ヶ所が撹乱で遺構面は荒れていた。そ

の他の 2ヶ所では大きさ 0.3，..._ O. 4mのピットや土坑状の遺構が検出され、深さは最も深くて O.35m、

全体として O.1 ，..._ O. 2m前後の深さである。

(4)出土遺物

296SX008出土遺物 (Fig.73)

黒色土器

椀 (1) A類。復元口径 18.0cm。胎土は淡燈白色を呈する。内面にはミガキ cを施す。

椀 c(2) A類。胎土は淡撞黄色を呈する。内面には細かいミガキ cを施す。

第 296次調査暗茶色土出土遺物 (Fig.73)

須恵、器

蓋 c (3) やや貧弱なツマミを貼付する。外面は焼成時の被熱で荒れている。

葦 3 (4，..._ 7) 4は折り曲げた口縁部で、外面上半部は回転へラケズリで、内面は不定方向のナデで、

天井部に僅かにへラ記号が残る。 5は外面上半部回転へラケズリ。色調は暗灰色を呈する。 6は内外面

ヨコナデで、色調は暗茶色を呈する。 7は口縁端部を僅かに摘み出している。外面上半部は磨滅するが、

へラ切りの後来調整もしくは粗いヨコナデを施す。焼成還元ともやや不良で、色調は白黄色や灰色を

呈する。

蓋 4 (8) 口縁部は若干歪んでいて、内面はヨコナデだがやや凸凹している。外面の殆どが粗いヨ

コナデで若干凸凹している。焼成還元とも良好で、色調は暗灰色を呈する。

皿 a (9) 外面底部は回転へラ切り未調整。内面はやや平滑である。色調は暗青灰色を呈する。

郎 a(10) 復元口径 12.2 cm、器高 4.0cm、復元底径 8.6cm。焼成還元とも良好で色調は灰色を呈する。

亦 c(11、12) 11は復元高台径 9.0cm。高台は小さくやや貧弱である。外面底部は回転へラ切りの

後粗いナデである。色調は淡灰黄色を呈する。 12はやや潰れた高台を底部端に貼付する。

土師器

杯 a (13) 色調は淡樫白色で、全体的に磨滅する。

杯 d(14) やや丸みのある体部で、底部へラ切り、内外面は磨滅するが内面にはミガキが施されて

いたように見える。焼成やや不良で、色調は淡檀黄色を呈する。
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7、第 296次調査
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Fig，73 第 296次調査遺構全体図 (1/50)・出土遺物実測図 (1/3)・略測図 (1/100)・土層模式図
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7、第 296次調査

椀 c(15) 復元高台径 6.7 CU1。底部端に三角形の高台を貼付する。焼成やや不良で、色調は黄檀色

を呈し、全体的に磨滅する。

聾 (16) 焼成不良で磨滅も目立つ。色調は淡燈色や黄白色を呈する。

(5)小結

宅地の整地層の下には、耕作土や包含層が残されており、遺構は比較的良好な状態で残されていた。

遺構として奈良~平安時代中期のピットや土坑を確認したが、調査範囲はわずかであっため、詳細な

ことは言及できない。遺物は、包含層(暗茶色土)から奈良時代のものが多く出上した。遺構や包含

層の残り具合からすると周辺は遺構が良好に残存していることが予測される。

表 17 第 296次調査 遺構一覧表

s-番号 遺構番号 種目1)

2 ピット

3 ピット

ピット

6 ピット

ピット

日 296SX008 ピット

埋土等 時期 地区

平安時代 A区

占代 A区

古代 A区

奈良時代。 A区

占代 B区

10世紀中頃前後 B区

表 18 第 296次調査 出上遺物一覧表

5-2 
土 師 禄郎、破片

暗茶色土 (A区)
須恵器筆2、益3、叢4、杯、費、登×型、破片
土 師 器小蓋3、節、郎d、費
製底土器破片ワ
瓦 類破片(無文)
白 鴎血羽 (1)

金属製品鉱I宰

時茶色上 (8区)
須恵器蓋3、蓋c、郎、郎a、珂'C、費、破片
上 師 器郎、高郎、雪量、破片
黒色土器A類椀c
瓦 頼平瓦(縄即

時茶色土 (C区)
須恵器亦a、皿a、窪、破片
土 師 器郎、珂'.、倒c、費、破片
瓦 額燃し瓦(現代)
土 製 品レンガ(現代)

5-3 
須恵器亦
上師 器費、破片

5-4 
土師 器型、破片
金属製品鉱滞

5-6 
須 忠 器盆a、亦c、皿、雪量
土 師 器錦之、費、破片

5-7 
須恵器亦
土師器費、舷片

5-8 
須恵器蓋3、停
士郎捻師、翌
黒色土禄A類椀c、腕

暗茶色土 (0区)
須恵器釜3、費、賞。
土 師 掠杯、郎a、亦.(へ5)、郎c、小皿a、翌
日属色土器A類腕c
中国陶器質;破片 (1)

石 似品丸石
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8、田中の森伝承地

8、田中の森伝承地の立会調査

(1)田中の森について

所在地は、太宰府市都府楼南 1丁目 454-2で、地番面積は

75 rr?である。

田中の森とは、田中長者と二日市の虎丸長者が勢力くらべ

をした昔話に登場する田中長者の墓と伝えられる場所であ

る。この昔話は市内で著名な昔話のひとつであり、全国放送

されていた TBSテレビ「まんが日本昔ぱなし」にも昭和 56

年 11月 7日(放送第 314回目)に登場している。

(2)調査に至る経過

2008 (平成 20)年

2月 18日、通古賀区から、田中の森の敷地交換と樹木伐採等について相談があった。敷地交換の理

由については、田中の森が道路に接していないことにより、個人地を横切らないと人れないため、個

人地の利用に支障をきたすこと。樹木伐採については、敷地を越えて繁茂してしまい、隣接する建物

に影響が出るなど様々な管理上の理由からであった。その後数回協議を行い、通古賀区の希望通り、

土地交換、樹木伐採、板碑の移設、そして、説明板を設置することとなった。

2月 20日、現状の写真撮影、実測調査を行う。調査は宮崎亮ーが行った。

10月、クロガネモチの枯死を確認。

12 月 10 日、お被いを行う 。 通古賀区関係者 9 名、工事関係者 3 名が参~IJ o

12月 15日、石材の除去開始。

12月 16日、サザンカ等の植木植樹。翌 17日、板碑などの設置。
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Fig.74 田中の森位置図 (1/2000)

12月 18日、移設整備完了。

2009 (平成 21)年

9月、通古賀区が説明板を設置。

2011 (平成 23)年

2月頃、クロガネモチとタブノキが伐採され、その後駐車場となる。

(3)田中の森の伝承

田中の森の伝承について、記載されている文献と内容は、以下の通りである。

『王城神社縁起』寛政 2(1790)年

「古跡 田中氏屋舗ハ今村の束、社の丑寅にありしといへり、長者屋舗と云所村の西側、麹屋の井の

未申にあり、昔武蔵ノ長者武蔵寺の北に其跡アリ王城大明神に参詣せし時、俄に雨降りて笠を百箇

国街の長者に借りけるか、返す時一眼の男一人に笠ーツ宛持せ返しけるとなり、田中の森、くれは、

市の上なと前に誌せり、其余ハ略しぬ。」

(引用文献・太宰府市『太宰府市史 民俗資料編.]1993年)

『太宰府旧蹟全図北図』文化 3(1806)年

「田中ノ森 ツカアリ 熊別ノ廟也J (W大野城太宰府旧蹟全図北』原図より)

『筑前国続風土記拾遺』文政年間

「王城大明神社 ・・ (略)。また、村の西北に小森あり。俗に西ノ陵と云。愛にも石神あり。社はなし。

田中の森とも云。これ田中熊別の墓なりといふ。この人ハ神武天皇東征の御時庖従せし人のよし嘗
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里及産宮の{専説あり。」

(引用文献:福岡古文書を読む会ほか『筑前国続風七記拾遺(上巻).]文献出版 1993年)

『福岡県系地理全誌』明治 13(1880)年

「東陵西陵 ・・ ・(略)。又村ノ西北五町ニ。田中森ト云アリ 。石神アリ 。高五尺。幅三尺。田

中熊別ノ墓。俗ニ。西陵ト云。醤記ニ。村ノ東北ニ。其宅地アリト記セトモ。今里人ニ問フニ。知

ル者ナシ。此人ハ。神武天皇。東征ノ御時。庖従セシ人ノ由言博フ。一説ニハ。蚊田皇子ニ附従フ

人共云o ・。j

(引用文献・(財)西日本文化協会『福岡県史近代史料編福岡県地理全誌(五).]福岡県 1993年)

『郷土読本』上巻 昭和 13(1938)年

「田中長者 ムカシムカシ、トホノコガニ、田中長者トイフ大へンナ金持ガスンデヰマシタ。「オイ

ヘガ千ゲン、オクラガ千ゲン、田中長者ハモノモチ長者。オ米ノ山ニ金ノ山。J村ノ子ドモタチハ

カウイッテウタヒマシタ。オイへノヒロサノ¥ ドノクラヰアノレカ、ワカリマセン。タンボノヒロサ

ハコチラノ山カラ、ムカウノ山マデアッタトイヒマス。

アノレ目、 卜ナリ村ノトラマノレ長者トイフ大金モチガ、千人ノケライヲツレテ、サイフノオ寺ニマヰ

リマシタ。ソノカヘリミチノコトデス。 トチュウデニハカニ空ガクモッテ、雨ガザアザアフッテキ

マシタ。 トラマル長者トケライタチハ、チカクノ田中長者ノウチへカケコンデ、「ドウゾカサヲカ

シテクダサイ。」 トタノミマシタ。スノレト、田中長者ハニツコリワラッテ、スグニクラノ中カラ、

千ボンノカサヲ出シテカシマシタ。ドノカサヲ見テモ、アタラシイリッパナカサデス。ケライタチノ¥

ピックリシテシマヒマシタ。 トラマノレ長者ハナンダカクヤシイキガシタノデ、カヘリミチデ、「ドウ

カシテ、田中長者ヲオドロカシテヤリタイ。J ト、ココロノウチデオモヒマシタ。

ソレデ、アクル目、スグニ、大ゼイノケライノ中カラ、大メシクヒ千ニンヲエラビダシマシタ。「オ

マヘタチハコレカラ田中長者ノウチヘイッテ、カサヲカヘシテオイデ。」 トイヒマシタ。長イ長イカ

サノギャウレツガツヅキマシタ。田中長者ノウチヘツイタノハ、オヒノレスギデシタ。ミンナヒロイリツ

パナオザ、ンキへトホサレマシタ。ソシテ、大ソウナゴチソウガ出マシタ。ソコへ田中長者ガ出テキ

テ、 「ミナサン、ヨクキテクダサイマシタ。ワタシノウチデゴ‘ハンヲ少シタキスギマシタカラ、 ド

ウゾタクサンタベテカヘッテクダサイ。」とイヒマシタノデ、ツカヒノモノハ、イヨイヨピックリ

シテシマッタトイフコトデス。」

(引用文献:水城尋常高等小学校『郷土讃本 上巻.]1938年)

『太宰府市史 民俗資料編』 平成 5(1993)年

「田中長者 昔、通古賀に田中長者という大金持が住んでいた。広い屋敷と、こちらの山から向こ

うの山までといわれるほどの田畠を持ち、「お家が千軒、お蔵が千軒、田中長者は物持ち長者、お米

の山に、金の山Jと、村の子供たちは、はやした。ある日、となり村の虎丸長者が千人の家来をひ:

きつれて、宰府のお寺にお参りをした。その帰り道、にわかに雨が降りだしたので、近くの田中長

者の家へかけこんで、「どうか傘を貸してくださしリとたのんだ。田中長者は困った顔もしないで、にっ

こり笑い、蔵の中から 1000本の真新しい傘をだして貸した。虎丸長者の家来たちはびっくりし、虎

丸長者は口惜しくてならなかった。明くる日、虎丸長者は家来の中から大飯喰らいを千人選んで、、「き

のうの傘を返してこいJと命じた。長い傘の行列が続き、 1000人目の家来が着いたのは昼過ぎになっ

た。田中長者は、その 1000人を広い座敷に通して、「皆さん、よくおいでになった。ちょうど御飯

を炊きすぎて困っていたところです。どうかたくさん食べてください」と、大そうな御馳走でもて

なした。虎丸長者の家来たちは、いよいよびっくりした。」

(引用文献:太宰府市『太宰府市史 民俗資料編』太宰府市 1993年)
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Fig.75 田中の森現況図及び礎石実測図 (1/200、1/40)

(4)調査成果

1.石造物

板碑 (Fig.75)

尖り気味の自然石板碑で、碑高 176cmだ、が、地下に 68cm埋没していたため、地上部は 108cmである。

石材は花岡岩で、花闘岩特有の玉ねぎ状に割った石材を用いている。石材に党字や銘文は確認で、きない。

板碑を除去した地盤には特に遺構は認、められなかった。

礎石 (Fig.75)

他所から持ち込まれたと考えられる礎石で、大きさ 66cm X 42 cm、厚さ 22cmの長方体である。上面

端に径 13cm、深さ 5......._ 8 cm、底径 9.5cmの円形剰り込みが彫られている。周囲には花闘岩礁が集積さ

れているが、加工は見られない。
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2樹木

調査時点で大木はクロガネモチとタブノキの 2本であったが、昭和 13年の『郷土読本』掲載の写真

を見ると、 5本以上の大木の姿が広い範囲に写されている。その後伐採や関定が行われ、縮小していっ

たと推測される。

クロガネモチ

幹回りは 2.85m、高さ 2.4m付近から二又になっており、樹高は枝がない状況ではあるが、北幹が約

8.4m、南幹が約 7mを測る。全体的に若干西側に傾いている。枝葉が繁っていた時は、樹高は 13m前後

であった。2006(平成 18)年 7月初旬に強算定された影響により、 2008年調査時点で南幹に僅かに葉

が残っていたものの、樹皮は剥がれ落ち、胴吹きも勢いが全くなく、枯死寸前で、あった。同年 10月に

は胴吹きなど春先に出ていた枝葉は落葉し、樹皮の落下も目立ち始め、枯死したことを確認した。なお、

このクロガネモチは同種としては市内最大の幹回りを誇っていたため、市指定天然記念物の候補にも

挙がったが、上述のように衰弱が目立ち始めたため見送られていた。

タブノキ

樹高約 5m、幹回り 2.15m、高さ 1.2m付近で二又に分かれる。強現定されるも樹勢は旺盛で、あった。

3.地盤状況

現地表面から深さ 25cmまでは茶褐色土でヒマニーノレやタイノレが含まれていた。その下位は明茶褐色土

で僅かに須恵器蓋 3、郎 c、土師器片が含まれていた。深さ 55cmで、真砂土のよ うな地山に達する。遺

構は特に確認することはできなかった。

(5)小結

田中長者の昔話は、記録からも変遷がわかるのだが、基本的には口承であるため、時代と共に面白

おかしく、また長者伝説でありがちなフレーズが加味されなが ら、現代に伝わっている。

長者に関する昔話や地名が残る地域には、古代官街が確認されている例が多い。主な遺跡を列挙す

ると、長者が池の隣接地で、見つかった御原郡街と推定される小郡官街遺跡(小郡市)、豊前国庁関係

の官街跡である福原長者原遺跡(行橋市)、下毛郡街と推定されている長者屋敷遺跡(中津市)、コ字

形配置の官街跡である長者ヶ平官街遺跡(栃木県)、伊勢国府跡と推定される長者屋敷遺跡(三重県)、

藻島駅家と推定される長者山遺跡(茨城県)などがあり、主に古代の官街関係、の遺跡が多い。つまり、

官街のような施設が、時代が下るにしたがって、官街施設→立派な建物→長者の屋敷と変化し伝わっ

た結果ではなし、かと推測される。『太宰府旧蹟全図北図』にも通古賀の集落内に「長者ヤシキ」と記され、

現在でも小字「扇屋敷」が残っている。今のところ官街に該当するような遺構は確認されていないが、

大宰府条坊の設計に関して、田中長者に関する伝承地は、ただの昔話では終わらない、初期の大宰府

を知る上で重要な手がかりを秘めている可能性がある。

田中の森は、元の場所も移設された場所も、地元の古老からすると田中の森の敷地の一部という認

識があり 、今回の選定理由のひとつとなっている。樹木は伐採され、場所も変わったが、田中の森と

して伝承地が残されたことに通古賀地区の人々の思いが表れているものと考えたい。そして、これか

らも長く後世に残っていくことを期待したい。

参考文献

井上信正「大宰府条幼についてJ~都府楼 40 号』 古都大宰府保存協会 2008年
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V、調査まとめ

今回報告した調査の主な所見は以下の通りである。

・奈良時代~平安時代中期の遺構が中心。(第 178・184・296次調査)

・政庁皿期の遺構が中心。(第 228次調査)

-東西道路(条路)の検出。(第 178次調査)

・南北道路(坊路)の検出。(第 178次調査)

今回報告した調査では、井上信正条坊復元案を補足するような所見が多くみられたため、昨年度井

上氏が執筆編集した『大宰府条坊跡 44~ の「大宰府条坊研究の現状J と共にご覧いただけるとより理

解しやすし、かもしれない。

鷺田川の南側と西側で行われた今回の調査では、政庁 I期と H期の遺構を中心とした第 178・184・

296次調査と政庁 I期と E期の遺構を中心とした第 228・232次調査と両極端な遺構状況に時期差が見

られた。周辺の調査状況でも、このような傾向は以前から指摘されていたことではあったが、井上氏

はさらに踏み込んで、、政庁E期の右郭は 8坊まで、だ、った可能性を指摘している。平安後期になるにし

たがって、条坊の南側つまり鷺田川南岸地域は衰退し、都市の広がりが南北方向から条坊の枠を越え

て東西方向に広がっていく状況がみられる。その要因のひとつとして律令制の衰退と安楽寺(太宰府

天満宮)などの寺社の隆盛が関係しているのかもしれない。

現在単純に言っている東西各 12坊 ・南北 22条の条坊の範囲について、必ずしも政庁 I期から皿期

まで同じ条坊域を形成していたとは限らないことを、今回のような調査結果が表している。

参考文献

太宰府市『太宰府市史 考古資料編~ 1992 

太宰府市教委『大宰府条坊跡 XIV~ 太宰府市の文化財第 48 集 2000 

太宰府市教委『大宰府条坊跡 27~ 太宰府市の文化財第 81 集 2005 

太宰府市教委『大宰府条坊跡 44~ 太宰府市の文化財第 122 集 2014 
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写真図版

写真図版には遺構の主な写真を掲載している。その他の遺構写

真および遺物写真は、付録の CDにカラー情報で収録している。



P I a. 1 

第 178次調査地全景(南から)

第 178次調査道路遺構全景(東から)



Pla.2 Pla.3 

第 178次調査東側全景(南西から) 178SE020全景(東から)

178SD035東半分完掘状況(東から) 178SE030全長(南から)



Pla.4 Pla.5 

第 184次調査全景(上が北、南西部埋め戻し後) 184SB020検出状況 (南から)

184SB005・010検出状況(北から)



Pla.6 
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184SE015完掘状況(北から)

184SKOOl完掘状況(西から)
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第 228次調査全景(上が北)

第 228次調査西側調査区全景(上が南)
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Pla.10 
P I a. 11 

第 232次調査全景(北から)



P I a. 12 P I a. 13 

田中の森旧観 (2003年) 板碑の旧状(東から、 2008年 2月)

田中の森旧観(昭和 30年頃、陶山餓也氏撮影) 田中の森移転状況(南から、 2008年 12月)
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大宰府条坊跡第296次

田中の森伝承地
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条坊

[鏡山推定案]

右郭14条2坊

右郭16条l幼

右車~17条2坊

右車~ 11条8坊

右郭11条9坊

右郭13条4坊

右郭16条4坊

右郭9条7坊

遺跡種別

都城

都城

都城

都城

都城

都減

都城

伝承地

ふりがな コ ド 座標 調査期間

所在地 市町村 遺跡養号 X Y 開始 終了

太宰府市

都府綾南5丁目
402214 210050-49 56030.0 -45300.0 19840403 19840403 

太宰府市

都府楼南5丁目
402214 210050-178 55440.0 -44954.0 19960415 19960725 

太宰府市

都府楼南5丁目
402214 210050-184 55270.0 -45090.0 19960615 19960905 

太宰府市

都府機南2丁目
402214 210050-228 55917.0 -45790.0 20030403 20030609 

太宰府市

都府機南2丁目
402214 210050-232 55990. 0 -45825. 0 20040202 20040203 

太宰府市

初l府楼南4丁目
402214 210050-247 55706.0 -45307.0 20050513 20050513 

太宰府市

都府機南4了目
402214 210050-296 55415.0 -45353.0 20120604 20120604 

太宰府市

都府機南1丁目
402214 56158.0 -45478.0 20080220 

時代 主要遺精 主要i監物

氾濫原

奈良~平安中期 条幼道路、井戸 線利陶器、施紬陶器

土坑、溝 土師器杯(糸切り)、続減系

奈良~平安中期 掘立柱建物、井戸 下駄、須恵様、土師器

平安後期

飛鳥時代

古代

奈良時代

土坑 製越正土器

掘立柱建物、竪穴住居須恵器、土師務

溝、土坑、円形周溝

耳障状遺情 須恵岩号、石量産

小穴 須恵器、土師器

小穴 須恵器、土師様、熊色土書官

-I.!i砕、礎石

太宰府市の文化財第 123集

大宰府条坊跡 45
第 49・178・184・228・232・247・296次調査一

平成 27(2015)年 2月

編集太宰府市教育委員会

発行太宰府市観世音寺 ト1-1

印席IJ 株式会社 四ヶ所

調査面積 調査原因

m
2 

法人建物建築

633 共同住宅建築

384 宅地造成

684 共同住宅漣築

30.9 道路鉱幅工事

17 住宅車庫建築

1. 73 住宅車庫建築

75 移設工事

特記事項
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